
平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
行
政
の
展
開
（
山
田
）

一

平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
行
政
の
展
開

─
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
の
実
態
を
中
心
と
し
て

─山

　
　田

　
　光

　
　矢

一
　
平
成
の
大
合
併
と
広
域
行
政
及
び
身
近
な
行
政

二
　
平
成
の
大
合
併
と
地
域
自
治
組
織

三
　
地
域
審
議
会
と
地
域
自
治
区
（
合
併
特
例
）
を
中
心
に
見
た
身
近
な
行
政
の
実
態

四
　
平
成
の
大
合
併
に
お
け
る
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
と
小
さ
な
拠
点

五
　
小
さ
な
拠
点
を
中
心
に
見
た
今
後
の
日
本
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
の
あ
る
べ
き
姿

論

　説

（
一
二
七
一
）
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〇
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）

二

一
　
平
成
の
大
合
併
と
広
域
行
政
及
び
身
近
な
行
政

平
成
の
大
合
併
は
一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
四
月
一
日
か
ら
二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
三
月
三
一
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
結
果
、
一
九
九
九
年
四
月
一
日
に
存
在
し
た
三
二
三
二
市
町
村
（
六
七
〇
市
・
一
九
九
四
町
・
五
六
八
村
）
が
、
二
〇
一
〇
年
三

月
三
一
日
に
は
一
七
二
七
市
町
村
（
七
八
六
市
・
七
五
七
町
・
一
八
四
村
）
と
な
り
終
了
し
た
。
た
だ
し
そ
の
後
も
市
町
村
合
併
は
継
続
さ

れ
て
お
り
、
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
一
〇
月
一
日
現
在
で
は
、
一
七
一
八
市
町
村
（
七
九
二
市
・
七
四
三
町
・
一
八
三
村
）
に
ま
で
減
少
、

言
葉
を
変
え
て
い
え
ば
市
町
村
の
広
域
化
が
進
行
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
効
率
的
な
地
方
自
治
の
進
展
に
は
一

定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
い
え
る
が
、
身
近
な
行
政
の
推
進
の
視
点
か
ら
は
問
題
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

日
本
の
（
市
）
町
村
は
、
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
に
七
一
七
郡
の
下
に
七
万
八
八
二
〇
町
村
が
存
在
し
て
い
た
が
、
一
八
八
三
（
明
治

一
六
）
年
に
は
七
万
一
四
九
七
市
町
村
（
一
九
市
・
一
万
二
一
九
四
町
・
五
万
九
二
八
四
村
）
と
な
り
、
九
年
間
で
全
体
の
ほ
ぼ
一
〇
％
に
あ

た
る
七
三
二
三
町
村
が
減
少
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
規
模
か
ら
い
え
ば
ほ
ぼ
一
割
程
各
市
町
村
の
面
積
が
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
の

市
町
村
の
平
均
人
口
は
五
五
五
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
の
明
治
の
大
合
併
終
了
時
に
は
一
万
五
八
五
九
市
町

村
（
三
九
市
・
一
万
五
八
二
〇
町
村
）
と
な
り
、
わ
ず
か
一
年
の
大
合
併
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
五
分
の
四
（
七
八
％
減
）
に
あ
た
る
五
万
五
六
三
一

市
町
村
が
減
少
し
た
の
で
あ
り
、
各
市
町
村
の
面
積
は
ほ
ぼ
五
倍
に
ま
で
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。
市
町
村
が
ほ
ぼ
五
分
の
一
に
減
少
し
た

明
治
の
合
併
後
、
一
市
町
村
当
た
り
の
平
均
人
口
も
約
五
倍
の
二
三
七
四
人
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

戦
後
の
日
本
で
は
、
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
に
制
定
さ
れ
た
三
年
間
の
時
限
法
で
あ
る
町
村
合
併
促
進
法
と
、
一
九
五
六
（
昭
和

三
一
）
年
に
制
定
さ
れ
た
五
年
間
の
時
限
法
で
あ
る
新
市
町
村
促
進
法
を
背
景
に
昭
和
の
大
合
併
が
推
進
さ
れ
、
一
九
五
三
年
の

（
一
二
七
二
）

平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
行
政
の
展
開
（
山
田
）

三

九
八
六
九
市
町
村
（
二
六
八
市
・
一
九
六
六
町
・
七
六
一
六
村
）
が
、
一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
に
は
三
四
七
〇
市
町
村
（
五
五
六
市
・

一
七
九
七
町
・
九
六
八
村
）
と
な
っ
た
。
こ
の
九
年
間
の
大
合
併
推
進
の
結
果
、
市
町
村
は
ほ
ぼ
三
分
の
二
（
六
五
％
減
）
に
あ
た
る

六
三
九
九
が
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、
各
市
町
村
の
面
積
は
ほ
ぼ
三
倍
に
ま
で
増
加
し
た
の
で
あ
る
。
市
町
村
が
ほ
ぼ
三
分
の
一
に
減
少
し

た
昭
和
の
大
合
併
後
の
市
町
村
の
平
均
人
口
は
、
総
人
口
九
四
二
八
万
七
千
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
二
万
七
一
七
一
人
と
推
測
で
き
る
。

一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
と
一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
の
市
町
村
数
か
ら
み
た
場
合
、
市
町
村
数
は
、
お
お
よ
そ
二
〇
分
の
一
（
九
六
％

減
）
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
市
町
村
の
平
均
面
積
は
二
〇
倍
強
に
ま
で
拡
大
し
、
平
均
人
口
は
約
五
〇
倍
に
ま
で
拡
大
し
た
の
で
あ
る
（
１
）

。

こ
の
こ
と
は
、
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
進
展
の
大
き
さ
を
伝
え
て
い
る
。

一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
の
七
万
八
八
二
〇
町
村
と
、
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
一
〇
月
一
日
現
在
の
一
七
一
八
市
町
村
を
比
較
す
る
と
、

市
町
村
数
は
お
よ
そ
五
〇
分
の
一
（
九
八
％
減
）
に
な
り
、
市
町
村
の
平
均
面
積
は
逆
に
五
〇
倍
程
度
に
拡
大
し
、
さ
ら
に
市
町
村
の
平

均
人
口
は
七
万
三
四
二
三
人
と
一
三
〇
倍
強
ま
で
増
大
し
て
い
る
。
ま
た
平
成
の
大
合
併
を
見
て
も
、
一
九
九
九
年
四
月
一
日
の

三
二
三
二
市
町
村
が
、
二
〇
一
〇
年
三
月
三
一
日
に
は
一
七
二
七
市
町
村
と
な
っ
た
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
市
町
村
数
が
ほ
ぼ
半
減
し

市
町
村
面
積
が
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
２
）

。
こ
う
し
た
市
町
村
合
併
が
進
展
し
て
い
る
中
で
、
二
三
存
在
す
る
東
京
都
の
特
別
区
で

は
合
併
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
二
三
区
を
含
ん
だ
市
区
町
村
数
を
昭
和
の
大
合
併
と
比
較
す
る
と
、
五
七
九
の
市
区
は
約

四
〇
％
増
の
八
一
五
市
区
と
な
っ
た
の
に
対
し
て
、
一
七
九
七
町
は
約
六
〇
％
減
の
七
四
三
町
に
、
九
六
八
村
は
約
八
〇
％
減
の
一
八
三

村
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

三
大
都
市
圏
（
東
京
圏
、
名
古
屋
圏
及
び
関
西
圏
）
と
地
方
圏
の
人
口
を
み
る
と
、
日
本
の
総
面
積
の
約
一
四
％
に
す
ぎ
な
い
三
大
都
市

圏
に
は
、
日
本
の
総
人
口
の
五
二
・
〇
九
％
に
あ
た
る
六
六
三
九
万
二
五
六
人
が
、
約
八
六
％
を
し
め
る
地
方
圏
に
は
総
人
口
の

（
一
二
七
三
）



平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
行
政
の
展
開
（
山
田
）

三

九
八
六
九
市
町
村
（
二
六
八
市
・
一
九
六
六
町
・
七
六
一
六
村
）
が
、
一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
に
は
三
四
七
〇
市
町
村
（
五
五
六
市
・

一
七
九
七
町
・
九
六
八
村
）
と
な
っ
た
。
こ
の
九
年
間
の
大
合
併
推
進
の
結
果
、
市
町
村
は
ほ
ぼ
三
分
の
二
（
六
五
％
減
）
に
あ
た
る

六
三
九
九
が
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、
各
市
町
村
の
面
積
は
ほ
ぼ
三
倍
に
ま
で
増
加
し
た
の
で
あ
る
。
市
町
村
が
ほ
ぼ
三
分
の
一
に
減
少
し

た
昭
和
の
大
合
併
後
の
市
町
村
の
平
均
人
口
は
、
総
人
口
九
四
二
八
万
七
千
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
二
万
七
一
七
一
人
と
推
測
で
き
る
。

一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
と
一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
の
市
町
村
数
か
ら
み
た
場
合
、
市
町
村
数
は
、
お
お
よ
そ
二
〇
分
の
一
（
九
六
％

減
）
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
市
町
村
の
平
均
面
積
は
二
〇
倍
強
に
ま
で
拡
大
し
、
平
均
人
口
は
約
五
〇
倍
に
ま
で
拡
大
し
た
の
で
あ
る
（
１
）

。

こ
の
こ
と
は
、
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
進
展
の
大
き
さ
を
伝
え
て
い
る
。

一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
の
七
万
八
八
二
〇
町
村
と
、
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
一
〇
月
一
日
現
在
の
一
七
一
八
市
町
村
を
比
較
す
る
と
、

市
町
村
数
は
お
よ
そ
五
〇
分
の
一
（
九
八
％
減
）
に
な
り
、
市
町
村
の
平
均
面
積
は
逆
に
五
〇
倍
程
度
に
拡
大
し
、
さ
ら
に
市
町
村
の
平

均
人
口
は
七
万
三
四
二
三
人
と
一
三
〇
倍
強
ま
で
増
大
し
て
い
る
。
ま
た
平
成
の
大
合
併
を
見
て
も
、
一
九
九
九
年
四
月
一
日
の

三
二
三
二
市
町
村
が
、
二
〇
一
〇
年
三
月
三
一
日
に
は
一
七
二
七
市
町
村
と
な
っ
た
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
市
町
村
数
が
ほ
ぼ
半
減
し

市
町
村
面
積
が
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
２
）

。
こ
う
し
た
市
町
村
合
併
が
進
展
し
て
い
る
中
で
、
二
三
存
在
す
る
東
京
都
の
特
別
区
で

は
合
併
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
二
三
区
を
含
ん
だ
市
区
町
村
数
を
昭
和
の
大
合
併
と
比
較
す
る
と
、
五
七
九
の
市
区
は
約

四
〇
％
増
の
八
一
五
市
区
と
な
っ
た
の
に
対
し
て
、
一
七
九
七
町
は
約
六
〇
％
減
の
七
四
三
町
に
、
九
六
八
村
は
約
八
〇
％
減
の
一
八
三

村
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

三
大
都
市
圏
（
東
京
圏
、
名
古
屋
圏
及
び
関
西
圏
）
と
地
方
圏
の
人
口
を
み
る
と
、
日
本
の
総
面
積
の
約
一
四
％
に
す
ぎ
な
い
三
大
都
市

圏
に
は
、
日
本
の
総
人
口
の
五
二
・
〇
九
％
に
あ
た
る
六
六
三
九
万
二
五
六
人
が
、
約
八
六
％
を
し
め
る
地
方
圏
に
は
総
人
口
の

（
一
二
七
三
）
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四

四
七
・
九
一
％
に
あ
た
る
六
一
〇
五
万
三
三
〇
七
人
が
住
ん
で
い
る
。
三
大
都
市
圏
で
は
、
東
京
圏
（
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
及
び
神
奈

川
県
）
に
は
総
人
口
の
二
八
・
七
三
％
に
あ
た
る
三
六
六
一
万
八
七
三
一
人
が
、
名
古
屋
圏
（
岐
阜
県
、
愛
知
県
及
び
三
重
県
）
に
は

八
・
九
七
％
に
あ
た
る
一
一
四
三
万
四
〇
六
〇
人
が
、
関
西
圏
（
京
都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
及
び
奈
良
県
）
に
は
一
四
・
三
九
％
に
あ
た
る

一
八
三
三
万
七
四
六
五
人
が
住
ん
で
い
る
。
三
大
都
市
圏
の
人
口
動
態
を
み
る
と
、
日
本
人
住
民
で
は
、
東
京
圏
の
人
口
は
引
き
続
き
増

加
し
て
お
り
、
名
古
屋
圏
、
関
西
圏
の
人
口
は
引
き
続
き
減
少
し
て
い
る
。
外
国
人
住
民
で
は
、
近
年
は
東
京
圏
、
名
古
屋
圏
、
関
西
圏

と
も
増
加
が
続
い
て
い
る
。
三
大
都
市
圏
に
お
い
て
も
東
京
一
極
集
中
化
の
進
行
傾
向
が
見
て
取
れ
る
。

ま
た
現
在
の
七
九
二
市
・
二
三
区
・
七
四
三
町
・
一
八
三
村
の
一
七
四
一
市
区
町
村
の
人
口
を
見
る
と
、
日
本
の
総
人
口
一
億

二
七
四
四
万
三
五
六
三
人
の
内
、
日
本
の
総
面
積
の
五
八
・
〇
二
％
を
し
め
る
市
に
は
全
体
の
八
四
・
〇
％
に
あ
た
る
一
億
七
〇
六
万

一
八
二
七
人
が
、
〇
・
一
七
％
で
し
か
な
い
東
京
特
別
区
に
は
全
体
の
七
・
四
％
に
あ
た
る
九
四
八
万
六
六
一
八
人
が
、
三
五
・
六
八
％
を

し
め
る
町
に
は
全
体
の
八
・
〇
％
に
あ
た
る
一
〇
一
三
万
六
一
五
四
人
が
、
六
・
一
二
％
を
し
め
る
村
に
は
全
体
の
〇
・
六
％
に
あ
た
る

七
五
万
八
九
六
四
人
が
住
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
市
区
に
は
全
体
の
九
一
・
四
％
の
一
億
一
六
五
四
万
八
四
四
五
人
が
住
ん
で
い
る
の
に

対
し
て
、
町
村
に
は
全
体
の
八
・
六
％
の
一
〇
八
九
万
五
一
一
五
人
し
か
住
ん
で
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
一
団
体
当
た
り
の
平
均

人
口
を
見
る
と
、
市
は
一
三
万
五
一
七
九
人
、
区
は
四
一
万
二
四
六
二
人
、
町
は
一
万
三
六
四
二
人
、
村
は
四
〇
一
六
人
で
あ
り
、
市
区

の
平
均
人
口
は
一
四
万
一
二
六
〇
人
で
あ
り
、
市
区
町
村
の
平
均
人
口
は
七
万
二
九
五
〇
人
で
あ
る
。
町
村
の
行
財
政
能
力
の
極
端
な
弱

さ
、
す
な
わ
ち
地
域
格
差
の
拡
大
化
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
３
）

。

国
は
、
明
治
の
大
合
併
後
に
「
事
務
組
合
制
度
」
を
、
昭
和
の
大
合
併
後
に
「
広
域
市
町
村
圏
」
等
を
導
入
し
た
よ
う
に
、
平
成
二
一

年
四
月
か
ら
「
定
住
自
立
圏
」
を
、
平
成
二
六
年
か
ら
「
連
携
中
枢
都
市
圏
」
を
原
則
三
大
都
市
圏
以
外
の
道
県
を
対
象
に
導
入
し
て
い

（
一
二
七
四
）

平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
行
政
の
展
開
（
山
田
）

五

る
。
そ
の
中
で
定
住
自
立
圏
は
、「
中
心
市
が
圏
域
全
体
の
暮
ら
し
に
必
要
な
都
市
機
能
を
集
約
的
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
市
町

村
に
お
い
て
は
必
要
な
生
活
機
能
を
確
保
し
、
農
林
業
の
振
興
や
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
を
図
る
な
ど
、
互
い
に
連
携
・
協
力
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
定
住
を
促
進
し
圏
域
全
体
の
活
性
化
を
図
る
（
４
）」

も
の
で
あ
り
、
連
携
中
枢
都
市
圏
は
、「
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社
会
に

あ
っ
て
も
、
地
域
を
活
性
化
し
経
済
を
持
続
可
能
な
も
の
と
し
、
国
民
が
安
心
し
て
快
適
な
暮
ら
し
を
営
ん
で
い
け
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
、
地
域
に
お
い
て
、
相
当
の
規
模
と
中
核
性
を
備
え
る
圏
域
の
中
心
都
市
が
近
隣
の
市
町
村
と
連
携
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
化
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
に
よ
り
「
経
済
成
長
の
け
ん
引
」、「
高
次
都
市
機
能
の
集
積
・
強
化
」
及
び
「
生
活
関
連
機
能
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社
会
に
お
い
て
も
一
定
の
圏
域
人
口
を
有
し
活
力
あ
る
社
会
経
済
を
維
持
す
る
た
め
の
拠
点
を
形
成

す
る
（
５
）」

も
の
で
あ
る
。

三
大
都
市
圏
と
地
方
圏
の
格
差
拡
大
や
、
東
京
一
極
集
中
等
の
問
題
が
求
め
る
身
近
な
行
政
に
対
す
る
制
度
の
拡
充
に
対
し
て
、
政
府

は
一
方
で
市
町
村
合
併
を
推
進
さ
せ
な
が
ら
、
他
方
で
地
域
自
治
組
織
制
度
や
小
さ
な
拠
点
制
度
な
ど
の
拡
充
を
柱
に
、
地
方
圏
の
町
村

や
集
落
の
維
持
や
復
興
等
に
向
け
た
活
動
の
場
の
確
保
を
目
指
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
制
定
さ
れ
た
も
の
が
、「
我
が
国
に
お
け
る
急
速

な
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
的
確
に
対
応
し
、
人
口
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、
東
京
圏
へ
の
人
口
の
過
度
の
集
中
を
是
正
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
住
み
よ
い
環
境
を
確
保
し
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
日
本
社
会
を
維
持
し
て
い
く
」
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
で
あ
っ
た
（
６
）

。

二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
一
二
月
二
七
日
閣
議
決
定
さ
れ
た
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
『
総
合
戦
略
』」
の
第
四
で
提
示
さ
れ

た
「『
小
さ
な
拠
点
』
の
形
成
」
に
お
い
て
は
、「
小
さ
な
拠
点
」
一
〇
〇
〇
箇
所
と
、
地
域
運
営
組
織
五
〇
〇
〇
団
体
の
設
立
が
目
標
と

さ
れ
た
。
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
五
月
現
在
、
小
さ
な
拠
点
は
全
国
に
一
〇
六
九
箇
所
設
置
さ
れ
、
設
置
目
標
を
超
え
て
い
る
。
ま

（
一
二
七
五
）



平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
行
政
の
展
開
（
山
田
）

五

る
。
そ
の
中
で
定
住
自
立
圏
は
、「
中
心
市
が
圏
域
全
体
の
暮
ら
し
に
必
要
な
都
市
機
能
を
集
約
的
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
市
町

村
に
お
い
て
は
必
要
な
生
活
機
能
を
確
保
し
、
農
林
業
の
振
興
や
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
を
図
る
な
ど
、
互
い
に
連
携
・
協
力
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
定
住
を
促
進
し
圏
域
全
体
の
活
性
化
を
図
る
（
４
）」

も
の
で
あ
り
、
連
携
中
枢
都
市
圏
は
、「
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社
会
に

あ
っ
て
も
、
地
域
を
活
性
化
し
経
済
を
持
続
可
能
な
も
の
と
し
、
国
民
が
安
心
し
て
快
適
な
暮
ら
し
を
営
ん
で
い
け
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
、
地
域
に
お
い
て
、
相
当
の
規
模
と
中
核
性
を
備
え
る
圏
域
の
中
心
都
市
が
近
隣
の
市
町
村
と
連
携
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
化
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
に
よ
り
「
経
済
成
長
の
け
ん
引
」、「
高
次
都
市
機
能
の
集
積
・
強
化
」
及
び
「
生
活
関
連
機
能
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社
会
に
お
い
て
も
一
定
の
圏
域
人
口
を
有
し
活
力
あ
る
社
会
経
済
を
維
持
す
る
た
め
の
拠
点
を
形
成

す
る
（
５
）」

も
の
で
あ
る
。

三
大
都
市
圏
と
地
方
圏
の
格
差
拡
大
や
、
東
京
一
極
集
中
等
の
問
題
が
求
め
る
身
近
な
行
政
に
対
す
る
制
度
の
拡
充
に
対
し
て
、
政
府

は
一
方
で
市
町
村
合
併
を
推
進
さ
せ
な
が
ら
、
他
方
で
地
域
自
治
組
織
制
度
や
小
さ
な
拠
点
制
度
な
ど
の
拡
充
を
柱
に
、
地
方
圏
の
町
村

や
集
落
の
維
持
や
復
興
等
に
向
け
た
活
動
の
場
の
確
保
を
目
指
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
制
定
さ
れ
た
も
の
が
、「
我
が
国
に
お
け
る
急
速

な
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
的
確
に
対
応
し
、
人
口
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、
東
京
圏
へ
の
人
口
の
過
度
の
集
中
を
是
正
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
住
み
よ
い
環
境
を
確
保
し
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
日
本
社
会
を
維
持
し
て
い
く
」
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
で
あ
っ
た
（
６
）

。

二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
一
二
月
二
七
日
閣
議
決
定
さ
れ
た
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
『
総
合
戦
略
』」
の
第
四
で
提
示
さ
れ

た
「『
小
さ
な
拠
点
』
の
形
成
」
に
お
い
て
は
、「
小
さ
な
拠
点
」
一
〇
〇
〇
箇
所
と
、
地
域
運
営
組
織
五
〇
〇
〇
団
体
の
設
立
が
目
標
と

さ
れ
た
。
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
五
月
現
在
、
小
さ
な
拠
点
は
全
国
に
一
〇
六
九
箇
所
設
置
さ
れ
、
設
置
目
標
を
超
え
て
い
る
。
ま

（
一
二
七
五
）
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　第
五
十
六
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

六

た
地
域
運
営
組
織
は
、
二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
一
〇
月
に
は
四
一
七
七
団
体
が
創
設
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
内
閣
府
は
、
形
成
済

の
小
さ
な
拠
点
は
、
総
合
戦
略
あ
り
八
六
九
箇
所
、
総
合
戦
略
な
し
五
〇
五
箇
所
の
合
計
一
五
七
四
箇
所
で
あ
り
、
ま
た
今
後
形
成
が
予

定
さ
れ
て
い
る
小
さ
な
拠
点
は
、
総
合
戦
略
あ
り
一
九
八
箇
所
、
総
合
戦
略
な
し
一
一
箇
所
の
合
計
二
〇
九
箇
所
で
あ
り
、
合
わ
せ
れ
ば

一
七
八
三
箇
所
で
あ
る
こ
と
を
、
ま
た
地
域
運
営
組
織
も
六
〇
九
市
町
村
に
三
〇
七
一
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
（
７
）

。
こ
う
し

た
制
度
の
拡
充
が
今
後
の
日
本
の
身
近
な
行
政
の
推
進
の
要
の
一
つ
に
な
る
も
の
と
い
え
る
。

二
　
平
成
の
大
合
併
と
地
域
自
治
組
織

一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
に
開
始
さ
れ
た
平
成
の
大
合
併
の
目
的
の
一
つ
は
、「
基
礎
自
治
体
の
行
財
政
基
盤
確
立
」
で
あ
り
、
政
府

は
同
年
に
「
地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
を
一
部
施
行
し
、
合
併
と
自
治
権
の
拡
大
が
セ
ッ

ト
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
一
九
九
九
年
四
月
一
日
か
ら
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
三
月
三
一
日
ま
で
の
前
半
五
年
間
は
、
合
併
特

例
債
の
創
設
や
合
併
算
定
替
の
期
間
延
長
を
柱
と
す
る
手
厚
い
財
政
措
置
を
通
じ
て
市
町
村
合
併
を
誘
導
し
て
い
た
が
、
二
〇
一
〇
（
平

成
二
二
）
年
三
月
三
一
日
ま
で
の
後
半
五
年
間
は
、
国
・
都
道
府
県
の
積
極
的
関
与
に
よ
る
合
併
の
推
進
が
図
ら
れ
た
（
８
）

。
後
期
の
大
合
併

を
補
強
す
る
た
め
に
、
政
府
は
二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年
五
月
二
六
日
に
「
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」、「
市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
」、「
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
を
制
定
し
て
い
る
。

「
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
旧
合
併
特
例
法
）
は
二
〇
〇
五
年
三
月
三
月
三
一
日
に
失
効
し
、

「
市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
」
が
同
年
四
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
。
合
併
の
特
例
に
関
連
す
る
法
律
の
改
正
は
、
平
成
の

大
合
併
の
後
期
に
お
け
る
合
併
促
進
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
関
連
法
規
の
改
正
に
呼
応
す
る
形
で
設
置
さ
れ
た
も
の
の
一

（
一
二
七
六
）

平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
行
政
の
展
開
（
山
田
）

七

つ
が
、
地
域
審
議
会
、
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）、
地
域
自
治
区
（
特
例
制
度
）、
合
併
特
例
区
の
四
種
に
わ
た
る
地
域
自
治
組
織
で
あ
る
。

こ
れ
ら
四
種
の
地
域
自
治
組
織
は
、
合
併
に
よ
っ
て
拡
大
し
た
市
町
村
の
内
部
に
、
原
則
と
し
て
合
併
前
の
市
町
村
の
区
域
を
単
位
と
し

て
設
置
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
住
民
自
治
の
充
実
が
創
設
の
主
た
る
目
標
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
も
あ
る
。

地
域
審
議
会
は
、
旧
合
併
特
例
法
第
五
条
の
四
の
、「
合
併
前
の
関
係
市
町
村
の
協
議
に
よ
り
、
旧
市
町
村
の
区
域
ご
と
に
、
合
併
市

町
村
の
長
の
諮
問
に
よ
り
審
議
又
は
必
要
な
事
項
に
つ
き
意
見
を
述
べ
る
審
議
会
（
地
域
審
議
会
）
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
の
規
定

を
受
け
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
地
域
審
議
会
に
関
す
る
規
定
は
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
第
二
二
条
で
、「
合

併
関
係
市
町
村
の
協
議
に
よ
り
、
期
間
を
定
め
て
合
併
市
町
村
に
、
合
併
関
係
市
町
村
の
区
域
で
あ
っ
た
区
域
ご
と
に
、
当
該
合
併
市
町

村
が
処
理
す
る
当
該
区
域
に
係
る
事
務
に
関
し
合
併
市
町
村
の
長
の
諮
問
に
応
じ
て
審
議
し
又
は
必
要
と
認
め
る
事
項
に
つ
き
合
併
市
町

村
の
長
に
意
見
を
述
べ
る
審
議
会
（
次
項
に
お
い
て
「
地
域
審
議
会
」
と
い
う
。）
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
改
め
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
地
域
審
議
会
は
、
合
併
後
の
市
町
村
内
の
旧
市
町
村
の
地
域
自
治
を
保
障
す
る
形
で
設
置
が
認
め
ら
れ
た
も
の
と
い
え
る
が
、
一
定
期

間
経
過
後
す
な
わ
ち
合
併
市
町
村
の
一
体
化
が
あ
る
程
度
確
保
さ
れ
た
時
点
で
の
廃
止
が
予
定
さ
れ
て
い
る
組
織
で
も
あ
っ
た
（
９
）

。

地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
は
、
二
〇
〇
四
年
の
地
方
自
治
法
改
正
に
よ
っ
て
新
設
さ
れ
た
、
地
方
自
治
法
第
二
編
・
第
七
章
に
第
四

節
「
地
域
自
治
区
」（
二
〇
二
条
の
四
～
二
〇
二
条
の
九
）
の
条
項
で
、
市
町
村
に
任
意
で
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
を
創
設
す
る
こ
と
を

容
認
し
た
こ
と
で
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
制
度
は
、
第
二
七
次
地
方
制
度
調
査
会
の
「
今
後
の
地
方
自
治
制
度

の
あ
り
方
に
関
す
る
答
申
」（
平
成
一
五
年
一
一
月
）
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
答
申
は
基
礎
自
治
体
の
あ
り
方
に
お
い
て
、「
地
方
分
権
改

革
が
目
指
す
べ
き
分
権
型
社
会
に
お
い
て
は
、
地
域
に
お
い
て
自
己
責
任
と
自
己
決
定
の
減
速
が
実
願
さ
れ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
団
体

自
治
ば
か
り
で
な
く
住
民
自
治
が
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
市
町
村
合
併
を
容
認
し
つ
つ
、「
基
礎
自
治
体
は
、
そ
の
自

（
一
二
七
七
）
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つ
が
、
地
域
審
議
会
、
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）、
地
域
自
治
区
（
特
例
制
度
）、
合
併
特
例
区
の
四
種
に
わ
た
る
地
域
自
治
組
織
で
あ
る
。

こ
れ
ら
四
種
の
地
域
自
治
組
織
は
、
合
併
に
よ
っ
て
拡
大
し
た
市
町
村
の
内
部
に
、
原
則
と
し
て
合
併
前
の
市
町
村
の
区
域
を
単
位
と
し

て
設
置
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
住
民
自
治
の
充
実
が
創
設
の
主
た
る
目
標
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
も
あ
る
。

地
域
審
議
会
は
、
旧
合
併
特
例
法
第
五
条
の
四
の
、「
合
併
前
の
関
係
市
町
村
の
協
議
に
よ
り
、
旧
市
町
村
の
区
域
ご
と
に
、
合
併
市

町
村
の
長
の
諮
問
に
よ
り
審
議
又
は
必
要
な
事
項
に
つ
き
意
見
を
述
べ
る
審
議
会
（
地
域
審
議
会
）
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
の
規
定

を
受
け
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
地
域
審
議
会
に
関
す
る
規
定
は
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
第
二
二
条
で
、「
合

併
関
係
市
町
村
の
協
議
に
よ
り
、
期
間
を
定
め
て
合
併
市
町
村
に
、
合
併
関
係
市
町
村
の
区
域
で
あ
っ
た
区
域
ご
と
に
、
当
該
合
併
市
町

村
が
処
理
す
る
当
該
区
域
に
係
る
事
務
に
関
し
合
併
市
町
村
の
長
の
諮
問
に
応
じ
て
審
議
し
又
は
必
要
と
認
め
る
事
項
に
つ
き
合
併
市
町

村
の
長
に
意
見
を
述
べ
る
審
議
会
（
次
項
に
お
い
て
「
地
域
審
議
会
」
と
い
う
。）
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
改
め
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
地
域
審
議
会
は
、
合
併
後
の
市
町
村
内
の
旧
市
町
村
の
地
域
自
治
を
保
障
す
る
形
で
設
置
が
認
め
ら
れ
た
も
の
と
い
え
る
が
、
一
定
期

間
経
過
後
す
な
わ
ち
合
併
市
町
村
の
一
体
化
が
あ
る
程
度
確
保
さ
れ
た
時
点
で
の
廃
止
が
予
定
さ
れ
て
い
る
組
織
で
も
あ
っ
た
（
９
）

。

地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
は
、
二
〇
〇
四
年
の
地
方
自
治
法
改
正
に
よ
っ
て
新
設
さ
れ
た
、
地
方
自
治
法
第
二
編
・
第
七
章
に
第
四

節
「
地
域
自
治
区
」（
二
〇
二
条
の
四
～
二
〇
二
条
の
九
）
の
条
項
で
、
市
町
村
に
任
意
で
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
を
創
設
す
る
こ
と
を

容
認
し
た
こ
と
で
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
制
度
は
、
第
二
七
次
地
方
制
度
調
査
会
の
「
今
後
の
地
方
自
治
制
度

の
あ
り
方
に
関
す
る
答
申
」（
平
成
一
五
年
一
一
月
）
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
答
申
は
基
礎
自
治
体
の
あ
り
方
に
お
い
て
、「
地
方
分
権
改

革
が
目
指
す
べ
き
分
権
型
社
会
に
お
い
て
は
、
地
域
に
お
い
て
自
己
責
任
と
自
己
決
定
の
減
速
が
実
願
さ
れ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
団
体

自
治
ば
か
り
で
な
く
住
民
自
治
が
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
市
町
村
合
併
を
容
認
し
つ
つ
、「
基
礎
自
治
体
は
、
そ
の
自

（
一
二
七
七
）
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八

主
性
を
高
め
る
た
め
一
般
的
に
は
規
模
が
大
き
く
な
る
こ
と
か
ら
、
後
述
す
る
地
域
自
治
組
織
を
設
置
す
る
途
を
開
く
な
ど
様
々
な
方
途

を
検
討
し
て
住
民
自
治
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
、「
一
般
制
度
と
し
て
は
、
基
礎
自
治
体
と
し
て
の
一
体
性
を
損
な
う
こ
と

の
無
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
に
も
配
慮
し
て
「
行
政
区
的
な
タ
イ
プ
（
法
人
格
を
有
し
な
い
。）
を
導
入
す
べ
き
」
こ
と
を
強
調
し
た

の
で
あ
る
（
10
）

。

そ
れ
を
受
け
て
、
地
方
自
治
法
第
二
〇
二
条
の
四
の
第
一
項
に
は
、「
市
町
村
は
、
市
町
村
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
を
分
掌
さ
せ
、

及
び
地
域
の
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
つ
つ
こ
れ
を
処
理
さ
せ
る
た
め
、
条
例
で
、
そ
の
区
域
を
分
け
て
定
め
る
区
域
ご
と
に
地
域
自
治

区
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
の
規
定
が
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
そ
の
内
部
組
織
と
し
て
、
二
〇
二
条
の
五
の
第
一
項
「
地

域
自
治
区
に
、
地
域
協
議
会
を
置
く
」
の
規
定
に
基
づ
い
て
「
地
域
協
議
会
」
が
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）

の
設
置
趣
旨
と
し
て
内
閣
府
は
、「
法
律
上
の
規
定
が
な
く
と
も
、
市
町
村
の
判
断
に
よ
り
地
域
自
治
区
と
同
様
の
仕
組
み
を
設
け
る
こ

と
は
可
能
で
あ
る
。
地
域
自
治
区
制
度
の
趣
旨
は
、
地
域
自
治
区
の
創
設
の
途
を
開
く
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
地
方
自
治
制
度
上
、

市
町
村
の
区
域
内
に
お
い
て
、
よ
り
狭
い
区
域
を
単
位
と
し
て
住
民
の
意
思
を
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
を
明
確
に
位
置
づ
け
、
住
民
自
治
の

拡
充
方
策
等
を
充
実
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
（
11
）

。

地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
は
、「
地
域
の
住
民
の
意
見
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
行
政
と
住
民
と
の
連
携
の
強
化
を
目
的
と
し

て
、
市
町
村
の
判
断
に
よ
り
設
け
ら
れ
る
区
域
で
あ
り
、
そ
の
区
域
の
住
民
の
う
ち
か
ら
選
任
さ
れ
た
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
地
域
協

議
会
及
び
市
町
村
の
事
務
を
分
掌
さ
せ
る
た
め
の
事
務
所
を
置
く
も
の
」
で
あ
る
（
12
）

。
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
は
市
町
村
の
区
域
の
全

域
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
法
人
格
は
付
与
さ
れ
て
お
ら
ず
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
限
り
永
続
的
に
設
置
す
る
こ

と
が
可
能
な
組
織
で
も
あ
る
。
ま
た
住
民
自
治
の
観
点
か
ら
は
、
住
民
・
町
内
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
等
と
の
協
働
が
求
め

（
一
二
七
八
）

平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
行
政
の
展
開
（
山
田
）

九

ら
れ
て
い
る
組
織
で
も
あ
る
。

他
方
、
平
成
の
大
合
併
を
施
行
し
た
市
町
村
に
関
し
て
は
、
地
域
自
治
区
（
合
併
特
例
）
あ
る
い
は
合
併
特
例
区
の
設
置
が
認
め
ら
れ

た
。
地
域
自
治
区
（
合
併
特
例
）
は
、
旧
合
併
特
例
法
第
五
条
の
五
等
の
規
定
に
よ
っ
て
設
置
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
合
併
に
際
し
て

一
又
は
二
以
上
の
合
併
関
係
市
町
村
を
単
位
と
し
て
、
合
併
関
係
市
町
村
の
協
議
で
設
置
を
決
定
単
位
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は

市
町
村
長
が
選
任
す
る
特
別
職
の
区
長
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。「
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
の
第
二
十
三

条
に
は
、「
市
町
村
の
合
併
に
際
し
て
は
、
地
方
自
治
法
第
二
百
二
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
合
併
関
係
市
町
村
の
協
議

で
定
め
る
期
間
に
限
り
、
合
併
市
町
村
の
区
域
の
一
部
の
区
域
に
、
一
又
は
二
以
上
の
合
併
関
係
市
町
村
の
区
域
で
あ
っ
た
区
域
を
そ
の

区
域
と
す
る
同
項
に
規
定
す
る
地
域
自
治
区
（
以
下
「
合
併
関
係
市
町
村
の
区
域
に
よ
る
地
域
自
治
区
」
と
い
う
。）
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
の
規
定
が
置
か
れ
た
。

ま
た
、
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、
市
町
村
の
合
併
に
際
し
て
設
け
る
合
併
関
係
市
町
村
の
区
域
に
よ
る
地
域
自
治
区
（
以
下

「
合
併
に
係
る
地
域
自
治
区
」
と
い
う
。）
に
お
い
て
、
当
該
合
併
に
係
る
地
域
自
治
区
の
区
域
に
お
け
る
事
務
を
効
果
的
に
処
理
す
る
た
め

特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
合
併
関
係
市
町
村
の
協
議
に
よ
り
、
期
間
を
定
め
て
合
併
に
係
る
地
域
自
治
区
の
事
務
所
の
長
に

代
え
て
区
長
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
区
長
を
配
置
す
る
場
合
に
は
、
区
長
は
地
域
の
行
政
運
営
に
関
し
優
れ
た
識

見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
合
併
市
町
村
の
長
が
選
任
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

合
併
特
例
区
は
旧
合
併
特
例
法
第
五
条
の
八
等
に
よ
っ
て
設
置
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
旧
合
併
特
例
法
に
よ
れ
ば
、
合
併
特
例

区
は
、
合
併
に
際
し
て
、
合
併
関
係
市
町
村
の
協
議
に
よ
り
、
一
又
は
二
以
上
の
旧
市
町
村
単
位
に
法
人
格
を
有
す
る
区
（
合
併
特
例
区
）

を
一
定
期
間
（
五
年
以
下
）
設
置
で
き
る
制
度
で
あ
り
、
い
い
か
え
れ
ば
合
併
後
の
一
定
期
間
（
五
年
以
下
）、
一
又
は
二
以
上
の
合
併
関

（
一
二
七
九
）
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ら
れ
て
い
る
組
織
で
も
あ
る
。

他
方
、
平
成
の
大
合
併
を
施
行
し
た
市
町
村
に
関
し
て
は
、
地
域
自
治
区
（
合
併
特
例
）
あ
る
い
は
合
併
特
例
区
の
設
置
が
認
め
ら
れ

た
。
地
域
自
治
区
（
合
併
特
例
）
は
、
旧
合
併
特
例
法
第
五
条
の
五
等
の
規
定
に
よ
っ
て
設
置
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
合
併
に
際
し
て

一
又
は
二
以
上
の
合
併
関
係
市
町
村
を
単
位
と
し
て
、
合
併
関
係
市
町
村
の
協
議
で
設
置
を
決
定
単
位
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は

市
町
村
長
が
選
任
す
る
特
別
職
の
区
長
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。「
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
の
第
二
十
三

条
に
は
、「
市
町
村
の
合
併
に
際
し
て
は
、
地
方
自
治
法
第
二
百
二
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
合
併
関
係
市
町
村
の
協
議

で
定
め
る
期
間
に
限
り
、
合
併
市
町
村
の
区
域
の
一
部
の
区
域
に
、
一
又
は
二
以
上
の
合
併
関
係
市
町
村
の
区
域
で
あ
っ
た
区
域
を
そ
の

区
域
と
す
る
同
項
に
規
定
す
る
地
域
自
治
区
（
以
下
「
合
併
関
係
市
町
村
の
区
域
に
よ
る
地
域
自
治
区
」
と
い
う
。）
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
の
規
定
が
置
か
れ
た
。

ま
た
、
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、
市
町
村
の
合
併
に
際
し
て
設
け
る
合
併
関
係
市
町
村
の
区
域
に
よ
る
地
域
自
治
区
（
以
下

「
合
併
に
係
る
地
域
自
治
区
」
と
い
う
。）
に
お
い
て
、
当
該
合
併
に
係
る
地
域
自
治
区
の
区
域
に
お
け
る
事
務
を
効
果
的
に
処
理
す
る
た
め

特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
合
併
関
係
市
町
村
の
協
議
に
よ
り
、
期
間
を
定
め
て
合
併
に
係
る
地
域
自
治
区
の
事
務
所
の
長
に

代
え
て
区
長
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
区
長
を
配
置
す
る
場
合
に
は
、
区
長
は
地
域
の
行
政
運
営
に
関
し
優
れ
た
識

見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
合
併
市
町
村
の
長
が
選
任
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

合
併
特
例
区
は
旧
合
併
特
例
法
第
五
条
の
八
等
に
よ
っ
て
設
置
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
旧
合
併
特
例
法
に
よ
れ
ば
、
合
併
特
例

区
は
、
合
併
に
際
し
て
、
合
併
関
係
市
町
村
の
協
議
に
よ
り
、
一
又
は
二
以
上
の
旧
市
町
村
単
位
に
法
人
格
を
有
す
る
区
（
合
併
特
例
区
）

を
一
定
期
間
（
五
年
以
下
）
設
置
で
き
る
制
度
で
あ
り
、
い
い
か
え
れ
ば
合
併
後
の
一
定
期
間
（
五
年
以
下
）、
一
又
は
二
以
上
の
合
併
関

（
一
二
七
九
）
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一
〇

係
市
町
村
の
区
域
で
あ
っ
た
区
域
を
単
位
と
し
て
、
特
別
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
合
併
特
例
区
（
法
人
格
を
有
す
る
）
を
設
け
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
合
併
特
例
区
の
長
は
、
合
併
市
町
村
の
長
が
選
任
す
る
特
別
職
と
さ
れ
、
合
併
市
町
村
の
助
役
又
は
支
所
・

出
張
所
長
若
し
く
は
指
定
都
市
の
区
の
事
務
所
・
出
張
所
長
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
合
併
特
例
区
協
議
会
の

構
成
員
は
、
合
併
特
例
区
内
に
住
所
を
有
す
る
合
併
市
町
村
の
議
会
議
員
の
被
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
規
約
に
定
め
る
方
法

に
よ
り
合
併
市
町
村
の
長
が
選
任
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
区
長
も
協
議
会
の
構
成
員
も
公
選
で
は
な
い
。

「
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
の
第
二
十
六
条
に
は
、「
合
併
市
町
村
に
お
い
て
市
町
村
の
合
併
後
の
一
定
期
間
、
合
併
関

係
市
町
村
の
区
域
で
あ
っ
た
地
域
の
住
民
の
意
見
を
反
映
し
つ
つ
そ
の
地
域
を
単
位
と
し
て
一
定
の
事
務
を
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当

該
事
務
の
効
果
的
な
処
理
又
は
当
該
地
域
の
住
民
の
生
活
の
利
便
性
の
向
上
等
が
図
ら
れ
、
も
っ
て
合
併
市
町
村
の
一
体
性
の
円
滑
な
確

立
に
資
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
合
併
関
係
市
町
村
の
協
議
に
よ
り
、
期
間
を
定
め
て
、
合
併
市
町
村
の
区
域
の
全
部
又
は
一
部
の
区
域

に
、
一
又
は
二
以
上
の
合
併
関
係
市
町
村
の
区
域
で
あ
っ
た
区
域
を
そ
の
区
域
と
し
て
、
合
併
特
例
区
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
の

規
定
が
置
か
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
設
置
期
間
は
合
併
関
係
市
町
村
の
協
議
に
よ
り
規
約
で
定
め
ら
れ
た
期
間
（
五
年
）
と
さ
れ
た
。
な
お
協

議
は
合
併
関
係
市
町
村
の
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
第
二
十
七
条
に
あ
る
よ
う
に
、
合
併
特
例

区
は
地
方
自
治
法
第
一
条
の
三
第
一
項
の
特
別
地
方
公
共
団
体
と
さ
れ
て
お
り
、
合
併
特
例
区
は
、
市
町
村
の
合
併
が
行
わ
れ
た
日
に
成

立
す
る
。

地
域
自
治
組
織
の
数
を
二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年
と
二
〇
一
九
（
平
成
三
一
）
年
四
月
一
日
現
在
で
比
較
す
る
と
、
二
〇
〇
七
年
に
は
、

地
域
審
議
会
が
二
一
七
団
体
に
七
七
五
審
議
会
、
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
が
一
七
団
体
に
一
二
三
地
域
、
地
域
自
治
区
（
合
併
特
例
）

が
三
八
団
体
に
一
〇
四
自
治
区
、
合
併
特
例
区
が
六
団
体
に
一
六
特
例
区
に
設
置
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
二
〇
一
九
年
に
は
、
地
域
審
議

（
一
二
八
〇
）

平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
行
政
の
展
開
（
山
田
）

一
一

会
が
二
九
団
体
に
七
九
審
議
会
、
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
が
一
三
団
体
に
一
二
八
地
域
、
地
域
自
治
区
（
合
併
特
例
）
が
一
〇
団
体
に

一
九
自
治
区
と
な
り
、
微
増
の
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
を
除
く
と
激
減
し
て
い
る
。
ま
た
、
合
併
特
例
区
は
期
間
が
五
年
と
限
定
さ

れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
現
存
し
て
い
な
い
（
13
）

。
こ
れ
ら
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
小
さ
な
拠
点
や
地
域
運
営
組
織
等
が
設
定
さ
れ
て
き
て
い

る
の
で
あ
る
。三

　
地
域
審
議
会
と
地
域
自
治
区
（
合
併
特
例
）
を
中
心
に
見
た
身
近
な
行
政
の
実
態

現
行
の
日
本
の
地
域
審
議
会
は
、
表
１
の
通
り
、
一
九
の
道
と
県
に
存
在
す
る
二
五
市
・
四
町
に
位
置
す
る
、
旧
二
三
市
・
五
五
町
・

二
六
村
の
一
〇
四
市
町
村
を
対
象
に
、
八
二
審
議
会
（
設
置
せ
ず
二
五
市
町
）
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
見
て
い
く
と
以
下
の
よ
う
に

な
る
。

北
海
道
・
東
北
を
見
る
と
、
北
海
道
で
は
平
成
二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年
一
二
月
一
日
に
函
館
市
が
戸
井
町
・
恵
山
町
・
椴
法
華

村
・
南
茅
部
町
を
編
入
し
、
旧
函
館
地
区
を
除
く
戸
井
・
恵
山
・
椴
法
華
・
南
茅
部
の
四
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
審
議
会
を
設
置
し
た
。
青
森

県
で
は
、
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
一
月
一
日
に
十
和
田
市
と
十
和
田
湖
町
の
合
併
で
誕
生
し
た
新
し
い
十
和
田
市
が
、
旧
十
和
田
湖

町
地
域
を
対
象
と
す
る
十
和
田
市
地
域
審
議
会
を
、
三
月
二
八
日
に
五
所
川
原
市
・
金
木
町
・
市
浦
村
の
合
併
で
誕
生
し
た
新
し
い
五
所

川
原
市
が
、
金
木
地
区
と
市
浦
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
審
議
会
を
設
置
し
た
。
福
島
県
で
は
須
賀
川
市
が
二
〇
〇
五
年
四
月
一
日
に
長
沼
町
と

岩
瀬
村
を
編
入
し
、
長
沼
地
区
と
岩
瀬
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
審
議
会
を
、
福
島
市
が
二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）
年
飯
野
町
を
編
入
し
、
旧
飯

野
町
地
区
に
飯
野
地
区
審
議
会
を
設
置
し
た
。

関
東
を
見
る
と
、
群
馬
県
で
は
二
〇
〇
四
年
一
二
月
五
日
に
前
橋
市
が
大
胡
町
・
宮
城
村
・
粕
川
村
を
編
入
し
、
二
〇
〇
九
（
平
成

（
一
二
八
一
）



平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
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政
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展
開
（
山
田
）

一
一

会
が
二
九
団
体
に
七
九
審
議
会
、
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
が
一
三
団
体
に
一
二
八
地
域
、
地
域
自
治
区
（
合
併
特
例
）
が
一
〇
団
体
に

一
九
自
治
区
と
な
り
、
微
増
の
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
を
除
く
と
激
減
し
て
い
る
。
ま
た
、
合
併
特
例
区
は
期
間
が
五
年
と
限
定
さ

れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
現
存
し
て
い
な
い
（
13
）

。
こ
れ
ら
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
小
さ
な
拠
点
や
地
域
運
営
組
織
等
が
設
定
さ
れ
て
き
て
い

る
の
で
あ
る
。三

　
地
域
審
議
会
と
地
域
自
治
区
（
合
併
特
例
）
を
中
心
に
見
た
身
近
な
行
政
の
実
態

現
行
の
日
本
の
地
域
審
議
会
は
、
表
１
の
通
り
、
一
九
の
道
と
県
に
存
在
す
る
二
五
市
・
四
町
に
位
置
す
る
、
旧
二
三
市
・
五
五
町
・

二
六
村
の
一
〇
四
市
町
村
を
対
象
に
、
八
二
審
議
会
（
設
置
せ
ず
二
五
市
町
）
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
見
て
い
く
と
以
下
の
よ
う
に

な
る
。

北
海
道
・
東
北
を
見
る
と
、
北
海
道
で
は
平
成
二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年
一
二
月
一
日
に
函
館
市
が
戸
井
町
・
恵
山
町
・
椴
法
華

村
・
南
茅
部
町
を
編
入
し
、
旧
函
館
地
区
を
除
く
戸
井
・
恵
山
・
椴
法
華
・
南
茅
部
の
四
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
審
議
会
を
設
置
し
た
。
青
森

県
で
は
、
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
一
月
一
日
に
十
和
田
市
と
十
和
田
湖
町
の
合
併
で
誕
生
し
た
新
し
い
十
和
田
市
が
、
旧
十
和
田
湖

町
地
域
を
対
象
と
す
る
十
和
田
市
地
域
審
議
会
を
、
三
月
二
八
日
に
五
所
川
原
市
・
金
木
町
・
市
浦
村
の
合
併
で
誕
生
し
た
新
し
い
五
所

川
原
市
が
、
金
木
地
区
と
市
浦
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
審
議
会
を
設
置
し
た
。
福
島
県
で
は
須
賀
川
市
が
二
〇
〇
五
年
四
月
一
日
に
長
沼
町
と

岩
瀬
村
を
編
入
し
、
長
沼
地
区
と
岩
瀬
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
審
議
会
を
、
福
島
市
が
二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）
年
飯
野
町
を
編
入
し
、
旧
飯

野
町
地
区
に
飯
野
地
区
審
議
会
を
設
置
し
た
。

関
東
を
見
る
と
、
群
馬
県
で
は
二
〇
〇
四
年
一
二
月
五
日
に
前
橋
市
が
大
胡
町
・
宮
城
村
・
粕
川
村
を
編
入
し
、
二
〇
〇
九
（
平
成

（
一
二
八
一
）
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一
二

表
１　
地
域
自
治
組
織
（
地
域
審
議
会
・
地
域
自
治
区
・
合
併
特
例
区
）
一
覧

（
平
成
3１
年
4
月
１
日
現
在
）

都
道
府
県

地
域
審
議
会

地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）

地
域
自
治
区
（
合
併
特
例
法
等
に
基
づ
く
も
の
）

市
町
村

合
併
年
と
対
象
市
町
村
数

現
　
　
　
状

合
併
年
と
対
象
市
町
村
数

現
　
　
　
状

合
併
年
と
対
象
市
町
村
数

現
　
　
　
状

北
海
道

函
館
市

H
16.12.1.：

3
町
1
村
を
編
入

旧
函
館
地
区
を
除
く
4
の
地
域
審

議
会

せ
た
な
町

H
17.9.1.：

大
成
町
・
瀬
棚
町
・

北
檜
山
町
合
併

大
成
区
、
瀬
棚
区
、
北
檜
山
区

伊
達
市

H
18.3.1.：

大
滝
村
編
入

大
滝
区

戸
井
町
・
恵
山
町
・
椴
法
華
村
・

南
茅
部
町

戸
井
・
恵
山
・
椴
法
華
・
南
茅
部

の
4
審
議
会

む
か
わ
町

H
18.3.27.：

鵡
川
町
・
穂
別
町
合
併
鵡
川
地
区
自
治
区

穂
別
地
区
自
治
区

石
狩
市

H
17.10.1.：

厚
田
村
・
浜
益
村
編
入
厚
田
区
、
浜
益
区

青
森
県

五
所
川
原
市
H
17.3.28.：

五
所
川
原
市
・
金
木

町
・
市
浦
村
で
合
併

旧
五
所
川
原
市
区
域
外

金
木
・
内
浦
2
の
審
議
会

青
森
市

H
17.4.1.：

青
森
市
・
浪
岡
町
合
併
浪
岡

十
和
田
市

H
17.1.1.：

十
和
田
市
・
十
和
田

湖
町
合
併

十
和
田
市
地
域
審
議
会

（
旧
十
和
田
湖
町
地
域
）

岩
手
県

宮
古
市

H
17.6.6.：

宮
古
市
/
田
老
町
/

新
里
村
合
併

H
22：

川
井
村
編
入

宮
古
・
田
老
・
新
里
・
川
井
の
4

地
域
自
治
区

花
巻
市

H
18.1.1.：

花
巻
市
・
大
迫
町
・

石
鳥
谷
町
・
東
和
町
合
併

花
巻
市
大
迫
・
石
鳥
谷
・
東
和
の

3
地
域
自
治
区

秋
田
県

大
仙
市

H
17.3.22.大

曲
市
と
6
町
1
村

の
8
市
町
村
が
合
併

8
つ
の
地
域
自
治
区

能
代
市

H
18.3.21.：

能
代
市
・
二
ツ
井
町

合
併

二
ツ
井
町

福
島
県

福
島
市

H
20.7.1.：

飯
野
町
を
編
入

飯
野
地
区
審
議
会

南
相
馬
市

H
18.1.1.：

原
町
市
・
小
高
町
・

鹿
島
町
が
合
併

原
町
区
・
小
高
区
・
鹿
島
区

須
賀
川
市

H
17.4.1.：

長
沼
町
・
岩
瀬
村
を

編
入

須
賀
川
市
長
沼
と
岩
瀬
の
2
地
域

審
議
会

南
会
津
町

H
18.3.20.：

田
島
町
・
舘
岩
村
・

伊
南
村
・
南
郷
村
が
合
併

田
島
・
岩
舘
・
伊
南
・
南
郷
の
4

地
域
自
治
区

群
馬
県

前
橋
市

H
16.12.5.：

1
町
2
村
編
入

H
21.5.5.：

富
士
見
村
編
入

前
橋
市
富
士
見
地
区
地
域
審
議
会

藤
岡
市

H
18.1.1.：

鬼
石
町
編
入

藤
岡
市
鬼
石
地
域
審
議
会

千
葉
県

印
西
市

H
22.3.23.：

印
旛
村
と
本
埜
村
を

編
入

印
旛
地
区
地
域
審
議
会

本
埜
地
区
地
域
審
議
会

い
す
み
市

H
17.3.19.：

夷
隅
町
・
大
原
町
・

岬
町
で
合
併

夷
隅
・
大
原
・
岬
の
3
地
区
地
域

審
議
会
他

新
潟
県

糸
魚
川
市

H
17.3.19.：

糸
魚
川
市
・
能
生

町
・
青
海
町
で
合
併

糸
魚
川
・
能
生
・
青
海
の
3
地
域

審
議
会

上
越
市

H
17.1.1.：

6
町
7
村
の
13
町
村

を
編
入

旧
上
越
市
地
区
に
15
区
、
編
入
町

村
に
13
区
の
28
区

富
山
県

南
砺
市

H
16.11.1.：

4
町
4
村
で
合
併

8
つ
の
地
域
審
議
会

高
岡
市

H
17.11.1.：

高
岡
市
と
福
岡
町
が

合
併

福
岡
地
域
審
議
会

石
川
県

七
尾
市

H
16.10.1.：

七
尾
市
・
田
鶴
浜

町
・
中
島
町
・
能
登
島
町
合
併

4
の
地
区
地
域
審
議
会

山
梨
県

笛
吹
市

H
16.10.12.：

5
町
1
村
で
合
併

H
18.8.1.：

芦
川
村
を
編
入

7
の
地
域
審
議
会

富
士
河
口
湖
町
H
15.11.15.：

1
町
2
村
で
合
併

H
18.3.1.：

上
九
一
色
村
編
入

4
の
地
区
地
域
審
議
会

（
一
二
八
二
）

平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
行
政
の
展
開
（
山
田
）

一
三

長
野
県

飯
田
市

H
17.10.1.：

上
村
・
南
信
濃
村
編
入
旧
飯
田
市
区
域
に
18
区
、
編
入

2
村
に
2
区
の
20
区

伊
那
市

H
18.3.31：

伊
那
市
・
高
遠
町
・

長
谷
村
が
合
併

旧
伊
那
市
域
に
7
区
、
高
遠
と
長

谷
に
各
1
区
の
9
区

岐
阜
県

可
児
市

H
17.5.1.：

兼
山
町
編
入

可
児
市
兼
山
地
域
審
議
会

愛
知
県

稲
沢
市

H
17.4.1.：

祖
父
江
町
・
平
和
町

編
入

稲
沢
市
祖
父
江
地
区
地
域
審
議
会

豊
田
市

H
17.4.1.：

4
町
2
村
の
6
町
村
を

編
入

旧
豊
田
市
域
に
6
区
、
編
入
6
町

村
に
6
区
の
12
区

新
城
市

H
17.10.1.：

新
城
市
・
鳳
来
町
・

作
手
村
合
併

旧
新
城
に
5、
鳳
来
に
4、
作
手

に
1
の
10
区

三
重
県

伊
勢
市

H
17.11.1.：

伊
勢
市
・
二
見
町
・

尾
俣
町
・
御
薗
村
合
併

4
の
地
区
地
域
審
議
会

滋
賀
県

近
江
八
幡
市
H
22.3.21.：

近
江
八
幡
市
・
安
土

町
合
併

安
土
町

奈
良
県

五
條
市

H
17.9.25.：

西
吉
野
村
・
大
塔
村

編
入

西
吉
野
地
区
審
議
会

大
塔
地
区
審
議
会

兵
庫
県

多
可
町

H
17.11.1.：

中
町
・
加
美
町
・
八

千
代
町
合
併

中
区
、
加
美
区
、
八
千
代
区

香
美
町

H
17.4.1.：

香
住
町
・
村
岡
町
・

三
方
町
合
併

香
住
区
、
村
岡
区
、
小
代
区

鳥
取
県

米
子
市

H
17.3.31.：

米
子
市
・
淀
江
町
合
併
米
子
市
淀
江
地
域
審
議
会

島
根
県

江
津
市

H
16.10.1.：

桜
江
町
編
入

桜
江
地
域
審
議
会

吉
賀
町

H17.10.1.：
柿
木
村
・
六
日
市
町
合
併
柿
木
村

岡
山
県

倉
敷
市

H
17.8.1.：

船
穂
町
・
真
備
町
編
入
倉
敷
市
船
穂
地
区
審
議
会
倉
敷
市

真
備
地
域
審
議
会

香
川
県

高
松
市

H
17.9.26.：

塩
江
町
編
入

H
18.1.10.：

5
町
を
編
入

旧
高
松
市
外
に

6
地
区
地
域
審
議
会

愛
媛
県

上
島
町

H
16.10.1.弓

削
町
・
生
名
町
・

岩
城
村
・
魚
島
村
合
併

4
の
地
区
地
域
審
議
会

砥
部
町

H
17.1.1.：

砥
部
町
・
広
田
村
合
併
広
田
地
区
地
域
審
議
会

愛
南
町

H
16.10.1.：

4
町
と
内
海
村
で
合
併
5
の
地
域
審
議
会

長
崎
県

平
戸
市

H
17.10.1.：

平
戸
市
・
生
月
町
・

大
島
村
・
田
平
町
合
併

平
戸
市
地
域
審
議
会

平
戸
市

H
17.10.1.：

平
戸
市
・
生
月
町
・

大
島
村
・
田
平
町
合
併

生
月
町
、
田
平
町
、
大
島
村

大
分
県

臼
杵
市

H
17.1.1.：

臼
杵
市
・
野
津
町
合
併
野
津
地
域
審
議
会

国
東
市

H
18.3.31.：

国
見
町
・
国
東
町
・

武
蔵
町
・
安
岐
町
合
併

4
の
◌
◌
町
地
域
審
議
会

宮
崎
県

宮
崎
市

H
18.1.1.：

佐
土
原
町
・
田
野
町
・

高
岡
町
編
入

旧
宮
崎
市
地
区
に
18の

区
土
佐
原
・

田
野
・
高
岡
に
3
地
域
自
治
区
と

清
武
地
域
自
治
区
で
合
計
22
区

H
22.3.23.：

清
武
町
・
編
入

鹿
児
島
県

奄
美
市

H
18.3.20.：

名
瀬
市
・
住
用
町
・

笠
利
町
合
併

名
瀬
、
住
用
町
、
笠
利
町

合
計

19
道
県

25
市
4
町

旧
23
市
55
町
26
村
の

104
市
町
村

82
地
域
審
議
会

（
設
置
せ
ず
25
市
町
村
）

8
道
県

10
市
3
町

旧
10
市
34
町
19
村
の

63
市
町
村

128
地
域
自
治
区

（
設
置
せ
ず
/
旧
花
巻
市
）

8
道
県

7
市
3
町

旧
7
市
13
町
6
村
の

26
市
町
村

19
地
域
自
治
区

（
設
置
せ
ず
は
6
市
1
町
）

註
：
総
務
省
『
広
域
行
政
・
市
町
村
合
併
』「
市
町
村
合
併
資
料
：
地
域
審
議
会
・
地
域
自
治
区
・
合
併
特
例
区
の
設
置
状
況
（
平
成
31
年
4
月
1
日
現
在
）」（

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/kouiki/kouiki.htm
l）
を
参
照
し
作
成
し
た
。

　
　
総
計
は
27
道
県
の
40
市
10
町
の
50
市
町
。
長
崎
県
の
平
戸
市
の
み
重
複
。

（
一
二
八
三
）



平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
行
政
の
展
開
（
山
田
）

一
三

長
野
県

飯
田
市

H
17.10.1.：

上
村
・
南
信
濃
村
編
入
旧
飯
田
市
区
域
に
18
区
、
編
入

2
村
に
2
区
の
20
区

伊
那
市

H
18.3.31：

伊
那
市
・
高
遠
町
・

長
谷
村
が
合
併

旧
伊
那
市
域
に
7
区
、
高
遠
と
長

谷
に
各
1
区
の
9
区

岐
阜
県

可
児
市

H
17.5.1.：

兼
山
町
編
入

可
児
市
兼
山
地
域
審
議
会

愛
知
県

稲
沢
市

H
17.4.1.：

祖
父
江
町
・
平
和
町

編
入

稲
沢
市
祖
父
江
地
区
地
域
審
議
会

豊
田
市

H
17.4.1.：

4
町
2
村
の
6
町
村
を

編
入

旧
豊
田
市
域
に
6
区
、
編
入
6
町

村
に
6
区
の
12
区

新
城
市

H
17.10.1.：

新
城
市
・
鳳
来
町
・

作
手
村
合
併

旧
新
城
に
5、
鳳
来
に
4、
作
手

に
1
の
10
区

三
重
県

伊
勢
市

H
17.11.1.：

伊
勢
市
・
二
見
町
・

尾
俣
町
・
御
薗
村
合
併

4
の
地
区
地
域
審
議
会

滋
賀
県

近
江
八
幡
市
H
22.3.21.：

近
江
八
幡
市
・
安
土

町
合
併

安
土
町

奈
良
県

五
條
市

H
17.9.25.：

西
吉
野
村
・
大
塔
村

編
入

西
吉
野
地
区
審
議
会

大
塔
地
区
審
議
会

兵
庫
県

多
可
町

H
17.11.1.：

中
町
・
加
美
町
・
八

千
代
町
合
併

中
区
、
加
美
区
、
八
千
代
区

香
美
町

H
17.4.1.：

香
住
町
・
村
岡
町
・

三
方
町
合
併

香
住
区
、
村
岡
区
、
小
代
区

鳥
取
県

米
子
市

H
17.3.31.：

米
子
市
・
淀
江
町
合
併
米
子
市
淀
江
地
域
審
議
会

島
根
県

江
津
市

H
16.10.1.：

桜
江
町
編
入

桜
江
地
域
審
議
会

吉
賀
町

H17.10.1.：
柿
木
村
・
六
日
市
町
合
併
柿
木
村

岡
山
県

倉
敷
市

H
17.8.1.：

船
穂
町
・
真
備
町
編
入
倉
敷
市
船
穂
地
区
審
議
会
倉
敷
市

真
備
地
域
審
議
会

香
川
県

高
松
市

H
17.9.26.：

塩
江
町
編
入

H
18.1.10.：

5
町
を
編
入

旧
高
松
市
外
に

6
地
区
地
域
審
議
会

愛
媛
県

上
島
町

H
16.10.1.弓

削
町
・
生
名
町
・

岩
城
村
・
魚
島
村
合
併

4
の
地
区
地
域
審
議
会

砥
部
町

H
17.1.1.：

砥
部
町
・
広
田
村
合
併
広
田
地
区
地
域
審
議
会

愛
南
町

H
16.10.1.：

4
町
と
内
海
村
で
合
併
5
の
地
域
審
議
会

長
崎
県

平
戸
市

H
17.10.1.：

平
戸
市
・
生
月
町
・

大
島
村
・
田
平
町
合
併

平
戸
市
地
域
審
議
会

平
戸
市

H
17.10.1.：

平
戸
市
・
生
月
町
・

大
島
村
・
田
平
町
合
併

生
月
町
、
田
平
町
、
大
島
村

大
分
県

臼
杵
市

H
17.1.1.：

臼
杵
市
・
野
津
町
合
併
野
津
地
域
審
議
会

国
東
市

H
18.3.31.：

国
見
町
・
国
東
町
・

武
蔵
町
・
安
岐
町
合
併

4
の
◌
◌
町
地
域
審
議
会

宮
崎
県

宮
崎
市

H
18.1.1.：

佐
土
原
町
・
田
野
町
・

高
岡
町
編
入

旧
宮
崎
市
地
区
に
18の

区
土
佐
原
・

田
野
・
高
岡
に
3
地
域
自
治
区
と

清
武
地
域
自
治
区
で
合
計
22
区

H
22.3.23.：

清
武
町
・
編
入

鹿
児
島
県

奄
美
市

H
18.3.20.：

名
瀬
市
・
住
用
町
・

笠
利
町
合
併

名
瀬
、
住
用
町
、
笠
利
町

合
計

19
道
県

25
市
4
町

旧
23
市
55
町
26
村
の

104
市
町
村

82
地
域
審
議
会

（
設
置
せ
ず
25
市
町
村
）

8
道
県

10
市
3
町

旧
10
市
34
町
19
村
の

63
市
町
村

128
地
域
自
治
区

（
設
置
せ
ず
/
旧
花
巻
市
）

8
道
県

7
市
3
町

旧
7
市
13
町
6
村
の

26
市
町
村

19
地
域
自
治
区

（
設
置
せ
ず
は
6
市
1
町
）

註
：
総
務
省
『
広
域
行
政
・
市
町
村
合
併
』「
市
町
村
合
併
資
料
：
地
域
審
議
会
・
地
域
自
治
区
・
合
併
特
例
区
の
設
置
状
況
（
平
成
31
年
4
月
1
日
現
在
）」（

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/kouiki/kouiki.htm
l）
を
参
照
し
作
成
し
た
。

　
　
総
計
は
27
道
県
の
40
市
10
町
の
50
市
町
。
長
崎
県
の
平
戸
市
の
み
重
複
。

（
一
二
八
三
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
四

二
一
）
年
四
月
に
県
内
初
の
中
核
市
へ
移
行
す
る
と
と
も
に
、
五
月
五
日
に
は
富
士
見
村
を
編
入
し
、
前
橋
市
富
士
見
地
区
地
域
審
議
会

を
設
置
し
た
。
ま
た
藤
岡
市
は
二
〇
〇
六
（
平
成
一
八
）
年
一
月
一
日
に
鬼
石
町
を
編
入
し
、
岡
市
鬼
石
地
域
審
議
会
を
設
置
し
た
。
千

葉
県
で
は
、
二
〇
〇
五
年
三
月
一
九
日
に
夷
隅
町
・
大
原
町
・
岬
町
の
合
併
で
誕
生
し
た
い
す
み
市
が
、
夷
隅
・
大
原
・
岬
の
三
つ
の
地

区
地
域
審
議
会
を
、
二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
三
月
二
三
日
に
印
西
市
が
印
旛
村
と
本
埜
村
を
編
入
し
、
印
旛
地
区
地
域
審
議
会
と
本

埜
地
区
地
域
審
議
会
を
設
置
し
た
。

北
陸
・
甲
信
越
地
域
を
見
る
と
、
新
潟
県
で
は
二
〇
〇
五
年
三
月
一
九
日
に
糸
魚
川
市
・
能
生
町
・
青
海
町
の
合
併
で
誕
生
し
た
新
し

い
糸
魚
川
市
が
、
糸
魚
川
・
能
生
・
青
海
の
三
地
域
審
議
会
を
設
置
し
た
。
富
山
県
で
は
二
〇
〇
四
年
一
一
月
一
日
に
城
端
町
、
平
村
、

上
平
村
、
利
賀
村
、
井
波
町
、
井
口
村
、
福
野
町
、
福
光
町
の
四
町
・
四
村
の
合
併
で
誕
生
し
た
南
砺
市
が
、
旧
八
町
村
の
地
域
を
対
象

に
八
の
地
域
審
議
会
を
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
一
日
に
高
岡
市
と
福
岡
町
が
合
併
し
た
誕
生
し
た
新
し
い
高
岡
市
が
、
福
岡
地
域
審
議
会

を
設
置
し
た
。
石
川
県
で
は
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
一
日
に
七
尾
市
・
田
鶴
浜
町
・
中
島
町
・
能
登
島
町
合
併
で
誕
生
し
た
新
し
い
七
尾
市

が
、
合
併
し
た
四
つ
の
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
地
区
地
域
審
議
会
を
設
置
し
た
。
山
梨
県
で
は
、
二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年
一
一
月
一
五
日

の
足
和
田
村
、
勝
山
村
、
河
口
湖
町
の
合
併
で
誕
生
し
た
富
士
河
口
湖
町
が
、
二
〇
〇
六
年
三
月
一
日
に
上
九
一
色
村
南
部
地
区
（
精

進
・
本
栖
・
富
士
ヶ
嶺
の
三
地
区
）
を
合
併
し
、
四
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
地
域
審
議
会
を
設
置
し
た
。
ま
た
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
一
二
日
に
石

和
町
、
御
坂
町
、
一
宮
町
、
八
代
町
、
境
川
村
、
春
日
居
町
の
五
町
一
村
の
合
併
で
誕
生
し
た
笛
吹
市
が
、
二
〇
〇
六
年
八
月
一
日
芦
川

村
を
編
入
し
、
七
の
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
地
域
審
議
会
を
設
置
し
た
。

中
部
と
近
畿
を
見
る
と
、
岐
阜
県
で
は
二
〇
〇
五
年
五
月
一
日
に
可
児
市
が
兼
山
町
を
編
入
し
、
可
児
市
兼
山
地
域
審
議
会
を
設
置
し

た
。
愛
知
県
で
は
二
〇
〇
五
年
四
月
一
日
に
稲
沢
市
が
祖
父
江
町
と
平
和
町
を
編
入
し
、
稲
沢
市
祖
父
江
地
区
地
域
審
議
会
を
設
置
し
た
。

（
一
二
八
四
）

平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
行
政
の
展
開
（
山
田
）

一
五

三
重
県
で
は
二
〇
〇
五
年
一
一
月
一
日
に
伊
勢
市
・
二
見
町
・
尾
俣
町
・
御
薗
村
の
合
併
で
誕
生
し
た
新
し
い
伊
勢
市
が
、
四
地
区
に
そ

れ
ぞ
れ
地
区
地
域
審
議
会
を
設
置
し
た
。
奈
良
県
で
は
二
〇
〇
五
年
九
月
二
五
日
に
五
條
市
が
西
吉
野
村
と
大
塔
村
を
編
入
し
、
そ
れ
ぞ

れ
西
吉
野
地
区
審
議
会
と
大
塔
地
区
審
議
会
を
設
置
し
た
。

中
国
・
四
国
を
見
る
と
、
鳥
取
県
で
は
二
〇
〇
五
年
三
月
三
一
日
に
米
子
市
と
淀
江
町
の
合
併
で
新
し
く
誕
生
し
た
米
子
市
が
、
米
子

市
淀
江
地
域
審
議
会
を
設
置
し
た
。
島
根
県
で
は
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
一
日
に
桜
江
町
を
編
入
し
た
江
津
市
が
、
桜
江
地
域
審
議
会
を
設

置
し
た
。
岡
山
県
で
は
二
〇
〇
五
年
八
月
一
日
に
船
穂
町
と
真
備
町
を
編
入
し
た
倉
敷
市
が
、
倉
敷
市
船
穂
地
区
審
議
会
と
倉
敷
市
真
備

地
域
審
議
会
を
設
置
し
た
。
香
川
県
で
は
二
〇
〇
五
年
九
月
二
六
日
に
塩
江
町
を
、
二
〇
〇
六
年
一
月
一
〇
日
に
牟
礼
町
・
庵
治
町
・
香

川
町
・
香
南
町
・
国
分
寺
町
の
五
町
を
編
入
し
た
高
松
市
が
、
旧
高
松
市
外
に
六
の
地
区
地
域
審
議
会
を
設
置
し
た
。
愛
媛
県
で
は

二
〇
〇
四
年
一
〇
月
一
日
に
弓
削
町
・
生
名
町
・
岩
城
村
・
魚
島
村
の
二
町
二
村
で
合
併
し
て
誕
生
し
た
上
島
町
が
、
合
併
し
た
四
町
村

の
地
域
に
そ
れ
ぞ
れ
地
区
地
域
審
議
会
を
、
御
荘
町
・
城
辺
町
・
一
本
松
町
・
西
海
町
・
内
海
村
の
四
町
一
村
の
合
併
で
誕
生
し
た
愛
南

町
が
、
旧
五
町
村
に
五
の
地
域
審
議
会
を
、
二
〇
〇
五
年
一
月
一
日
に
砥
部
町
と
広
田
村
の
合
併
で
誕
生
し
た
新
し
い
砥
部
町
が
、
旧
広

田
村
の
地
域
に
広
田
地
区
地
域
審
議
会
を
設
置
し
た
。

九
州
を
見
る
と
、
長
崎
県
で
は
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
一
日
に
平
戸
市
・
生
月
町
・
大
島
村
・
田
平
町
の
合
併
で
新
た
に
誕
生
し
た
平
戸

市
が
、
旧
平
戸
市
の
地
域
に
平
戸
市
地
域
審
議
会
を
設
置
し
、
残
っ
た
旧
生
月
町
・
旧
大
島
村
・
旧
田
平
町
に
は
地
域
自
治
区
（
合
併
特

例
法
に
基
づ
く
も
の
）
を
設
置
し
た
。
地
域
審
議
会
と
地
域
自
治
区
が
重
複
し
て
存
在
し
て
い
る
の
は
平
戸
市
だ
け
で
あ
る
。
大
分
県
で
は

二
〇
〇
五
年
一
月
一
日
に
臼
杵
市
と
野
津
町
の
合
併
で
新
た
に
誕
生
し
た
臼
杵
市
が
野
津
地
域
審
議
会
を
、
二
〇
〇
六
年
三
月
三
一
日
に

国
見
町
・
国
東
町
・
武
蔵
町
・
安
岐
町
の
合
併
で
誕
生
し
た
国
東
市
が
、
合
併
し
た
旧
町
村
を
対
象
に
国
見
町
地
域
審
議
会
、
生
月
町
地

（
一
二
八
五
）



平
成
の
大
合
併
後
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近
な
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政
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一
五

三
重
県
で
は
二
〇
〇
五
年
一
一
月
一
日
に
伊
勢
市
・
二
見
町
・
尾
俣
町
・
御
薗
村
の
合
併
で
誕
生
し
た
新
し
い
伊
勢
市
が
、
四
地
区
に
そ

れ
ぞ
れ
地
区
地
域
審
議
会
を
設
置
し
た
。
奈
良
県
で
は
二
〇
〇
五
年
九
月
二
五
日
に
五
條
市
が
西
吉
野
村
と
大
塔
村
を
編
入
し
、
そ
れ
ぞ

れ
西
吉
野
地
区
審
議
会
と
大
塔
地
区
審
議
会
を
設
置
し
た
。

中
国
・
四
国
を
見
る
と
、
鳥
取
県
で
は
二
〇
〇
五
年
三
月
三
一
日
に
米
子
市
と
淀
江
町
の
合
併
で
新
し
く
誕
生
し
た
米
子
市
が
、
米
子

市
淀
江
地
域
審
議
会
を
設
置
し
た
。
島
根
県
で
は
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
一
日
に
桜
江
町
を
編
入
し
た
江
津
市
が
、
桜
江
地
域
審
議
会
を
設

置
し
た
。
岡
山
県
で
は
二
〇
〇
五
年
八
月
一
日
に
船
穂
町
と
真
備
町
を
編
入
し
た
倉
敷
市
が
、
倉
敷
市
船
穂
地
区
審
議
会
と
倉
敷
市
真
備

地
域
審
議
会
を
設
置
し
た
。
香
川
県
で
は
二
〇
〇
五
年
九
月
二
六
日
に
塩
江
町
を
、
二
〇
〇
六
年
一
月
一
〇
日
に
牟
礼
町
・
庵
治
町
・
香

川
町
・
香
南
町
・
国
分
寺
町
の
五
町
を
編
入
し
た
高
松
市
が
、
旧
高
松
市
外
に
六
の
地
区
地
域
審
議
会
を
設
置
し
た
。
愛
媛
県
で
は

二
〇
〇
四
年
一
〇
月
一
日
に
弓
削
町
・
生
名
町
・
岩
城
村
・
魚
島
村
の
二
町
二
村
で
合
併
し
て
誕
生
し
た
上
島
町
が
、
合
併
し
た
四
町
村

の
地
域
に
そ
れ
ぞ
れ
地
区
地
域
審
議
会
を
、
御
荘
町
・
城
辺
町
・
一
本
松
町
・
西
海
町
・
内
海
村
の
四
町
一
村
の
合
併
で
誕
生
し
た
愛
南

町
が
、
旧
五
町
村
に
五
の
地
域
審
議
会
を
、
二
〇
〇
五
年
一
月
一
日
に
砥
部
町
と
広
田
村
の
合
併
で
誕
生
し
た
新
し
い
砥
部
町
が
、
旧
広

田
村
の
地
域
に
広
田
地
区
地
域
審
議
会
を
設
置
し
た
。

九
州
を
見
る
と
、
長
崎
県
で
は
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
一
日
に
平
戸
市
・
生
月
町
・
大
島
村
・
田
平
町
の
合
併
で
新
た
に
誕
生
し
た
平
戸

市
が
、
旧
平
戸
市
の
地
域
に
平
戸
市
地
域
審
議
会
を
設
置
し
、
残
っ
た
旧
生
月
町
・
旧
大
島
村
・
旧
田
平
町
に
は
地
域
自
治
区
（
合
併
特

例
法
に
基
づ
く
も
の
）
を
設
置
し
た
。
地
域
審
議
会
と
地
域
自
治
区
が
重
複
し
て
存
在
し
て
い
る
の
は
平
戸
市
だ
け
で
あ
る
。
大
分
県
で
は

二
〇
〇
五
年
一
月
一
日
に
臼
杵
市
と
野
津
町
の
合
併
で
新
た
に
誕
生
し
た
臼
杵
市
が
野
津
地
域
審
議
会
を
、
二
〇
〇
六
年
三
月
三
一
日
に

国
見
町
・
国
東
町
・
武
蔵
町
・
安
岐
町
の
合
併
で
誕
生
し
た
国
東
市
が
、
合
併
し
た
旧
町
村
を
対
象
に
国
見
町
地
域
審
議
会
、
生
月
町
地

（
一
二
八
五
）
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一
六

域
審
議
会
、
大
島
村
地
域
審
議
会
、
田
平
町
地
域
審
議
会
を
設
置
し
た
。

同
様
に
地
域
自
治
区
（
合
併
特
例
）
は
、
八
の
道
と
県
の
七
市
・
三
町
に
存
在
す
る
、
旧
七
市
・
一
三
町
・
六
村
の
二
六
市
町
村
に

一
九
の
地
域
自
治
区
（
合
併
特
例
）
が
存
在
し
て
い
る
。
北
海
道
で
は
、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
一
日
に
厚
田
村
と
浜
益
村
を
編
入
し
た
石

狩
市
が
厚
田
区
と
浜
益
区
を
、
二
〇
〇
六
年
三
月
一
日
に
大
滝
村
編
入
し
た
伊
達
市
が
大
滝
区
を
設
置
し
た
。
二
〇
〇
五
年
四
月
一
日
に

青
森
市
・
浪
岡
町
の
合
併
で
誕
生
し
た
新
し
い
青
森
市
が
浪
岡
（
区
）
を
、
秋
田
県
で
は
二
〇
〇
六
年
三
月
二
一
日
に
能
代
市
と
二
ツ
井

町
が
合
併
し
て
堪
能
し
た
新
し
い
能
代
市
が
二
ツ
井
町
（
区
）
を
設
置
し
た
。
滋
賀
県
で
は
二
〇
一
〇
年
三
月
二
一
日
に
近
江
八
幡
市
と

安
土
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
新
し
い
近
江
八
幡
市
が
安
土
町
（
区
）
を
、
兵
庫
県
で
は
、
二
〇
〇
五
年
四
月
一
日
に
香
住
町
・
村
岡

町
・
三
方
町
の
合
併
で
誕
生
し
た
香
美
町
が
香
住
区
、
村
岡
区
、
小
代
区
を
、
同
年
一
一
月
一
日
に
中
町
・
加
美
町
・
八
千
代
町
の
合
併

で
誕
生
し
た
加
美
町
が
中
区
、
加
美
区
、
八
千
代
区
を
設
置
し
た
。
島
根
県
で
は
同
年
一
〇
月
一
日
に
柿
木
村
と
六
日
市
町
の
合
併
で
誕

生
し
た
吉
賀
町
が
柿
木
村
（
区
）
を
、
同
日
に
長
崎
県
平
戸
市
が
前
述
の
よ
う
に
三
つ
の
区
を
設
置
し
た
。
鹿
児
島
県
で
は
二
〇
〇
六
年

三
月
二
〇
日
に
名
瀬
市
と
住
用
町
と
笠
利
町
の
合
併
で
誕
生
し
た
奄
美
市
が
名
瀬
、
住
用
町
、
笠
利
町
の
三
区
を
設
置
し
た
。

こ
の
よ
う
に
地
域
審
議
会
や
地
域
自
治
区
（
合
併
特
例
）
は
、
平
戸
市
を
除
い
て
一
つ
の
地
方
公
共
団
体
に
は
い
ず
れ
か
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
場
合
、
大
都
市
が
周
辺
市
町
村
を
編
入
し
た
場
合
、
あ
る
い
は
大
都
市
が
周
辺
市
町
村
と
合
併
し
新
た
に
大
都
市
の
名
前

を
継
続
す
る
形
で
新
し
い
市
を
誕
生
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
は
、
原
則
と
し
て
、
編
入
さ
れ
た
旧
市
町
村
の
地
域
を
対
象
に
地
域
審
議
会
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
一
般
的
に
小
規
模
市
町
村
が
合
併
し
た
旧
市
町
村
で
は
、
合
併
し
た
旧
市
町
村
全
て
を
対
象
と
し
て
地

域
審
議
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
次
章
で
扱
う
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
が
証
明
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
旧
来
の
市
町
村

に
置
か
れ
て
い
る
単
数
も
し
く
は
複
数
の
小
学
校
や
中
学
校
、
あ
る
い
は
少
子
化
や
、
三
大
都
市
圏
そ
の
他
の
地
方
中
枢
都
市
と
も
い
え

（
一
二
八
六
）

平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
行
政
の
展
開
（
山
田
）

一
七

る
県
庁
所
在
地
を
は
じ
め
と
す
る
大
都
市
圏
へ
の
人
口
集
中
の
結
果
、
廃
止
さ
れ
た
旧
小
学
校
区
な
ど
が
地
域
審
議
会
や
地
域
自
治
区
の

設
置
単
位
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
そ
う
し
た
圏
域
は
現
在
で
も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
と
し
て
、
住
民
の
日
常
生
活
の
拠

点
と
な
っ
て
い
る
か
、
何
と
か
維
持
す
る
必
要
の
あ
る
日
常
生
活
圏
で
あ
る
（
14
）

。

四
　
平
成
の
大
合
併
に
お
け
る
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
と
小
さ
な
拠
点

現
行
の
日
本
の
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
は
、
表
２
の
通
り
、
八
の
道
と
県
の
一
〇
市
・
三
町
の
一
三
市
町
に
位
置
す
る
、
旧
一
〇

市
・
三
四
町
・
一
九
村
の
六
三
市
町
村
を
対
象
に
、
一
二
八
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
地
域
自
治
区
（
一
般
制

度
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
一
三
市
町
の
う
ち
、
新
設
は
岩
手
県
宮
古
市
と
花
巻
市
、
秋
田
県
大
仙
市
、
福
島
県
南
相
馬
市
、
長
野
県
伊
那

市
、
愛
知
県
豊
田
市
と
新
城
市
の
六
市
と
、
北
海
道
の
せ
た
な
町
と
む
か
わ
町
と
福
島
県
の
南
会
津
町
の
三
町
で
あ
る
。
編
入
は
新
潟
県

上
越
市
、
長
野
県
飯
田
市
、
宮
崎
県
宮
崎
市
の
三
市
で
あ
る
。
た
だ
し
岩
手
県
宮
古
市
と
宮
崎
県
宮
崎
市
で
は
追
加
編
入
が
あ
る
（
15
）

。
そ
れ

ら
の
詳
細
は
以
下
通
り
で
あ
る
。

北
海
道
の
せ
た
な
町
は
二
〇
〇
五
年
九
月
一
日
に
大
成
町
・
瀬
棚
町
・
北
檜
山
町
の
合
併
で
新
設
さ
れ
た
町
で
あ
る
。
合
併
と
同
時
に

五
年
の
設
置
期
間
で
大
成
区
、
瀬
棚
区
、
北
檜
山
区
の
合
併
特
例
区
が
置
か
れ
、
そ
れ
ら
は
二
〇
一
〇
年
に
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）

に
移
行
し
て
い
る
。
大
成
区
に
は
久
遠
小
学
校
と
大
成
中
学
校
が
、
瀬
棚
区
に
は
瀬
棚
小
学
校
と
瀬
棚
小
学
校
あ
り
、
い
ず
れ
も
小
学
校

区
単
位
と
も
中
学
校
区
単
位
と
も
い
え
る
区
域
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
北
檜
山
区
に
は
若
松
小
学
校
と
北
檜
山
小
学
校
と
北
檜

山
中
学
校
が
あ
り
、
こ
の
区
域
は
中
学
校
区
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
（
16
）

。

む
か
わ
町
は
二
〇
〇
六
年
三
月
二
七
日
に
鵡
川
町
と
穂
別
町
の
合
併
で
新
設
さ
れ
た
町
で
あ
る
。
合
併
時
に
「
む
か
わ
町
地
域
自
治
区

（
一
二
八
七
）



平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
行
政
の
展
開
（
山
田
）

一
七

る
県
庁
所
在
地
を
は
じ
め
と
す
る
大
都
市
圏
へ
の
人
口
集
中
の
結
果
、
廃
止
さ
れ
た
旧
小
学
校
区
な
ど
が
地
域
審
議
会
や
地
域
自
治
区
の

設
置
単
位
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
そ
う
し
た
圏
域
は
現
在
で
も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
と
し
て
、
住
民
の
日
常
生
活
の
拠

点
と
な
っ
て
い
る
か
、
何
と
か
維
持
す
る
必
要
の
あ
る
日
常
生
活
圏
で
あ
る
（
14
）

。

四
　
平
成
の
大
合
併
に
お
け
る
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
と
小
さ
な
拠
点

現
行
の
日
本
の
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
は
、
表
２
の
通
り
、
八
の
道
と
県
の
一
〇
市
・
三
町
の
一
三
市
町
に
位
置
す
る
、
旧
一
〇

市
・
三
四
町
・
一
九
村
の
六
三
市
町
村
を
対
象
に
、
一
二
八
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
地
域
自
治
区
（
一
般
制

度
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
一
三
市
町
の
う
ち
、
新
設
は
岩
手
県
宮
古
市
と
花
巻
市
、
秋
田
県
大
仙
市
、
福
島
県
南
相
馬
市
、
長
野
県
伊
那

市
、
愛
知
県
豊
田
市
と
新
城
市
の
六
市
と
、
北
海
道
の
せ
た
な
町
と
む
か
わ
町
と
福
島
県
の
南
会
津
町
の
三
町
で
あ
る
。
編
入
は
新
潟
県

上
越
市
、
長
野
県
飯
田
市
、
宮
崎
県
宮
崎
市
の
三
市
で
あ
る
。
た
だ
し
岩
手
県
宮
古
市
と
宮
崎
県
宮
崎
市
で
は
追
加
編
入
が
あ
る
（
15
）

。
そ
れ

ら
の
詳
細
は
以
下
通
り
で
あ
る
。

北
海
道
の
せ
た
な
町
は
二
〇
〇
五
年
九
月
一
日
に
大
成
町
・
瀬
棚
町
・
北
檜
山
町
の
合
併
で
新
設
さ
れ
た
町
で
あ
る
。
合
併
と
同
時
に

五
年
の
設
置
期
間
で
大
成
区
、
瀬
棚
区
、
北
檜
山
区
の
合
併
特
例
区
が
置
か
れ
、
そ
れ
ら
は
二
〇
一
〇
年
に
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）

に
移
行
し
て
い
る
。
大
成
区
に
は
久
遠
小
学
校
と
大
成
中
学
校
が
、
瀬
棚
区
に
は
瀬
棚
小
学
校
と
瀬
棚
小
学
校
あ
り
、
い
ず
れ
も
小
学
校

区
単
位
と
も
中
学
校
区
単
位
と
も
い
え
る
区
域
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
北
檜
山
区
に
は
若
松
小
学
校
と
北
檜
山
小
学
校
と
北
檜

山
中
学
校
が
あ
り
、
こ
の
区
域
は
中
学
校
区
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
（
16
）

。

む
か
わ
町
は
二
〇
〇
六
年
三
月
二
七
日
に
鵡
川
町
と
穂
別
町
の
合
併
で
新
設
さ
れ
た
町
で
あ
る
。
合
併
時
に
「
む
か
わ
町
地
域
自
治
区

（
一
二
八
七
）
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表
2　
地
域
自
治
区
等
の
実
態
（
一
般
制
度
）
（
平
成
3１
年
4
月
１
日
現
在
）

都
道
府
県
名

市
町
村
名

方
式
合
併
期
日

人
口

面
積

旧
市
町
村
名

地
域
自
治
区
の
名
称

経
　
歴
　
等

小
学
校
区
（
公
立
）

中
学
校
区
（
公
立
）

北
海
道

せ
た
な
町

新
設

H
17.9.1

8,195
127.0

大
成
町

大
成
区

H
17.9.1.：

合
併
特
例
区

（
設
置
期
間
：
最
大
5
年
）

⇒
H
22.4.1.：

地
域
自
治
区
へ

久
遠
小
学
校

大
成
中
学
校

瀬
棚
町

瀬
棚
区

瀬
棚
小
学
校

瀬
棚
中
学
校

北
檜
山
町

北
檜
山
区

若
松
小
学
校
　
北
檜
山
小
学
校

北
檜
山
中
学
校

平
　
均

2,732
42.3

合
　
計

3
区

4
小
学
校

3
中
学
校

む
か
わ
町

新
設

H
18.3.27

8,378
711.4

鵡
川
町

鵡
川
地
域
自
治
区

合
併
時
に
地
域
自
治
区
創
設

（「
む
か
わ
町
地
域
自
治
区
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
」
制
定

鵡
川
中
央
小
学
校

鵡
川
中
学
校

穂
別
町

穂
別
地
域
自
治
区
（
小
さ
な
拠
点
）

宮
戸
小
学
校
　
穂
別
小
学
校

穂
別
中
学
校

平
　
　
均

4,189
355.7

合
　
計

2
区

3
小
学
校

2
中
学
校

岩
手
県

宮
古
市

新
設

H
17.6.6

54,159
1259.2

宮
古
市

宮
古
地
域
自
治
区

合
併
時
に
地
域
自
治
区
創
設

（
H
17.8.30.「

宮
古
市
地
域
自
治
区
条
例
」
制
定
…
3
自
治
区
）

13
小
学
校
区

8
中
学
校
区

田
老
町

田
老
地
域
自
治
区
（
小
さ
な
拠
点
）

田
老
第
一
小
学
校

田
老
第
一
中
学
校

新
里
村

新
里
地
域
自
治
区
（
小
さ
な
拠
点
）

新
里
小
学
校

新
里
中
学
校

編
入

H
22.1.1

川
井
村

川
井
地
域
自
治
区
（
小
さ
な
拠
点
）

編
入
時
に
地
域
自
治
区
創
設

川
井
小
学
校

川
井
中
学
校

平
　
均

13,540
3148.0

合
　
計

4
区

16
小
学
校

11
中
学
校

花
巻
市

新
設

H
18.1.1

97,027
908.4

花
巻
市

設
置
せ
ず
：
花
巻
市
地
域
自
治
推
進
委

員
会
設
置

「
花
巻
市
地
域
自
治
推
進
委
員
会
条
例
」（
H
18.1.1.）

11
小
学
校
区

8
中
学
校
区

大
迫
町

花
巻
市
大
迫
地
域
自
治
区

合
併
時
に
地
域
自
治
区
創
設

（
H
18.1.1.「

花
巻
市
地
域
自
治
区
設
置
条
例
」
制
定
）

（
3
自
治
区
：
旧
花
巻
市
以
外
の
旧
3
町
の
区
域
が
対
象
）

大
迫
小
学
校
　
内
川
目
小
学
校

亀
ケ
森
小
学
校

大
迫
中
学
校

石
鳥
谷
町

花
巻
市
石
鳥
谷
地
域
自
治
区

石
鳥
谷
小
学
校
　
新
堀
小
学
校

八
幡
小
学
校
　
八
重
畑
小
学
校

石
鳥
谷
中
学
校

東
和
町

花
巻
市
東
和
地
域
自
治
区

東
和
小
学
校

東
和
中
学
校

平
　
均

24,257
227.1

合
　
計

3
区
（
旧
花
巻
市
区
域
を
除
く
）

19
小
学
校

11
中
学
校

秋
田
県

大
仙
市

新
設

H
17.3.22

83,014
866.8

大
曲
市

大
曲
地
域
自
治
区

合
併
時
に
地
域
自
治
区
創
設

（
H
17.3.22.「

大
仙
市
地
域
自
治
区
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
」
制
定
）

（
第
10
条
の
2
に
「
こ
の
条
例
は
平
成
32
年
3
月
31
日
に
そ
の
効
力
を
失

う
」
と
の
規
定
有
）

8
小
学
校
区

大
曲
中
学
校
　
大
曲
西
中
学
校

大
曲
南
中
学
校

神
岡
町

神
岡
地
域
自
治
区

上
岡
小
学
校

平
和
中
学
校

西
仙
北
町

西
仙
北
地
域
自
治
区

西
仙
北
小
学
校

西
仙
北
中
学
校

中
仙
町

中
仙
地
域
自
治
区

中
仙
小
学
校
　
清
水
小
学
校

豊
川
小
学
校
　
豊
岡
小
学
校

中
仙
中
学
校
　
豊
成
中
学
校

協
和
町

協
和
地
域
自
治
区

協
和
小
学
校

協
和
中
学
校

南
外
村

南
外
地
域
自
治
区

南
外
小
学
校

南
外
中
学
校

仙
北
町

仙
北
地
域
自
治
区

高
梨
小
学
校
　
横
堀
小
学
校

仙
北
中
学
校

太
田
町

太
田
地
域
自
治
区

太
田
東
小
学
校
　
太
田
南
小
学
校

大
滝
田
小
学
校

太
田
中
学
校

平
　
均

10,377
216.7

合
　
計

8
区

21
小
学
校

11
中
学
校

福
島
県

南
相
馬
市

新
設

H
18.1.1

61,452
398.6

原
町
市

原
町
区

合
併
時
に
地
域
自
治
区
地
域
協
議
会
設
置

（
H
18.1.1.「

南
相
馬
市
地
域
自
治
区
地
域
協
議
会
に
関
す
る
規
則
」
制
定
）

8
小
学
校
区

原
町
第
一
・
原
町
第
二
・
原
町
第
三
中

学
校
　
石
神
中
学
校
（
4
校
）

小
高
町

小
高
区

小
高
小
・
福
浦
小
・
金
房
小
・
鳩
原
小

の
4
校
…
小
高
小
で
合
同
学
習

小
高
中
学
校

鹿
島
町

鹿
島
区

鹿
島
小
学
校
　
矢
沢
小
学
校

上
真
野
小
学
校

鹿
島
中
学
校

平
　
均

20,484
132.9

合
　
計

3
区

7
小
学
校
（
4
校
と
も
い
え
る
）

6
中
学
校

（
一
二
八
八
）

平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
行
政
の
展
開
（
山
田
）

一
九

福
島
県

南
会
津
町

新
設

H
18.3.20

16,007
886.5

田
島
町

田
島
地
域
自
治
区

合
併
時
に
地
域
自
治
区
を
創
設

（
H
18.3.20.「

南
会
津
町
地
域
自
治
区
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
」
制
定
）

田
島
小
学
校
　
田
島
第
二
小
学
校

桧
沢
小
学
校
　
荒
海
小
学
校

田
島
中
学
校
　
荒
海
中
学
校

舘
岩
村

舘
岩
地
域
自
治
区

舘
岩
小
学
校

舘
岩
中
学
校

伊
南
村

伊
南
地
域
自
治
区

伊
南
小
学
校

南
会
津
中
学
校

南
郷
村

南
郷
地
域
自
治
区

南
郷
小
学
校

平
　
均

4,002
221.6

合
　
計

4
区

7
小
学
校

4
中
学
校

新
潟
県

上
越
市

編
入

H
17.1.1

195,200
973.9

上
越
市

高
田
区

H
17.1.1.：

合
併
特
例
法
に
基
づ
く
地
域
自
治
区
創
設
：
13
区

⇒
13
の
旧
町
村
地
域
が
対
象

（
H
17.1.1.「

地
域
自
治
区
の
設
置
に
関
す
る
協
議
書
」）

大
手
町
・
東
本
町
・
南
本
町
・
大
町
・

高
田
西
の
5
小
学
校

城
北
中
学
校

城
東
中
学
校

城
西
中
学
校

（
戸
野
目
小
学
校
区
の
一
部
を
含
む
）

新
道
区

富
岡
小
学
校
　
稲
田
小
学
校

金
谷
区

黒
田
小
学
校
　
飯
小
学
校

和
田
区

和
田
小
学
校
　
大
和
小
学
校

三
郷
区

三
郷
小
学
校

津
有
区

H
20.4.1.：

合
併
特
例
法
上
の
13
地
域
自
治
区
を
地
方
自
治
法
上
の
13
地

域
自
治
区
に
改
組

（
H
20.2.6.「

上
越
市
の
地
域
自
治
区
の
設
置
に
関
す
る
条
例
」
制
定

→
4.1.施

行
）

戸
野
目
小
学
校
　
上
雲
寺
小
学
校

雄
志
中
学
校

諏
訪
区
（
小
さ
な
拠
点
）

諏
訪
小
学
校

高
士
区

高
士
小
学
校

春
日
区

春
日
小
学
校
　
高
志
小
学
校

春
日
中
学
校

直
江
津
区

直
江
津
小
学
校
　
古
城
小
学
校

直
江
津
南
小
学
校
　
国
府
小
学
校

直
江
津
中
学
校

直
江
津
東
中
学
校

有
田
区

有
田
小
学
校
　
春
日
新
田
小
学
校

保
倉
区

H
20.3.28.：「

上
越
市
自
治
基
本
条
例
」
制
定
→
4.1.施

行
⇒
都
市
内
分
権
の
受
け
皿
と
し
て
地
域
自
治
区
の
設
置
を
規
定
（
第
6
章
）

保
倉
小
学
校

北
諏
訪
区

北
諏
訪
小
学
校

八
千
浦
区

八
千
浦
小
学
校

八
千
浦
中
学
校

谷
浜
・
桑
取
区
（
小
さ
な
拠
点
）

谷
浜
小
学
校

潮
陵
中
学
校

安
塚
町

安
塚
区
（
小
さ
な
拠
点
）

安
塚
小
学
校

安
塚
中
学
校

浦
川
原
村

浦
川
原
区
（
小
さ
な
拠
点
）

H
21.10.1.：

市
の
全
域
で
28
の
地
域
自
治
区
制
度
が
ス
タ
ー
ト

（
H
21.3.27.「

上
越
市
地
域
自
治
区
の
設
置
に
関
す
る
条
例
」
改
正

→
10.1.施

行
）

旧
上
越
市
の
15
の
地
域
自
治
区

→
お
お
む
ね
昭
和
の
大
合
併
前
の
市
町
村
の
区
域

高
田
区
・
金
谷
区
・
三
郷
区
・
和
田
区
の
4
区
に
南
部
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
設
置

新
道
区
・
春
日
区
・
座
区
・
津
有
区
・
高
士
区
の
5
区
に
中
部
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
設
置

直
江
津
区
・
有
田
区
・
八
千
浦
区
・
保
倉
区
・
北
諏
訪
区
・
谷
浜
－
桑
取
区

の
6
区
に
北
部
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
設
置

13
区
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
総
合
事
務
所
」
設
置

浦
川
原
小
学
校

浦
川
原
中
学
校

大
島
村

大
島
区
（
小
さ
な
拠
点
）

大
島
小
学
校

大
島
中
学
校

牧
村

牧
区
（
小
さ
な
拠
点
）

牧
小
学
校

牧
中
学
校

柿
崎
町

柿
崎
区
（
小
さ
な
拠
点
）

柿
崎
小
学
校
　
上
下
浜
小
学
校

下
黒
川
小
学
校

柿
崎
中
学
校

大
潟
町

大
潟
区

大
潟
小
学
校

大
潟
中
学
校

頸
城
村

頸
城
区
（
小
さ
な
拠
点
）

南
川
小
学
校
　
大
瀁
小
学
校

明
治
小
学
校

頸
城
中
学
校

吉
川
町

吉
川
区
（
小
さ
な
拠
点
）

吉
川
小
学
校

吉
川
中
学
校

中
郷
村

中
郷
区
（
小
さ
な
拠
点
）

中
郷
小
学
校

中
郷
中
学
校

板
倉
町

板
倉
区
（
小
さ
な
拠
点
）

針
小
学
校
　
宮
嶋
小
学
校

山
部
小
学
校
　
豊
原
小
学
校

板
倉
中
学
校

清
里
村

清
里
区
（
小
さ
な
拠
点
）

清
里
小
学
校

清
里
中
学
校

三
和
村

三
和
区
（
小
さ
な
拠
点
）

里
公
小
学
校
　
上
杉
小
学
校

美
守
小
学
校

三
和
中
学
校

名
立
町

名
立
区
（
小
さ
な
拠
点
）

宝
田
小
学
校

名
立
中
学
校

平
　
均

6,971
34.8

合
　
計

28
区

50
小
学
校

22
中
学
校

（
一
二
八
九
）



平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
行
政
の
展
開
（
山
田
）

一
九

福
島
県

南
会
津
町

新
設

H
18.3.20

16,007
886.5

田
島
町

田
島
地
域
自
治
区

合
併
時
に
地
域
自
治
区
を
創
設

（
H
18.3.20.「

南
会
津
町
地
域
自
治
区
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
」
制
定
）

田
島
小
学
校
　
田
島
第
二
小
学
校

桧
沢
小
学
校
　
荒
海
小
学
校

田
島
中
学
校
　
荒
海
中
学
校

舘
岩
村

舘
岩
地
域
自
治
区

舘
岩
小
学
校

舘
岩
中
学
校

伊
南
村

伊
南
地
域
自
治
区

伊
南
小
学
校

南
会
津
中
学
校

南
郷
村

南
郷
地
域
自
治
区

南
郷
小
学
校

平
　
均

4,002
221.6

合
　
計

4
区

7
小
学
校

4
中
学
校

新
潟
県

上
越
市

編
入

H
17.1.1

195,200
973.9

上
越
市

高
田
区

H
17.1.1.：

合
併
特
例
法
に
基
づ
く
地
域
自
治
区
創
設
：
13
区

⇒
13
の
旧
町
村
地
域
が
対
象

（
H
17.1.1.「

地
域
自
治
区
の
設
置
に
関
す
る
協
議
書
」）

大
手
町
・
東
本
町
・
南
本
町
・
大
町
・

高
田
西
の
5
小
学
校

城
北
中
学
校

城
東
中
学
校

城
西
中
学
校

（
戸
野
目
小
学
校
区
の
一
部
を
含
む
）

新
道
区

富
岡
小
学
校
　
稲
田
小
学
校

金
谷
区

黒
田
小
学
校
　
飯
小
学
校

和
田
区

和
田
小
学
校
　
大
和
小
学
校

三
郷
区

三
郷
小
学
校

津
有
区

H
20.4.1.：

合
併
特
例
法
上
の
13
地
域
自
治
区
を
地
方
自
治
法
上
の
13
地

域
自
治
区
に
改
組

（
H
20.2.6.「

上
越
市
の
地
域
自
治
区
の
設
置
に
関
す
る
条
例
」
制
定

→
4.1.施

行
）

戸
野
目
小
学
校
　
上
雲
寺
小
学
校

雄
志
中
学
校

諏
訪
区
（
小
さ
な
拠
点
）

諏
訪
小
学
校

高
士
区

高
士
小
学
校

春
日
区

春
日
小
学
校
　
高
志
小
学
校

春
日
中
学
校

直
江
津
区

直
江
津
小
学
校
　
古
城
小
学
校

直
江
津
南
小
学
校
　
国
府
小
学
校

直
江
津
中
学
校

直
江
津
東
中
学
校

有
田
区

有
田
小
学
校
　
春
日
新
田
小
学
校

保
倉
区

H
20.3.28.：「

上
越
市
自
治
基
本
条
例
」
制
定
→
4.1.施

行
⇒
都
市
内
分
権
の
受
け
皿
と
し
て
地
域
自
治
区
の
設
置
を
規
定
（
第
6
章
）

保
倉
小
学
校

北
諏
訪
区

北
諏
訪
小
学
校

八
千
浦
区

八
千
浦
小
学
校

八
千
浦
中
学
校

谷
浜
・
桑
取
区
（
小
さ
な
拠
点
）

谷
浜
小
学
校

潮
陵
中
学
校

安
塚
町

安
塚
区
（
小
さ
な
拠
点
）

安
塚
小
学
校

安
塚
中
学
校

浦
川
原
村

浦
川
原
区
（
小
さ
な
拠
点
）

H
21.10.1.：

市
の
全
域
で
28
の
地
域
自
治
区
制
度
が
ス
タ
ー
ト

（
H
21.3.27.「

上
越
市
地
域
自
治
区
の
設
置
に
関
す
る
条
例
」
改
正

→
10.1.施

行
）

旧
上
越
市
の
15
の
地
域
自
治
区

→
お
お
む
ね
昭
和
の
大
合
併
前
の
市
町
村
の
区
域

高
田
区
・
金
谷
区
・
三
郷
区
・
和
田
区
の
4
区
に
南
部
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
設
置

新
道
区
・
春
日
区
・
座
区
・
津
有
区
・
高
士
区
の
5
区
に
中
部
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
設
置

直
江
津
区
・
有
田
区
・
八
千
浦
区
・
保
倉
区
・
北
諏
訪
区
・
谷
浜
－
桑
取
区

の
6
区
に
北
部
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
設
置

13
区
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
総
合
事
務
所
」
設
置

浦
川
原
小
学
校

浦
川
原
中
学
校

大
島
村

大
島
区
（
小
さ
な
拠
点
）

大
島
小
学
校

大
島
中
学
校

牧
村

牧
区
（
小
さ
な
拠
点
）

牧
小
学
校

牧
中
学
校

柿
崎
町

柿
崎
区
（
小
さ
な
拠
点
）

柿
崎
小
学
校
　
上
下
浜
小
学
校

下
黒
川
小
学
校

柿
崎
中
学
校

大
潟
町

大
潟
区

大
潟
小
学
校

大
潟
中
学
校

頸
城
村

頸
城
区
（
小
さ
な
拠
点
）

南
川
小
学
校
　
大
瀁
小
学
校

明
治
小
学
校

頸
城
中
学
校

吉
川
町

吉
川
区
（
小
さ
な
拠
点
）

吉
川
小
学
校

吉
川
中
学
校

中
郷
村

中
郷
区
（
小
さ
な
拠
点
）

中
郷
小
学
校

中
郷
中
学
校

板
倉
町

板
倉
区
（
小
さ
な
拠
点
）

針
小
学
校
　
宮
嶋
小
学
校

山
部
小
学
校
　
豊
原
小
学
校

板
倉
中
学
校

清
里
村

清
里
区
（
小
さ
な
拠
点
）

清
里
小
学
校

清
里
中
学
校

三
和
村

三
和
区
（
小
さ
な
拠
点
）

里
公
小
学
校
　
上
杉
小
学
校

美
守
小
学
校

三
和
中
学
校

名
立
町

名
立
区
（
小
さ
な
拠
点
）

宝
田
小
学
校

名
立
中
学
校

平
　
均

6,971
34.8

合
　
計

28
区

50
小
学
校

22
中
学
校

（
一
二
八
九
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
〇

長
野
県

飯
田
市

編
入

H
17.10.1

102,628
658.7

飯
田
市

橋
北
地
域
自
治
区

H
19.4.1.：

地
域
自
治
区
設
置

（「
H
18.9.21.「

飯
田
市
地
域
自
治
区
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
」
制
定

→
H
19.4.1.施

行
、
H
19.2.1.「

飯
田
市
地
域
自
治
区
地
域
協
議
会
に
関
す

る
規
則
→
H
19.4.1.施

行
）

⇒
20
の
地
域
自
治
区
と
地
域
協
議
会

浜
井
場
小
学
校

飯
田
東
中
学
校

橋
南
地
域
自
治
区

追
手
町
小
学
校

羽
場
地
域
自
治
区

（
追
手
町
小
学
校
）

（
丸
山
小
学
校
）

飯
田
西
中
学
校

丸
山
地
域
自
治
区

丸
山
小
学
校

東
野
地
域
自
治
区

（
浜
井
場
小
学
校
）（
追
手
町
小
学
校
）

（
丸
山
小
学
校
）

（
飯
田
東
中
学
校
）

（
飯
田
西
中
学
校
）

座
光
寺
地
域
自
治
区

坐
光
寺
小
学
校

高
陵
中
学
校

上
郷
地
域
自
治
区

上
郷
小
学
校

松
尾
地
域
自
治
区

地
域
自
治
区
の
事
務
所
：「（
各
）
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
」
と
称
す
る

松
尾
小
学
校

緑
ヶ
丘
中
学
校

竜
丘
地
域
自
治
区

竜
丘
小
学
校

下
久
堅
地
域
自
治
区

飯
田
市
公
民
館
の
下
に
各
自
治
区
に
20
の
公
民
館
と
103
の
分
館
が
存
在
。

橋
北
・
橋
南
・
羽
場
・
丸
山
・
東
野
の
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
は
、
飯
田
市
大

久
保
町
2534

に
配
置
→
公
民
館
と
は
別

鼎
地
域
自
治
区
を
除
く
残
り
の
14
の
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
と
公
民
館
は
同

じ
住
所
に
存
在

公
民
館
は
社
会
教
育
機
関

　
∴
　
教
育
委
員
会
の
管
轄
下

下
久
堅
小
学
校

（
緑
ヶ
丘
中
学
校
）

（
竜
狭
中
学
校
）

上
久
堅
地
域
自
治
区

上
久
堅
小
学
校

竜
東
中
学
校

千
代
地
域
自
治
区

千
代
小
学
校

龍
江
地
域
自
治
区

龍
江
小
学
校
　（
千
代
小
学
校
）

（
龍
東
中
学
校
）（
竜
狭
中
学
校
）

川
路
地
域
自
治
区

川
路
小
学
校

竜
狭
中
学
校

三
穂
地
域
自
治
区

三
穂
小
学
校

山
本
地
域
自
治
区

山
本
小
学
校

旭
ヶ
丘
中
学
校

伊
賀
良
地
域
自
治
区

伊
賀
良
小
学
校

鼎
地
域
自
治
区

鼎
小
学
校

鼎
中
学
校

上
村

上
村
地
域
自
治
区

上
村
小
学
校

遠
山
中
学
校

南
信
濃
村

南
信
濃
地
域
自
治
区

和
田
小
学
校

平
　
均

5,131
32.9

合
　
計

20
区

18
小
学
校

10
中
学
校

伊
那
市

新
設

H
18.3.31

68,652
66793.0

伊
那
市

伊
那
地
域
自
治
区

H
18.3.31.：

高
遠
町
・
長
谷
地
域
自
治
区
（
合
併
特
例
法
）
設
置

（
H
17.3.31.「

伊
那
市
、
上
伊
那
郡
高
遠
町
及
び
同
郡
長
谷
村
…
略
…
地
域

自
治
区
の
設
置
に
関
す
る
協
議
」）

伊
那
小
学
校
　
伊
那
東
小
学
校

伊
那
北
小
学
校
　
伊
那
西
小
学
校

伊
那
中
学
校
　
東
部
中
学
校

美
篶
地
域
自
治
区

美
篶
小
学
校

（
東
部
中
学
校
）

手
良
地
域
自
治
区

手
良
小
学
校

富
県
地
域
自
治
区

富
県
小
学
校
　
新
山
小
学
校

（
東
部
中
学
校
）（
春
富
中
学
校
）

東
春
近
地
域
自
治
区

東
春
近
小
学
校

春
富
中
学
校

西
春
近
地
域
自
治
区

H
18.10.1.：

旧
伊
那
市
に
7
地
域
自
治
区
（
地
方
自
治
法
）
設
置

西
春
近
北
小
学
校

西
春
近
南
小
学
校

西
箕
輪
地
域
自
治
区

西
箕
輪
小
学
校

西
箕
輪
中
学
校

高
遠
町

高
遠
町
地
域
自
治
区

H
28.4.1.：

9
地
域
自
治
区
を
全
て
方
自
治
法
に
よ
る
地
域
自
治
区
へ

高
遠
小
学
校
　
高
遠
北
小
学
校

高
遠
中
学
校

長
谷
村

長
谷
地
域
自
治
区
（
小
さ
な
拠
点
）

長
谷
小
学
校

長
谷
中
学
校

平
　
均

合
　
計

9
区

15
小
学
校

6
中
学
校

（
一
二
九
〇
）

平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
行
政
の
展
開
（
山
田
）

二
一

愛
知
県

豊
田
市

編
入

H
17.4.1

425,172
918.3

豊
田
市

拳
母
地
域
自
治
区

挙
母
代
表
者
会
議
の
下
に
逢
妻
・
旭
ヶ
丘
・
梅
坪
台
・
浄
水
・
崇
化
館
・
豊

南
の
各
地
域
会
議
を
設
置
（
各
中
学
校
区
）

拳
母
・
童
子
山
・
根
川
・
小
清
水
・
前

山
・
山
の
手
・
美
山
・
元
城
・
朝
日
・

梅
坪
・
平
和
・
浄
水
・
衣
丘
・
浄
水
北

の
14
小
学
校
区

逢
妻
・
旭
ヶ
丘
・
梅
坪
台
・
浄
水
・
崇

化
館
・
豊
南
の
6
中
学
校

高
橋
地
域
自
治
区

高
橋
代
表
者
会
議
の
下
に
高
橋
・
益
富
・
美
郷
の
各
地
域
会
議
を
設
置
（
各

中
学
校
区
）

寺
部
・
平
井
・
野
見
・
古
瀬
間
・
矢

並
・
東
山
・
市
木
・
広
川
台
・
五
ケ

丘
・
五
ケ
丘
東
の
11
小
学
区

高
橋
中
学
校
　
益
富
中
学
校

美
里
中
学
校

上
郷
地
域
自
治
区

上
郷
代
表
者
会
議
の
下
に
上
郷
・
末
野
原
の
各
地
域
会
議
を
設
置
（
各
中
学

校
区
）

高
根
小
学
校
　
須
恵
野
小
学
校

大
林
小
学
校

上
郷
中
学
校
　
末
野
原
中
学
校

高
岡
地
域
自
治
区

高
岡
代
表
者
会
議
の
下
に
前
林
・
龍
神
・
若
園
・
若
林
（
高
岡
中
学
校
区
）

の
各
地
域
会
議
設
置
（
各
中
学
校
区
）

堤
・
若
園
・
竹
村
・
駒
場
・
若
林
東
・

若
林
西
・
土
橋
・（
前
山
・
山
の
手
）

の
7（
累
計
9）
小
学
校
区

前
林
中
学
校
　
龍
神
中
学
校

若
園
中
学
校
　
高
岡
中
学
校

猿
投
地
域
自
治
区

猿
投
代
表
者
会
議
の
下
に
井
郷
・
石
野
・
猿
投
・
猿
投
台
・
保
見
の
各
地
域

会
議
設
置
（
各
中
学
校
区
）

大
畑
・
伊
保
・
加
納
・
青
木
・
西
広

瀬
・
東
広
瀬
・
中
金
・
上
鷹
見
・
東
保

見
・
西
保
見
・
四
郷
・
井
上
の
12
小

学
校
区

井
郷
・
石
野
・
猿
投
・
猿
投
台
・
保
見

の
5
中
学
校

松
平
地
域
自
治
区

松
平
地
域
会
議
（
中
学
校
区
）

幸
海
・
岩
倉
・
九
久
平
・
瀧
脇
・
豊
松

の
5
小
学
校
区

松
平
中
学
校

藤
岡
町

藤
岡
地
域
自
治
区
（
小
さ
な
拠
点
）

藤
岡
代
表
者
会
議
の
下
に
藤
岡
・
藤
岡
南
地
域
会
議
設
置
（
中
学
校
区
）

飯
野
小
学
校
　
石
畳
小
学
校

御
作
小
学
校
　
中
山
小
学
校

藤
岡
中
学
校
　
藤
岡
南
中
学
校

小
原
村

小
原
地
域
自
治
区
（
小
さ
な
拠
点
）

小
原
地
域
会
議
（
中
学
校
区
）

道
慈
小
学
校
　
本
条
小
学
校

小
原
中
部
小
学
校

小
原
中
学
校

足
助
町

足
助
地
域
自
治
区
（
小
さ
な
拠
点
）

足
助
地
域
会
議
（
中
学
校
区
）

足
助
・
冷
田
・
追
分
・
佐
切
・
則
定
・

萩
野
・
明
和
・
新
盛
・
大
蔵
・
御
蔵
の

10
小
学
校
区

足
助
中
学
校

下
山
村

下
山
地
域
自
治
区
（
小
さ
な
拠
点
）

下
山
地
域
会
議
（
中
学
校
区
）

巴
ヶ
岡
小
学
校
　
大
沼
小
学
校

花
山
小
学
校

下
山
中
学
校

旭
町

旭
地
域
自
治
区
（
小
さ
な
拠
点
）

旭
地
域
会
議
（
中
学
校
区
）

小
渡
小
学
校
　
敷
島
小
学
校

旭
中
学
校

稲
武
町

稲
武
地
域
自
治
区
（
小
さ
な
拠
点
）

稲
武
地
域
会
議
（
中
学
校
区
）

稲
武
小
学
校

稲
武
中
学
校

平
　
均

35,431
76.5

合
　
計

12
区
（
H
19.4.1.設

置
）

（
28
の
地
域
会
議
/
中
学
校
区
）

75
小
学
校

28
中
学
校

新
城
市

新
設

H
17.10.1

47,354
499.2

新
城
市

新
城
地
域
自
治
区

H
25.4.1.：

10
の
「
地
域
自
治
区
」
と
「
地
域
協
議
会
」
設
置
→
合
併
か
ら

7
年
半
後

（
H
24.12.20.「

新
城
市
地
域
自
治
区
条
例
」
制
定
→
H
25.4.1.施

行
）

自
治
振
興
事
務
所
設
置

旧
新
城
市
域
の
5
地
域
自
治
区

市
役
所
西
館
は
つ
ら
つ
セ
ン
タ
ー

旧
鳳
来
町
4
区
：
鳳
来
総
合
支
所

新
城
小
学
校

新
城
中
学
校

舟
着
地
域
自
治
区

舟
着
小
学
校

千
郷
地
域
自
治
区

千
郷
小
学
校

千
郷
中
学
校

東
郷
地
域
自
治
区

東
郷
西
小
学
校
　
東
郷
東
小
学
校

東
郷
中
学
校

八
名
地
域
自
治
区

八
名
小
学
校
　
庭
野
小
学
校

八
名
中
学
校

鳳
来
町

鳳
来
中
部
地
域
自
治
区

鳳
来
中
部
小
学
校

鳳
来
中
学
校

鳳
来
南
部
地
域
自
治
区

黄
柳
川
小
学
校

鳳
来
北
西
部
地
域
自
治
区

鳳
来
寺
小
学
校

鳳
来
東
部
地
域
自
治
区

鳳
来
東
小
学
校
　
東
陽
小
学
校

作
手
村

作
手
地
域
自
治
区

作
手
地
域
自
治
区
：
作
手
総
合
支
所

作
手
小
学
校

作
手
中
学
校

平
　
均

4,735
49.9

合
　
計

10
区

13
小
学
校

6
中
学
校

（
一
二
九
一
）



平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
行
政
の
展
開
（
山
田
）

二
一

愛
知
県

豊
田
市

編
入

H
17.4.1

425,172
918.3

豊
田
市

拳
母
地
域
自
治
区

挙
母
代
表
者
会
議
の
下
に
逢
妻
・
旭
ヶ
丘
・
梅
坪
台
・
浄
水
・
崇
化
館
・
豊

南
の
各
地
域
会
議
を
設
置
（
各
中
学
校
区
）

拳
母
・
童
子
山
・
根
川
・
小
清
水
・
前

山
・
山
の
手
・
美
山
・
元
城
・
朝
日
・

梅
坪
・
平
和
・
浄
水
・
衣
丘
・
浄
水
北

の
14
小
学
校
区

逢
妻
・
旭
ヶ
丘
・
梅
坪
台
・
浄
水
・
崇

化
館
・
豊
南
の
6
中
学
校

高
橋
地
域
自
治
区

高
橋
代
表
者
会
議
の
下
に
高
橋
・
益
富
・
美
郷
の
各
地
域
会
議
を
設
置
（
各

中
学
校
区
）

寺
部
・
平
井
・
野
見
・
古
瀬
間
・
矢

並
・
東
山
・
市
木
・
広
川
台
・
五
ケ

丘
・
五
ケ
丘
東
の
11
小
学
区

高
橋
中
学
校
　
益
富
中
学
校

美
里
中
学
校

上
郷
地
域
自
治
区

上
郷
代
表
者
会
議
の
下
に
上
郷
・
末
野
原
の
各
地
域
会
議
を
設
置
（
各
中
学

校
区
）

高
根
小
学
校
　
須
恵
野
小
学
校

大
林
小
学
校

上
郷
中
学
校
　
末
野
原
中
学
校

高
岡
地
域
自
治
区

高
岡
代
表
者
会
議
の
下
に
前
林
・
龍
神
・
若
園
・
若
林
（
高
岡
中
学
校
区
）

の
各
地
域
会
議
設
置
（
各
中
学
校
区
）

堤
・
若
園
・
竹
村
・
駒
場
・
若
林
東
・

若
林
西
・
土
橋
・（
前
山
・
山
の
手
）

の
7（
累
計
9）
小
学
校
区

前
林
中
学
校
　
龍
神
中
学
校

若
園
中
学
校
　
高
岡
中
学
校

猿
投
地
域
自
治
区

猿
投
代
表
者
会
議
の
下
に
井
郷
・
石
野
・
猿
投
・
猿
投
台
・
保
見
の
各
地
域

会
議
設
置
（
各
中
学
校
区
）

大
畑
・
伊
保
・
加
納
・
青
木
・
西
広

瀬
・
東
広
瀬
・
中
金
・
上
鷹
見
・
東
保

見
・
西
保
見
・
四
郷
・
井
上
の
12
小

学
校
区

井
郷
・
石
野
・
猿
投
・
猿
投
台
・
保
見

の
5
中
学
校

松
平
地
域
自
治
区

松
平
地
域
会
議
（
中
学
校
区
）

幸
海
・
岩
倉
・
九
久
平
・
瀧
脇
・
豊
松

の
5
小
学
校
区

松
平
中
学
校

藤
岡
町

藤
岡
地
域
自
治
区
（
小
さ
な
拠
点
）

藤
岡
代
表
者
会
議
の
下
に
藤
岡
・
藤
岡
南
地
域
会
議
設
置
（
中
学
校
区
）

飯
野
小
学
校
　
石
畳
小
学
校

御
作
小
学
校
　
中
山
小
学
校

藤
岡
中
学
校
　
藤
岡
南
中
学
校

小
原
村

小
原
地
域
自
治
区
（
小
さ
な
拠
点
）

小
原
地
域
会
議
（
中
学
校
区
）

道
慈
小
学
校
　
本
条
小
学
校

小
原
中
部
小
学
校

小
原
中
学
校

足
助
町

足
助
地
域
自
治
区
（
小
さ
な
拠
点
）

足
助
地
域
会
議
（
中
学
校
区
）

足
助
・
冷
田
・
追
分
・
佐
切
・
則
定
・

萩
野
・
明
和
・
新
盛
・
大
蔵
・
御
蔵
の

10
小
学
校
区

足
助
中
学
校

下
山
村

下
山
地
域
自
治
区
（
小
さ
な
拠
点
）

下
山
地
域
会
議
（
中
学
校
区
）

巴
ヶ
岡
小
学
校
　
大
沼
小
学
校

花
山
小
学
校

下
山
中
学
校

旭
町

旭
地
域
自
治
区
（
小
さ
な
拠
点
）

旭
地
域
会
議
（
中
学
校
区
）

小
渡
小
学
校
　
敷
島
小
学
校

旭
中
学
校

稲
武
町

稲
武
地
域
自
治
区
（
小
さ
な
拠
点
）

稲
武
地
域
会
議
（
中
学
校
区
）

稲
武
小
学
校

稲
武
中
学
校

平
　
均

35,431
76.5

合
　
計

12
区
（
H
19.4.1.設

置
）

（
28
の
地
域
会
議
/
中
学
校
区
）

75
小
学
校

28
中
学
校

新
城
市

新
設

H
17.10.1

47,354
499.2

新
城
市

新
城
地
域
自
治
区

H
25.4.1.：

10
の
「
地
域
自
治
区
」
と
「
地
域
協
議
会
」
設
置
→
合
併
か
ら

7
年
半
後

（
H
24.12.20.「

新
城
市
地
域
自
治
区
条
例
」
制
定
→
H
25.4.1.施

行
）

自
治
振
興
事
務
所
設
置

旧
新
城
市
域
の
5
地
域
自
治
区

市
役
所
西
館
は
つ
ら
つ
セ
ン
タ
ー

旧
鳳
来
町
4
区
：
鳳
来
総
合
支
所

新
城
小
学
校

新
城
中
学
校

舟
着
地
域
自
治
区

舟
着
小
学
校

千
郷
地
域
自
治
区

千
郷
小
学
校

千
郷
中
学
校

東
郷
地
域
自
治
区

東
郷
西
小
学
校
　
東
郷
東
小
学
校

東
郷
中
学
校

八
名
地
域
自
治
区

八
名
小
学
校
　
庭
野
小
学
校

八
名
中
学
校

鳳
来
町

鳳
来
中
部
地
域
自
治
区

鳳
来
中
部
小
学
校

鳳
来
中
学
校

鳳
来
南
部
地
域
自
治
区

黄
柳
川
小
学
校

鳳
来
北
西
部
地
域
自
治
区

鳳
来
寺
小
学
校

鳳
来
東
部
地
域
自
治
区

鳳
来
東
小
学
校
　
東
陽
小
学
校

作
手
村

作
手
地
域
自
治
区

作
手
地
域
自
治
区
：
作
手
総
合
支
所

作
手
小
学
校

作
手
中
学
校

平
　
均

4,735
49.9

合
　
計

10
区

13
小
学
校

6
中
学
校

（
一
二
九
一
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
二

宮
崎
県

宮
崎
市

編
入

H
18.1.1

404,017
643.7

宮
崎
市

中
央
東
地
域
自
治
区

H
18.1.：

旧
宮
崎
市
内
：
15
の
地
域
自
治
区
（
地
域
協
議
会
と
地
域
自
治
区

の
事
務
所
：
地
域
セ
ン
タ
ー
・
地
域
事
務
所
）

合
併
町
域
（
佐
土
原
・
田
野
・
高
岡
）：
合
併
特
例
区
設
置

⇒
H
23.1.地

域
自
治
区
へ

江
平
小
学
校
　
宮
崎
小
学
校

宮
崎
東
中
学
校
　
宮
崎
中
学
校

檍
中
学
校

檍
地
域
自
治
区

潮
見
小
学
校
　
宮
崎
港
小
学
校

檍
小
学
校
　
檍
北
小
学
校

中
央
西
地
域
自
治
区

西
池
小
学
校

宮
崎
西
中
学
校

小
戸
地
域
自
治
区

小
戸
小
学
校

大
宮
地
域
自
治
区

大
宮
小
学
校
　
池
内
小
学
校

大
宮
中
学
校

東
大
宮
地
域
自
治
区

東
大
宮
小
学
校
　
宮
崎
東
小
学
校

東
大
宮
中
学
校
　
住
吉
中
学
校

住
吉
地
域
自
治
区

住
吉
南
小
学
校
　
住
吉
小
学
校

大
淀
地
域
自
治
区

大
淀
小
学
校
　
古
城
小
学
校

大
淀
中
学
校
　
赤
江
中
学
校

赤
江
東
中
学
校

赤
江
地
域
自
治
区

H
21.4.：

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
税
導
入

恒
久
小
学
校
　
宮
崎
南
小
学
校

赤
江
小
学
校

大
塚
地
域
自
治
区

H
21.6.：

大
宮
地
域
自
治
区
分
離

大
宮
地
域
自
治
区
と
東
大
宮
地
域
自
治
区
に

大
塚
小
学
校
　
江
南
小
学
校

大
塚
中
学
校

生
目
台
地
域
自
治
区

生
目
台
東
小
学
校

生
目
台
西
小
学
校

生
目
台
中
学
校

本
郷
地
域
自
治
区

国
富
小
学
校
　
本
郷
小
学
校

本
郷
中
学
校

木
花
地
域
自
治
区

H
22.3.：

清
武
町
編
入

清
武
町
合
併
特
例
区
設
置

⇒
H
27.3.地

域
自
治
区
に

木
花
小
学
校
　
鏡
洲
小
学
校

学
園
木
花
台
小
学
校

木
花
中
学
校

青
島
地
域
自
治
区

青
島
小
学
校
　
内
海
小
学
校

青
島
中
学
校

大
塚
台
地
域
自
治
区

宮
崎
西
小
学
校

生
目
南
中
学
校
　
生
目
中
学
校

生
目
地
域
自
治
区

H
22.6.：

大
塚
台
・
生
目
台
地
域
自
治
区
が
分
離

大
塚
台
地
域
自
治
区
と
生
目
台
地
域
自
治
区
に

生
目
小
学
校

小
松
台
地
域
自
治
区

小
松
台
小
学
校

北
地
域
自
治
区

瓜
生
野
小
学
校
　
岡
倉
小
学
校

宮
崎
北
中
学
校

佐
土
原
町

佐
土
原
地
域
自
治
区

佐
土
原
小
学
校
　
那
珂
小
学
校

広
瀬
小
学
校
　
広
瀬
北
小
学
校

広
瀬
西
小
学
校

佐
土
原
中
学
校
　
広
瀬
中
学
校

久
峰
中
学
校

田
野
町

田
野
地
域
自
治
区

H
28.4.：

赤
江
地
域
自
治
区
分
離

赤
江
地
域
自
治
区
と
本
郷
地
域
自
治
区
へ
⇒
22
区

田
野
小
学
校
　
七
野
小
学
校

田
野
中
学
校

高
岡
町

高
岡
地
域
自
治
区

高
岡
小
学
校
　
穆
佐
小
学
校

高
岡
中
学
校

編
入

H
22.3.23

清
武
町

清
武
地
域
自
治
区

清
武
小
学
校
　
大
久
保
小
学
校

加
納
小
学
校

清
武
中
学
校
　
加
納
中
学
校

平
　
均

18,364
29.3

合
　
計

22
区

47
小
学
校

25
中
学
校

合
　
計

8
道
県

13
市
町

新
設
：
6
市
3
町
…
宮
古
市
で
追
加
編
入
有

編
入
：
3
市
…
宮
崎
市
で
追
加
編
入
有

10
市
34
町

19
村

128
地
域
自
治
区

295
小
学
校

145
中
学
校

註
1.　
地
域
自
治
区
の
現
状
は
、
総
務
省
「
市
町
村
合
併
資
料
」「
市
町
村
合
併
と
は
」「
地
域
自
治
組
織
（
地
域
自
治
区
・
合
併
特
例
区
）・
制
度
の
概
要
・
全
国
の
設
置
状
況
（
平
成
31
年
4
月
1
日
現
在
）」

　
　
　（
http://w

w
w
.soum

u.go.jp/gapei/gapei.htm
l）
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

　
2.　
人
口
と
面
積
は
総
務
省
「
e-stat政

府
の
統
計
窓
口
」（
https://w

w
w
.e-stat.go.jp/）

を
参
照
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
数
字
は
2017

年
の
も
の
で
あ
る
。

（
一
二
九
二
）

平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
行
政
の
展
開
（
山
田
）

二
三

の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
鵡
川
地
域
自
治
区
と
穂
別
地
域
自
治
区
を
創
設
し
て
い
る
。
鵡
川
地
域
自
治
区
に
は
鵡
川
中
央

小
学
校
と
鵡
川
中
学
校
が
あ
り
、
穂
別
地
域
自
治
区
に
は
宮
戸
小
学
校
と
穂
別
小
学
校
と
穂
別
中
学
校
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
鵡
川
地
域
自

治
区
は
小
学
校
区
単
位
と
も
中
学
校
区
単
位
と
も
い
え
る
の
に
対
し
て
、
穂
別
地
区
自
治
区
は
中
学
校
区
が
単
位
と
い
え
る
。
な
お
穂
別

地
域
自
治
区
は
「
小
さ
な
拠
点
」
で
も
あ
る
（
17
）

。

岩
手
県
の
宮
古
市
は
、
二
〇
〇
五
年
六
月
六
日
に
宮
古
市
・
田
老
町
・
新
里
村
の
合
併
で
新
設
さ
れ
た
市
で
、
二
〇
一
〇
年
一
月
一
日

に
川
井
村
を
編
入
し
て
い
る
。
合
併
時
の
八
月
三
〇
日
に
「
宮
古
市
地
域
自
治
区
条
例
」
を
制
定
し
て
三
つ
の
地
域
自
治
区
を
、
編
入
直

後
に
川
井
地
域
自
治
区
を
創
設
し
た
。
宮
古
地
域
自
治
区
に
は
一
三
の
小
学
校
区
と
八
中
学
校
区
を
有
す
る
広
域
的
な
自
治
区
で
あ
る
が
、

田
老
地
域
自
治
区
に
は
田
老
第
一
小
学
校
と
田
老
第
一
中
学
校
、
新
里
地
域
自
治
区
に
は
新
里
小
学
校
と
新
里
中
学
校
、
川
井
地
域
自
治

区
に
は
川
井
小
学
校
と
川
井
中
学
校
し
か
な
く
、
い
ず
れ
も
「
小
さ
な
拠
点
」
で
あ
る
田
老
地
域
自
治
区
と
田
老
地
域
自
治
区
と
川
井
地

域
自
治
区
は
、
小
学
校
区
単
位
と
も
中
学
校
区
単
位
と
も
い
え
る
自
治
区
で
あ
る
（
18
）

。

花
巻
市
は
、
二
〇
〇
六
年
一
月
一
日
に
花
巻
市
・
大
迫
町
・
石
鳥
谷
町
・
東
和
町
の
合
併
で
新
設
さ
れ
た
市
で
あ
る
。
合
併
に
あ
わ
せ

て
「
花
巻
市
地
域
自
治
推
進
委
員
会
条
例
」
を
制
定
し
、
合
併
時
に
「
花
巻
市
地
域
自
治
区
設
置
条
例
」
に
基
づ
い
て
、
花
巻
市
大
迫
地

域
自
治
区
・
花
巻
市
石
鳥
谷
地
域
自
治
区
・
花
巻
市
東
和
地
域
自
治
区
を
創
設
し
た
。
一
一
の
小
学
校
と
八
の
中
学
校
を
有
す
る
旧
花
巻

市
域
に
は
地
域
自
治
区
は
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
。
花
巻
市
大
迫
地
域
自
治
区
に
は
大
迫
小
学
校
・
内
川
目
小
学
校
・
亀
ケ
森
小
学
校
と
大

迫
中
学
校
が
、
花
巻
市
石
鳥
谷
地
域
自
治
区
に
は
石
鳥
谷
小
学
校
・
新
堀
小
学
校
・
八
幡
小
学
校
・
八
重
畑
小
学
校
と
石
鳥
谷
中
学
校
が
、

花
巻
市
東
和
地
域
自
治
区
に
は
東
和
小
学
校
と
東
和
中
学
校
が
置
か
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
花
巻
市
大
迫
地
域
自
治
区
と
花
巻
市
石
鳥
谷
地
域

自
治
区
は
中
学
校
区
が
単
位
と
な
っ
て
設
置
さ
れ
た
自
治
区
で
あ
り
、
花
巻
市
東
和
地
域
自
治
区
は
小
学
校
区
単
位
と
も
中
学
校
区
単
位

（
一
二
九
三
）



平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
行
政
の
展
開
（
山
田
）

二
三

の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
鵡
川
地
域
自
治
区
と
穂
別
地
域
自
治
区
を
創
設
し
て
い
る
。
鵡
川
地
域
自
治
区
に
は
鵡
川
中
央

小
学
校
と
鵡
川
中
学
校
が
あ
り
、
穂
別
地
域
自
治
区
に
は
宮
戸
小
学
校
と
穂
別
小
学
校
と
穂
別
中
学
校
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
鵡
川
地
域
自

治
区
は
小
学
校
区
単
位
と
も
中
学
校
区
単
位
と
も
い
え
る
の
に
対
し
て
、
穂
別
地
区
自
治
区
は
中
学
校
区
が
単
位
と
い
え
る
。
な
お
穂
別

地
域
自
治
区
は
「
小
さ
な
拠
点
」
で
も
あ
る
（
17
）

。

岩
手
県
の
宮
古
市
は
、
二
〇
〇
五
年
六
月
六
日
に
宮
古
市
・
田
老
町
・
新
里
村
の
合
併
で
新
設
さ
れ
た
市
で
、
二
〇
一
〇
年
一
月
一
日

に
川
井
村
を
編
入
し
て
い
る
。
合
併
時
の
八
月
三
〇
日
に
「
宮
古
市
地
域
自
治
区
条
例
」
を
制
定
し
て
三
つ
の
地
域
自
治
区
を
、
編
入
直

後
に
川
井
地
域
自
治
区
を
創
設
し
た
。
宮
古
地
域
自
治
区
に
は
一
三
の
小
学
校
区
と
八
中
学
校
区
を
有
す
る
広
域
的
な
自
治
区
で
あ
る
が
、

田
老
地
域
自
治
区
に
は
田
老
第
一
小
学
校
と
田
老
第
一
中
学
校
、
新
里
地
域
自
治
区
に
は
新
里
小
学
校
と
新
里
中
学
校
、
川
井
地
域
自
治

区
に
は
川
井
小
学
校
と
川
井
中
学
校
し
か
な
く
、
い
ず
れ
も
「
小
さ
な
拠
点
」
で
あ
る
田
老
地
域
自
治
区
と
田
老
地
域
自
治
区
と
川
井
地

域
自
治
区
は
、
小
学
校
区
単
位
と
も
中
学
校
区
単
位
と
も
い
え
る
自
治
区
で
あ
る
（
18
）

。

花
巻
市
は
、
二
〇
〇
六
年
一
月
一
日
に
花
巻
市
・
大
迫
町
・
石
鳥
谷
町
・
東
和
町
の
合
併
で
新
設
さ
れ
た
市
で
あ
る
。
合
併
に
あ
わ
せ

て
「
花
巻
市
地
域
自
治
推
進
委
員
会
条
例
」
を
制
定
し
、
合
併
時
に
「
花
巻
市
地
域
自
治
区
設
置
条
例
」
に
基
づ
い
て
、
花
巻
市
大
迫
地

域
自
治
区
・
花
巻
市
石
鳥
谷
地
域
自
治
区
・
花
巻
市
東
和
地
域
自
治
区
を
創
設
し
た
。
一
一
の
小
学
校
と
八
の
中
学
校
を
有
す
る
旧
花
巻

市
域
に
は
地
域
自
治
区
は
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
。
花
巻
市
大
迫
地
域
自
治
区
に
は
大
迫
小
学
校
・
内
川
目
小
学
校
・
亀
ケ
森
小
学
校
と
大

迫
中
学
校
が
、
花
巻
市
石
鳥
谷
地
域
自
治
区
に
は
石
鳥
谷
小
学
校
・
新
堀
小
学
校
・
八
幡
小
学
校
・
八
重
畑
小
学
校
と
石
鳥
谷
中
学
校
が
、

花
巻
市
東
和
地
域
自
治
区
に
は
東
和
小
学
校
と
東
和
中
学
校
が
置
か
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
花
巻
市
大
迫
地
域
自
治
区
と
花
巻
市
石
鳥
谷
地
域

自
治
区
は
中
学
校
区
が
単
位
と
な
っ
て
設
置
さ
れ
た
自
治
区
で
あ
り
、
花
巻
市
東
和
地
域
自
治
区
は
小
学
校
区
単
位
と
も
中
学
校
区
単
位

（
一
二
九
三
）
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　第
五
十
六
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
四

と
も
い
え
る
自
治
区
で
あ
る
（
19
）

。

秋
田
県
大
仙
市
は
、
二
〇
〇
五
年
三
月
二
二
日
に
大
曲
市
・
神
岡
町
・
西
仙
北
町
・
中
仙
町
・
協
和
町
・
南
外
村
・
仙
北
町
・
太
田
町

の
合
併
で
新
設
さ
れ
た
市
で
あ
る
。
合
併
と
同
時
に
「
大
仙
市
地
域
自
治
区
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
合
併
時
に
大
曲
地

域
自
治
区
・
神
岡
地
域
自
治
区
・
西
仙
北
地
域
自
治
区
・
中
仙
地
域
自
治
区
・
協
和
地
域
自
治
区
・
南
外
地
域
自
治
区
・
仙
北
地
域
自
治

区
・
太
田
地
域
自
治
区
を
創
設
し
た
。
大
曲
地
域
自
治
区
に
は
八
の
小
学
校
区
と
大
曲
中
学
校
・
大
曲
西
中
学
校
・
大
曲
南
中
学
校
が
あ

る
。
神
岡
地
域
自
治
区
に
は
上
岡
小
学
校
と
平
和
中
学
校
が
、
西
仙
北
地
域
自
治
区
に
は
西
仙
北
小
学
校
と
西
仙
北
中
学
校
が
、
中
仙
地

域
自
治
区
に
は
中
仙
小
学
校
・
清
水
小
学
校
・
豊
川
小
学
校
・
豊
岡
小
学
校
の
四
校
と
中
仙
中
学
校
・
豊
成
中
学
校
の
二
校
が
、
協
和
地

域
自
治
区
に
は
協
和
小
学
校
と
協
和
中
学
校
が
、
南
外
地
域
自
治
区
に
は
南
外
小
学
校
と
南
外
中
学
校
が
、
仙
北
地
域
自
治
区
に
は
高
梨

小
学
校
と
横
堀
小
学
校
の
二
校
と
仙
北
中
学
校
が
、
太
田
地
域
自
治
区
に
は
太
田
東
小
学
校
・
太
田
南
小
学
校
・
大
滝
田
小
学
校
の
三
校

と
太
田
中
学
校
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
大
曲
地
域
自
治
区
と
中
仙
地
域
自
治
区
は
学
区
を
超
え
た
区
域
に
地
域
自
治
区
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
仙
北
地
域
自
治
区
と
太
田
地
域
自
治
区
は
中
学
校
区
が
単
位
と
、
神
岡
地
域
自
治
区
・
西
仙
北
地
域
自
治
区
・
協
和
地
域
自
治

区
・
南
外
地
域
自
治
区
は
小
学
校
区
単
位
と
も
中
学
校
区
単
位
と
も
い
え
る
自
治
区
で
あ
る
。
な
お
「
大
仙
市
地
域
自
治
区
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
」
第
一
〇
条
の
二
に
は
、「
こ
の
条
例
は
平
成
三
二
年
三
月
三
一
日
に
そ
の
効
力
を
失
う
」
と
の
規
定
が
あ
る
（
20
）

。

福
島
県
の
相
馬
市
は
、
三
〇
〇
六
年
一
月
一
日
に
原
町
市
と
小
高
町
と
鹿
島
町
の
合
併
で
新
設
さ
れ
た
市
で
あ
る
。
合
併
と
同
時
に

「
南
相
馬
市
地
域
自
治
区
地
域
協
議
会
に
関
す
る
規
則
」
に
則
り
、
原
町
区
と
小
高
区
と
鹿
島
区
が
設
置
さ
れ
た
。
原
町
区
に
は
八
の
小

学
校
と
原
町
第
一
中
学
校
・
原
町
第
二
中
学
校
・
原
町
第
三
中
学
校
・
石
神
中
学
校
の
四
校
が
置
か
れ
て
い
る
。
小
高
区
に
は
小
高
小
学

校
・
福
浦
小
学
校
・
金
房
小
学
校
・
鳩
原
小
学
校
の
四
校
と
小
高
中
学
校
が
置
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
小
高
小
学
校
の
Ｈ
Ｐ
に
は
、
同
校

（
一
二
九
四
）

平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
行
政
の
展
開
（
山
田
）

二
五

で
四
小
学
校
の
合
同
学
習
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
鹿
島
区
に
は
鹿
島
小
学
校
・
矢
沢
小
学
校
・
上
真
野
小
学
校
の
三
校

と
鹿
島
中
学
校
が
あ
る
。
原
町
区
は
学
区
を
超
え
た
区
域
と
な
っ
て
お
り
、
原
町
区
は
学
校
区
を
超
え
た
範
囲
に
設
定
さ
れ
た
自
治
区
で

あ
り
、
小
高
区
と
鹿
島
区
は
中
学
校
区
を
範
囲
に
設
定
さ
れ
て
い
る
自
治
区
と
い
え
る
（
21
）

。

南
会
津
町
は
、
二
〇
〇
六
年
三
月
二
〇
日
に
田
島
町
・
舘
岩
村
・
伊
南
村
・
南
郷
村
の
合
併
に
よ
っ
て
新
し
く
生
ま
れ
た
町
で
あ
る
。

合
併
時
に
「
南
会
津
町
地
域
自
治
区
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
」
に
よ
り
、
田
島
地
域
自
治
区
・
舘
岩
地
域
自
治
区
・
伊
南
地
域
自
治

区
・
南
郷
地
域
自
治
区
を
創
設
し
た
。
田
島
地
域
自
治
区
に
は
田
島
小
学
校
・
田
島
第
二
小
学
校
・
桧
沢
小
学
校
・
荒
海
小
学
校
の
四
校

と
田
島
中
学
校
・
荒
海
中
学
校
の
二
校
が
、
舘
岩
地
域
自
治
区
に
は
舘
岩
小
学
校
と
舘
岩
中
学
校
が
、
伊
南
地
域
自
治
区
に
は
伊
南
小
学

校
と
南
会
津
中
学
校
が
、
南
郷
地
域
自
治
区
に
は
南
郷
小
学
校
が
あ
り
、
中
学
は
南
会
津
中
学
校
に
通
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
田
島
地
域

自
治
区
は
学
校
区
を
超
え
た
範
囲
で
、
舘
岩
地
域
自
治
区
は
小
学
校
区
と
中
学
校
区
を
範
囲
と
し
て
・
伊
南
地
域
自
治
区
・
南
郷
地
域
自

治
区
は
小
学
校
区
を
範
囲
と
し
て
自
治
区
が
設
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
（
22
）

。

新
潟
県
上
越
市
は
、
上
越
市
が
二
〇
〇
五
年
一
月
一
日
に
、
安
塚
町
・
浦
川
原
村
・
大
島
村
・
牧
村
・
柿
崎
町
・
大
潟
町
・
頸
城
村
・

吉
川
町
・
中
郷
村
・
板
倉
町
・
清
里
村
・
三
和
村
・
名
立
町
の
六
町
・
七
村
の
一
三
町
村
を
編
入
す
る
こ
と
で
区
域
を
拡
大
し
た
市
で
あ

る
。
編
入
と
同
時
に
「
地
域
自
治
区
の
設
置
に
関
す
る
協
議
書
」
に
基
づ
き
、
安
塚
区
・
浦
川
原
区
・
大
島
区
・
牧
区
・
柿
崎
区
・
大
潟

区
・
頸
城
区
・
吉
川
区
・
中
郷
区
・
板
倉
区
・
清
里
区
・
三
和
区
・
名
立
区
の
一
三
の
地
域
自
治
区
（
合
併
特
例
）
が
創
設
さ
れ
た
。

二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）
年
二
月
六
日
に
「
上
越
市
の
地
域
自
治
区
の
設
置
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
四
月
一
日
に
合
併
特
例
法
上

の
一
三
地
域
自
治
区
（
合
併
特
例
）
を
地
方
自
治
法
上
の
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
に
改
組
し
た
。

三
月
二
八
日
に
は
「
上
越
市
自
治
基
本
条
例
」
制
定
し
、
第
六
章
で
「
都
市
内
分
権
の
受
け
皿
と
し
て
地
域
自
治
区
の
設
置
」
を
規
定

（
一
二
九
五
）



平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
行
政
の
展
開
（
山
田
）

二
五

で
四
小
学
校
の
合
同
学
習
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
鹿
島
区
に
は
鹿
島
小
学
校
・
矢
沢
小
学
校
・
上
真
野
小
学
校
の
三
校

と
鹿
島
中
学
校
が
あ
る
。
原
町
区
は
学
区
を
超
え
た
区
域
と
な
っ
て
お
り
、
原
町
区
は
学
校
区
を
超
え
た
範
囲
に
設
定
さ
れ
た
自
治
区
で

あ
り
、
小
高
区
と
鹿
島
区
は
中
学
校
区
を
範
囲
に
設
定
さ
れ
て
い
る
自
治
区
と
い
え
る
（
21
）

。

南
会
津
町
は
、
二
〇
〇
六
年
三
月
二
〇
日
に
田
島
町
・
舘
岩
村
・
伊
南
村
・
南
郷
村
の
合
併
に
よ
っ
て
新
し
く
生
ま
れ
た
町
で
あ
る
。

合
併
時
に
「
南
会
津
町
地
域
自
治
区
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
」
に
よ
り
、
田
島
地
域
自
治
区
・
舘
岩
地
域
自
治
区
・
伊
南
地
域
自
治

区
・
南
郷
地
域
自
治
区
を
創
設
し
た
。
田
島
地
域
自
治
区
に
は
田
島
小
学
校
・
田
島
第
二
小
学
校
・
桧
沢
小
学
校
・
荒
海
小
学
校
の
四
校

と
田
島
中
学
校
・
荒
海
中
学
校
の
二
校
が
、
舘
岩
地
域
自
治
区
に
は
舘
岩
小
学
校
と
舘
岩
中
学
校
が
、
伊
南
地
域
自
治
区
に
は
伊
南
小
学

校
と
南
会
津
中
学
校
が
、
南
郷
地
域
自
治
区
に
は
南
郷
小
学
校
が
あ
り
、
中
学
は
南
会
津
中
学
校
に
通
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
田
島
地
域

自
治
区
は
学
校
区
を
超
え
た
範
囲
で
、
舘
岩
地
域
自
治
区
は
小
学
校
区
と
中
学
校
区
を
範
囲
と
し
て
・
伊
南
地
域
自
治
区
・
南
郷
地
域
自

治
区
は
小
学
校
区
を
範
囲
と
し
て
自
治
区
が
設
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
（
22
）

。

新
潟
県
上
越
市
は
、
上
越
市
が
二
〇
〇
五
年
一
月
一
日
に
、
安
塚
町
・
浦
川
原
村
・
大
島
村
・
牧
村
・
柿
崎
町
・
大
潟
町
・
頸
城
村
・

吉
川
町
・
中
郷
村
・
板
倉
町
・
清
里
村
・
三
和
村
・
名
立
町
の
六
町
・
七
村
の
一
三
町
村
を
編
入
す
る
こ
と
で
区
域
を
拡
大
し
た
市
で
あ

る
。
編
入
と
同
時
に
「
地
域
自
治
区
の
設
置
に
関
す
る
協
議
書
」
に
基
づ
き
、
安
塚
区
・
浦
川
原
区
・
大
島
区
・
牧
区
・
柿
崎
区
・
大
潟

区
・
頸
城
区
・
吉
川
区
・
中
郷
区
・
板
倉
区
・
清
里
区
・
三
和
区
・
名
立
区
の
一
三
の
地
域
自
治
区
（
合
併
特
例
）
が
創
設
さ
れ
た
。

二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）
年
二
月
六
日
に
「
上
越
市
の
地
域
自
治
区
の
設
置
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
四
月
一
日
に
合
併
特
例
法
上

の
一
三
地
域
自
治
区
（
合
併
特
例
）
を
地
方
自
治
法
上
の
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
に
改
組
し
た
。

三
月
二
八
日
に
は
「
上
越
市
自
治
基
本
条
例
」
制
定
し
、
第
六
章
で
「
都
市
内
分
権
の
受
け
皿
と
し
て
地
域
自
治
区
の
設
置
」
を
規
定

（
一
二
九
五
）
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　第
五
十
六
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
六

し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
翌
年
三
月
二
七
日
に
「
上
越
市
地
域
自
治
区
の
設
置
に
関
す
る
条
例
」
が
改
正
さ
れ
、
一
〇
月
一
日
に
市
の
全
域

で
二
八
の
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
旧
上
越
市
に
設
置
さ
れ
た
高
田
区
・
金
谷
区
・
三
郷
区
・
和
田
区
、
新
道

区
・
春
日
区
・
座
区
・
津
有
区
・
高
士
区
、
直
江
津
区
・
有
田
区
・
八
千
浦
区
・
保
倉
区
・
北
諏
訪
区
・
谷
浜
─

桑
取
区
の
一
五
の
地
域

自
治
区
は
お
お
む
ね
昭
和
の
大
合
併
前
の
市
町
村
の
区
域
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
高
田
区
・
金
谷
区
・
三
郷
区
・
和
田
区
の
四
区
に
は

南
部
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が
、
新
道
区
・
春
日
区
・
座
区
・
津
有
区
・
高
士
区
の
五
区
に
は
中
部
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が
、
直
江
津

区
・
有
田
区
・
八
千
浦
区
・
保
倉
区
・
北
諏
訪
区
・
谷
浜
─

桑
取
区
の
六
区
に
は
北
部
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が
、
一
三
区
に
は
そ
れ
ぞ

れ
「
総
合
事
務
所
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

旧
上
越
市
に
配
置
さ
れ
た
一
五
の
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
の
う
ち
、
高
田
区
に
は
大
手
町
・
東
本
町
・
南
本
町
・
大
町
・
高
田
西

の
五
小
学
校
が
、
新
道
区
に
は
富
岡
小
学
校
と
稲
田
小
学
校
が
、
金
谷
区
に
は
黒
田
小
学
校
と
飯
小
学
校
が
、
和
田
区
に
は
和
田
小
学
校

と
大
和
小
学
校
が
、
三
郷
区
に
は
三
郷
小
学
校
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
小
学
校
の
児
童
は
城
北
中
学
校
・
城
東
中
学
校
・
城
西

中
学
校
（
戸
野
目
小
学
校
区
の
一
部
を
含
む
）
に
進
学
す
る
。
津
有
区
に
は
戸
野
目
小
学
校
と
上
雲
寺
小
学
校
が
、
諏
訪
区
に
は
諏
訪
小
学

校
が
、
高
士
区
に
は
高
士
小
学
校
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
小
学
校
の
児
童
は
雄
志
中
学
校
に
進
学
す
る
。
春
日
区
に
は
春
日
小

学
校
と
高
志
小
学
校
と
春
日
中
学
校
が
置
か
れ
て
い
る
。
直
江
津
区
に
は
直
江
津
小
学
校
・
古
城
小
学
校
・
直
江
津
南
小
学
校
・
国
府
小

学
校
が
、
有
田
区
に
は
有
田
小
学
校
と
春
日
新
田
小
学
校
が
、
保
倉
区
に
は
保
倉
小
学
校
が
、
北
諏
訪
区
に
は
北
諏
訪
小
学
校
が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
小
学
校
の
児
童
は
直
江
津
中
学
校
と
直
江
津
東
中
学
校
に
進
学
す
る
。
八
千
浦
区
に
は
八
千
浦
小
学
校
と
八
千
浦
中
学
校
が
谷

浜
・
桑
取
区
に
は
谷
浜
小
学
校
と
潮
陵
中
学
校
が
置
か
れ
て
い
る
。
高
田
区
・
金
谷
区
・
和
田
区
、
新
道
区
・
座
区
・
津
有
区
・
直
江
津

区
・
有
田
区
・
春
日
区
は
学
校
区
を
範
囲
と
し
た
地
域
自
治
区
で
は
な
い
が
、
三
郷
区
・
諏
訪
区
・
高
士
区
・
保
倉
区
・
北
諏
訪
区
は
小

（
一
二
九
六
）

平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
行
政
の
展
開
（
山
田
）

二
七

学
校
区
を
、
八
千
浦
区
と
北
谷
浜
─

桑
取
区
は
小
学
校
と
中
学
校
の
学
区
を
範
囲
と
す
る
自
治
区
で
あ
る
。

編
入
地
域
に
設
定
さ
れ
た
一
三
区
で
は
、
安
塚
区
に
は
安
塚
小
学
校
と
安
塚
中
学
校
が
、
浦
川
原
区
に
は
浦
川
原
小
学
校
と
浦
川
原
中

学
校
が
、
大
島
区
に
は
大
島
小
学
校
と
大
島
中
学
校
が
、
牧
区
に
は
牧
小
学
校
と
牧
中
学
校
が
、
柿
崎
区
に
は
柿
崎
小
学
校
・
上
下
浜
小

学
校
・
下
黒
川
小
学
校
と
柿
崎
中
学
校
が
大
潟
区
に
は
大
潟
小
学
校
と
大
潟
中
学
校
が
、
頸
城
区
に
は
南
川
小
学
校
・
大
瀁
小
学
校
・
明

治
小
学
校
の
二
校
と
頸
城
中
学
校
が
、
吉
川
区
に
は
吉
川
小
学
校
と
吉
川
中
学
校
が
、
中
郷
区
に
は
中
郷
小
学
校
と
中
郷
中
学
校
が
、
板

倉
区
に
は
針
小
学
校
・
宮
嶋
小
学
校
・
山
部
小
学
校
・
豊
原
小
学
校
と
板
倉
中
学
校
が
、
清
里
区
に
は
清
里
小
学
校
と
清
里
中
学
校
が
、

三
和
区
に
は
里
公
小
学
校
・
上
杉
小
学
校
・
美
守
小
学
校
の
三
校
と
三
和
中
学
校
が
、
名
立
区
に
は
宝
田
小
学
校
と
名
立
中
学
校
が
置
か

れ
て
い
る
。
安
塚
区
、
浦
川
原
区
、
大
島
区
、
牧
区
、
大
潟
区
、
吉
川
区
、
中
郷
区
、
清
里
区
、
名
立
区
は
小
学
校
区
と
中
学
校
区
が
範

囲
と
な
っ
て
い
る
自
治
区
で
あ
り
、
柿
崎
区
、
頸
城
区
、
板
倉
区
、
三
和
区
は
中
学
校
区
が
範
囲
と
な
っ
て
い
る
自
治
区
で
あ
る
。
な
お
、

諏
訪
区
、
谷
浜
・
桑
取
区
、
浦
川
原
区
、
大
島
区
、
牧
区
、
柿
崎
区
、
頸
城
区
、
吉
川
区
、
中
郷
区
、
板
倉
区
、
清
里
区
、
三
和
区
、
名

立
区
は
「
小
さ
な
拠
点
」
で
も
あ
る
（
23
）

。

長
野
県
の
飯
田
市
は
、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
一
日
に
上
村
と
南
信
濃
村
を
編
入
し
て
拡
大
し
た
市
で
あ
る
。
飯
田
市
は
二
〇
〇
六
年
九

月
二
一
日
に
「
飯
田
市
地
域
自
治
区
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
」
等
を
制
定
し
、
翌
年
四
月
一
日
に
二
〇
の
地
域
自
治
区
と
地
域
協
議
会

を
設
置
し
た
。
地
域
自
治
区
の
事
務
所
は
「（
各
）
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
」
と
称
し
、
橋
北
・
橋
南
・
羽
場
・
丸
山
・
東
野
の
自
治
振
興

セ
ン
タ
ー
は
飯
田
市
大
久
保
町
二
五
三
四
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
鼎
地
域
自
治
区
を
除
く
残
り
の
一
四
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
は
公
民

館
と
同
じ
住
所
に
存
在
し
て
い
る
。
飯
田
市
の
公
民
館
は
社
会
教
育
機
関
と
し
て
教
育
委
員
会
の
管
轄
下
に
置
か
れ
て
い
る
。

橋
北
地
域
自
治
区
に
は
浜
井
場
小
学
校
が
、
橋
南
地
域
自
治
区
に
は
追
手
町
小
学
校
が
置
か
れ
、
二
つ
の
小
学
校
の
児
童
は
飯
田
東
中

（
一
二
九
七
）



平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
行
政
の
展
開
（
山
田
）

二
七

学
校
区
を
、
八
千
浦
区
と
北
谷
浜
─

桑
取
区
は
小
学
校
と
中
学
校
の
学
区
を
範
囲
と
す
る
自
治
区
で
あ
る
。

編
入
地
域
に
設
定
さ
れ
た
一
三
区
で
は
、
安
塚
区
に
は
安
塚
小
学
校
と
安
塚
中
学
校
が
、
浦
川
原
区
に
は
浦
川
原
小
学
校
と
浦
川
原
中

学
校
が
、
大
島
区
に
は
大
島
小
学
校
と
大
島
中
学
校
が
、
牧
区
に
は
牧
小
学
校
と
牧
中
学
校
が
、
柿
崎
区
に
は
柿
崎
小
学
校
・
上
下
浜
小

学
校
・
下
黒
川
小
学
校
と
柿
崎
中
学
校
が
大
潟
区
に
は
大
潟
小
学
校
と
大
潟
中
学
校
が
、
頸
城
区
に
は
南
川
小
学
校
・
大
瀁
小
学
校
・
明

治
小
学
校
の
二
校
と
頸
城
中
学
校
が
、
吉
川
区
に
は
吉
川
小
学
校
と
吉
川
中
学
校
が
、
中
郷
区
に
は
中
郷
小
学
校
と
中
郷
中
学
校
が
、
板

倉
区
に
は
針
小
学
校
・
宮
嶋
小
学
校
・
山
部
小
学
校
・
豊
原
小
学
校
と
板
倉
中
学
校
が
、
清
里
区
に
は
清
里
小
学
校
と
清
里
中
学
校
が
、

三
和
区
に
は
里
公
小
学
校
・
上
杉
小
学
校
・
美
守
小
学
校
の
三
校
と
三
和
中
学
校
が
、
名
立
区
に
は
宝
田
小
学
校
と
名
立
中
学
校
が
置
か

れ
て
い
る
。
安
塚
区
、
浦
川
原
区
、
大
島
区
、
牧
区
、
大
潟
区
、
吉
川
区
、
中
郷
区
、
清
里
区
、
名
立
区
は
小
学
校
区
と
中
学
校
区
が
範

囲
と
な
っ
て
い
る
自
治
区
で
あ
り
、
柿
崎
区
、
頸
城
区
、
板
倉
区
、
三
和
区
は
中
学
校
区
が
範
囲
と
な
っ
て
い
る
自
治
区
で
あ
る
。
な
お
、

諏
訪
区
、
谷
浜
・
桑
取
区
、
浦
川
原
区
、
大
島
区
、
牧
区
、
柿
崎
区
、
頸
城
区
、
吉
川
区
、
中
郷
区
、
板
倉
区
、
清
里
区
、
三
和
区
、
名

立
区
は
「
小
さ
な
拠
点
」
で
も
あ
る
（
23
）

。

長
野
県
の
飯
田
市
は
、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
一
日
に
上
村
と
南
信
濃
村
を
編
入
し
て
拡
大
し
た
市
で
あ
る
。
飯
田
市
は
二
〇
〇
六
年
九

月
二
一
日
に
「
飯
田
市
地
域
自
治
区
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
」
等
を
制
定
し
、
翌
年
四
月
一
日
に
二
〇
の
地
域
自
治
区
と
地
域
協
議
会

を
設
置
し
た
。
地
域
自
治
区
の
事
務
所
は
「（
各
）
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
」
と
称
し
、
橋
北
・
橋
南
・
羽
場
・
丸
山
・
東
野
の
自
治
振
興

セ
ン
タ
ー
は
飯
田
市
大
久
保
町
二
五
三
四
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
鼎
地
域
自
治
区
を
除
く
残
り
の
一
四
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
は
公
民

館
と
同
じ
住
所
に
存
在
し
て
い
る
。
飯
田
市
の
公
民
館
は
社
会
教
育
機
関
と
し
て
教
育
委
員
会
の
管
轄
下
に
置
か
れ
て
い
る
。

橋
北
地
域
自
治
区
に
は
浜
井
場
小
学
校
が
、
橋
南
地
域
自
治
区
に
は
追
手
町
小
学
校
が
置
か
れ
、
二
つ
の
小
学
校
の
児
童
は
飯
田
東
中

（
一
二
九
七
）
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　第
五
十
六
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
八

学
校
に
進
学
す
る
。
羽
場
地
域
自
治
区
の
児
童
は
自
治
区
外
の
追
手
町
小
学
校
と
丸
山
小
学
校
に
通
学
す
る
。
丸
山
地
域
自
治
区
に
は
丸

山
小
学
校
が
置
か
れ
、
児
童
は
飯
田
西
中
学
校
に
進
学
す
る
。
東
野
地
域
自
治
区
の
児
童
も
区
外
の
浜
井
場
小
学
校
と
追
手
町
小
学
校
と

丸
山
小
学
校
に
通
学
し
、
飯
田
東
中
学
校
と
飯
田
西
中
学
校
に
進
学
す
る
。
座
光
寺
地
域
自
治
区
の
児
童
は
坐
光
寺
小
学
校
に
、
上
郷
地

域
自
治
区
の
児
童
は
上
郷
小
学
校
通
学
し
、
と
も
に
高
陵
中
学
校
に
進
学
す
る
。
松
尾
地
域
自
治
区
の
児
童
は
松
尾
小
学
校
に
、
竜
丘
地

域
自
治
区
の
児
童
は
竜
丘
小
学
校
に
通
学
し
、
と
も
に
緑
ヶ
丘
中
学
校
に
進
学
す
る
。
下
久
堅
地
域
自
治
区
の
児
童
は
下
久
堅
小
学
校
か

ら
区
外
の
緑
ヶ
丘
中
学
校
と
竜
狭
中
学
校
に
進
学
す
る
。
上
久
堅
地
域
自
治
区
の
児
童
は
上
久
堅
小
学
校
に
、
千
代
地
域
自
治
区
の
児
童

は
千
代
小
学
校
に
通
学
し
、
と
も
に
竜
東
中
学
校
に
進
学
す
る
。
龍
江
地
域
自
治
区
の
児
童
は
龍
江
小
学
校
と
区
外
の
千
代
小
学
校
に
通

学
し
、
区
外
の
龍
東
中
学
校
と
竜
狭
中
学
校
に
進
学
す
る
。
川
路
地
域
自
治
区
の
児
童
は
川
路
小
学
校
に
、
三
穂
地
域
自
治
区
の
児
童
は

三
穂
小
学
校
に
通
学
し
、
と
も
に
竜
狭
中
学
校
に
進
学
す
る
。
山
本
地
域
自
治
区
の
児
童
は
山
本
小
学
校
に
、
伊
賀
良
地
域
自
治
区
の
児

童
は
伊
賀
良
小
学
校
に
通
学
し
、
と
も
に
旭
ヶ
丘
中
学
校
に
進
学
す
る
。
鼎
地
域
自
治
区
の
児
童
は
鼎
小
学
校
に
通
学
し
鼎
中
学
校
に
進

学
す
る
。
上
村
地
域
自
治
区
の
児
童
は
上
村
小
学
校
に
、
南
信
濃
地
域
自
治
区
の
児
童
は
和
田
小
学
校
に
通
学
し
、
と
も
に
遠
山
中
学
校

に
進
学
す
る
。
若
干
の
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
飯
田
市
の
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
は
ほ
ぼ
小
学
校
区
を
範
囲
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い

る
と
い
え
る
（
24
）

。

伊
那
市
は
、
二
〇
〇
六
年
三
月
三
一
日
に
伊
那
市
と
高
遠
町
と
長
谷
村
が
合
併
し
て
新
設
さ
れ
た
新
し
い
市
で
あ
る
。
二
〇
〇
五
年
三

月
三
一
日
制
定
の
「
伊
那
市
、
上
伊
那
郡
高
遠
町
及
び
同
郡
長
谷
村
の
配
置
分
合
に
伴
う
地
域
自
治
区
の
設
置
に
関
す
る
協
議
」
に
よ
り
、

合
併
時
に
高
遠
町
地
域
自
治
区
（
合
併
特
例
）
と
長
谷
地
域
自
治
区
（
合
併
特
例
）
が
設
置
さ
れ
た
。
翌
年
一
〇
月
一
日
に
旧
伊
那
市
に
七

つ
の
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
が
設
置
さ
れ
、
二
〇
一
六
年
四
月
一
日
に
九
の
地
域
自
治
区
（
合
併
特
例
）
を
全
て
地
方
自
治
法
に
よ
る

（
一
二
九
八
）

平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
行
政
の
展
開
（
山
田
）

二
九

地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
へ
移
行
し
た
。
伊
那
地
域
自
治
区
に
は
伊
那
小
学
校
・
伊
那
東
小
学
校
・
伊
那
北
小
学
校
・
伊
那
西
小
学
校

と
伊
那
中
学
校
・
東
部
中
学
校
が
、
美
篶
地
域
自
治
区
に
は
美
篶
小
学
校
が
、
手
良
地
域
自
治
区
に
は
手
良
小
学
校
が
置
か
れ
、
児
童
は

東
部
中
学
校
に
進
学
す
る
。
富
県
地
域
自
治
区
に
は
富
県
小
学
校
と
新
山
小
学
校
が
置
か
れ
、
児
童
は
区
外
の
東
部
中
学
校
と
春
富
中
学

校
に
進
学
す
る
。
東
春
近
地
域
自
治
区
に
は
東
春
近
小
学
校
が
、
西
春
近
地
域
自
治
区
に
は
西
春
近
北
小
学
校
と
西
春
近
南
小
学
校
が
置

か
れ
、
春
富
中
学
校
に
進
学
す
る
。
西
箕
輪
地
域
自
治
区
に
は
西
箕
輪
小
学
校
と
西
箕
輪
中
学
校
が
、
高
遠
町
地
域
自
治
区
に
は
高
遠
小

学
校
・
高
遠
北
小
学
校
と
高
遠
中
学
校
が
置
か
れ
、
長
谷
地
域
に
は
長
谷
小
学
校
と
長
谷
中
学
校
が
置
か
れ
て
い
る
。
地
域
自
治
区
（
一

般
制
度
）
と
学
校
区
に
若
干
の
齟
齬
が
見
ら
れ
る
。
な
お
長
谷
地
域
自
治
区
は
「
小
さ
な
拠
点
」
で
あ
る
（
25
）

。

愛
知
県
の
豊
田
市
は
、
二
〇
〇
五
年
四
月
一
日
に
藤
岡
町
、
小
原
村
、
足
助
町
、
下
山
村
、
朝
日
町
、
稲
武
町
を
編
入
し
市
域
を
拡
大

し
た
。
編
入
後
の
九
月
三
〇
日
に
豊
田
市
は
、
改
正
さ
れ
た
地
方
自
治
法
の
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
の
導
入
を
目
的
に
「
豊
田
市
地

域
自
治
区
条
例
」
を
制
定
し
、
一
二
の
地
域
自
治
区
を
設
定
し
た
。
豊
田
市
の
地
域
自
治
区
の
特
色
は
、
各
地
域
自
治
区
に
複
数
の
中
学

校
を
有
す
る
場
合
に
は
「
代
表
者
会
議
」
を
設
置
し
、
そ
の
下
の
各
中
学
校
に
あ
わ
せ
て
地
域
会
議
を
配
置
し
た
点
に
あ
る
。
ま
さ
に
中

学
校
区
を
単
位
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
を
展
開
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

拳
母
地
域
自
治
区
で
は
、
挙
母
代
表
者
会
議
の
下
に
逢
妻
・
旭
ヶ
丘
・
梅
坪
台
・
浄
水
・
崇
化
館
・
豊
南
の
各
地
域
会
議
（
各
中
学
校

区
）
を
、
高
橋
地
域
自
治
区
で
は
、
高
橋
代
表
者
会
議
の
下
に
高
橋
・
益
富
・
美
郷
の
各
地
域
会
議
（
各
中
学
校
区
）
を
、
上
郷
地
域
自
治

区
で
は
、
上
郷
代
表
者
会
議
の
下
に
上
郷
・
末
野
原
の
各
地
域
会
議
（
各
中
学
校
区
）
を
、
高
岡
地
域
自
治
区
で
は
、
高
岡
代
表
者
会
議

の
下
に
前
林
・
龍
神
・
若
園
・
若
林
（
高
岡
中
学
校
区
）
の
各
地
域
会
議
（
各
中
学
校
区
）
を
、
猿
投
地
域
自
治
区
で
は
、
猿
投
代
表
者
会

議
の
下
に
井
郷
・
石
野
・
猿
投
・
猿
投
台
・
保
見
の
各
地
域
会
議
（
各
中
学
校
区
）
を
、
松
平
地
域
自
治
区
で
は
、
松
平
地
域
会
議
（
中
学

（
一
二
九
九
）



平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
行
政
の
展
開
（
山
田
）

二
九

地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
へ
移
行
し
た
。
伊
那
地
域
自
治
区
に
は
伊
那
小
学
校
・
伊
那
東
小
学
校
・
伊
那
北
小
学
校
・
伊
那
西
小
学
校

と
伊
那
中
学
校
・
東
部
中
学
校
が
、
美
篶
地
域
自
治
区
に
は
美
篶
小
学
校
が
、
手
良
地
域
自
治
区
に
は
手
良
小
学
校
が
置
か
れ
、
児
童
は

東
部
中
学
校
に
進
学
す
る
。
富
県
地
域
自
治
区
に
は
富
県
小
学
校
と
新
山
小
学
校
が
置
か
れ
、
児
童
は
区
外
の
東
部
中
学
校
と
春
富
中
学

校
に
進
学
す
る
。
東
春
近
地
域
自
治
区
に
は
東
春
近
小
学
校
が
、
西
春
近
地
域
自
治
区
に
は
西
春
近
北
小
学
校
と
西
春
近
南
小
学
校
が
置

か
れ
、
春
富
中
学
校
に
進
学
す
る
。
西
箕
輪
地
域
自
治
区
に
は
西
箕
輪
小
学
校
と
西
箕
輪
中
学
校
が
、
高
遠
町
地
域
自
治
区
に
は
高
遠
小

学
校
・
高
遠
北
小
学
校
と
高
遠
中
学
校
が
置
か
れ
、
長
谷
地
域
に
は
長
谷
小
学
校
と
長
谷
中
学
校
が
置
か
れ
て
い
る
。
地
域
自
治
区
（
一

般
制
度
）
と
学
校
区
に
若
干
の
齟
齬
が
見
ら
れ
る
。
な
お
長
谷
地
域
自
治
区
は
「
小
さ
な
拠
点
」
で
あ
る
（
25
）

。

愛
知
県
の
豊
田
市
は
、
二
〇
〇
五
年
四
月
一
日
に
藤
岡
町
、
小
原
村
、
足
助
町
、
下
山
村
、
朝
日
町
、
稲
武
町
を
編
入
し
市
域
を
拡
大

し
た
。
編
入
後
の
九
月
三
〇
日
に
豊
田
市
は
、
改
正
さ
れ
た
地
方
自
治
法
の
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
の
導
入
を
目
的
に
「
豊
田
市
地

域
自
治
区
条
例
」
を
制
定
し
、
一
二
の
地
域
自
治
区
を
設
定
し
た
。
豊
田
市
の
地
域
自
治
区
の
特
色
は
、
各
地
域
自
治
区
に
複
数
の
中
学

校
を
有
す
る
場
合
に
は
「
代
表
者
会
議
」
を
設
置
し
、
そ
の
下
の
各
中
学
校
に
あ
わ
せ
て
地
域
会
議
を
配
置
し
た
点
に
あ
る
。
ま
さ
に
中

学
校
区
を
単
位
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
を
展
開
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

拳
母
地
域
自
治
区
で
は
、
挙
母
代
表
者
会
議
の
下
に
逢
妻
・
旭
ヶ
丘
・
梅
坪
台
・
浄
水
・
崇
化
館
・
豊
南
の
各
地
域
会
議
（
各
中
学
校

区
）
を
、
高
橋
地
域
自
治
区
で
は
、
高
橋
代
表
者
会
議
の
下
に
高
橋
・
益
富
・
美
郷
の
各
地
域
会
議
（
各
中
学
校
区
）
を
、
上
郷
地
域
自
治

区
で
は
、
上
郷
代
表
者
会
議
の
下
に
上
郷
・
末
野
原
の
各
地
域
会
議
（
各
中
学
校
区
）
を
、
高
岡
地
域
自
治
区
で
は
、
高
岡
代
表
者
会
議

の
下
に
前
林
・
龍
神
・
若
園
・
若
林
（
高
岡
中
学
校
区
）
の
各
地
域
会
議
（
各
中
学
校
区
）
を
、
猿
投
地
域
自
治
区
で
は
、
猿
投
代
表
者
会

議
の
下
に
井
郷
・
石
野
・
猿
投
・
猿
投
台
・
保
見
の
各
地
域
会
議
（
各
中
学
校
区
）
を
、
松
平
地
域
自
治
区
で
は
、
松
平
地
域
会
議
（
中
学

（
一
二
九
九
）
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五
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六
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

三
〇

校
区
）
を
、
藤
岡
地
域
自
治
区
で
は
、
藤
岡
代
表
者
会
議
の
下
に
藤
岡
・
藤
岡
南
の
各
地
域
会
議
（
各
中
学
校
区
）
を
、
小
原
地
域
自
治
区

に
は
小
原
地
域
会
議
（
中
学
校
区
）
を
、
足
助
地
域
自
治
区
に
は
足
助
地
域
会
議
（
中
学
校
区
）
を
、
下
山
地
域
自
治
区
に
は
下
山
地
域
会

議
（
中
学
校
区
）
を
、
旭
地
域
自
治
区
に
は
旭
地
域
会
議
（
中
学
校
区
）
を
、
稲
武
地
域
自
治
区
に
は
稲
武
地
域
会
議
（
中
学
校
区
）
を
置
い

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
豊
田
市
の
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
は
、
全
中
学
校
区
を
対
象
に
設
置
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
徴
が

認
め
ら
れ
る
。
ま
た
編
入
し
た
四
町
・
二
村
の
六
町
村
を
対
象
に
中
学
校
区
で
設
置
さ
れ
た
藤
岡
地
域
自
治
区
、
小
原
地
域
自
治
区
、
足

助
地
域
自
治
区
、
下
山
地
域
自
治
区
、
旭
地
域
自
治
区
、
稲
武
地
域
自
治
区
の
六
の
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
は
す
べ
て
「
小
さ
な
拠

点
」
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
（
26
）

。

新
城
市
は
、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
一
日
に
新
城
市
、
鳳
来
町
、
作
手
村
の
合
併
に
よ
っ
て
新
設
さ
れ
た
市
で
あ
る
。
合
併
期
に
市
は

「
市
内
を
一
五
の
区
域
に
分
け
、
区
域
ご
と
に
副
課
長
級
以
上
の
管
理
職
職
員
を
「
地
域
担
当
」
と
し
て
複
数
名
配
置
し
、
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
を
支
援
」（
愛
知
県
Ｈ
Ｐ
）
し
て
き
た
。
合
併
か
ら
七
年
半
後
の
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
一
二
月
二
〇
日
に
「
新
城
市
地
域
自

治
区
条
例
」
制
定
を
制
定
し
、
市
内
に
一
〇
の
「
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）」
と
「
地
域
協
議
会
」
を
設
置
し
た
。
新
城
地
域
自
治
区
の

新
城
小
学
校
と
、
舟
着
地
域
自
治
区
の
舟
着
小
学
校
の
生
徒
は
新
城
中
学
校
に
進
学
す
る
。
千
郷
地
域
自
治
区
に
は
千
郷
小
学
校
と
千
郷

中
学
校
が
置
か
れ
て
い
る
。
東
郷
地
域
自
治
区
に
は
東
郷
西
小
学
校
・
東
郷
東
小
学
校
と
東
郷
中
学
校
が
、
八
名
地
域
自
治
区
に
は
八
名

小
学
校
・
庭
野
小
学
校
と
八
名
中
学
校
が
置
か
れ
て
い
る
。
鳳
来
中
部
地
域
自
治
区
の
鳳
来
中
部
小
学
校
と
、
鳳
来
南
部
地
域
自
治
区
の

黄
柳
川
小
学
校
と
、
鳳
来
北
西
部
地
域
自
治
区
の
鳳
来
寺
小
学
校
と
、
鳳
来
東
部
地
域
自
治
区
の
鳳
来
東
小
学
校
・
東
陽
小
学
校
の
児
童

は
鳳
来
中
学
校
に
進
学
す
る
。
作
手
地
域
自
治
区
に
は
作
手
小
学
校
と
作
手
中
学
校
が
置
か
れ
て
い
る
。
新
城
市
の
地
域
自
治
区
は
お
お

む
ね
小
学
校
区
と
中
学
校
区
を
対
象
に
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
（
27
）

。

（
一
三
〇
〇
）

平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
行
政
の
展
開
（
山
田
）

三
一

宮
崎
県
宮
崎
市
は
、
二
〇
〇
六
年
一
月
一
日
に
佐
土
原
町
と
田
野
町
と
高
岡
町
を
、
二
〇
一
〇
年
三
月
二
三
日
に
清
武
町
を
編
入
し
、

区
域
を
拡
大
さ
せ
た
市
で
あ
る
。
合
併
を
機
に
旧
宮
崎
市
内
に
地
域
協
議
会
と
地
域
自
治
区
の
事
務
所
を
有
す
る
一
五
の
地
域
自
治
区
を

置
き
、
地
域
セ
ン
タ
ー
に
地
域
事
務
所
を
配
置
し
た
。
合
併
町
域
の
旧
佐
土
原
町
、
旧
田
野
町
、
旧
高
岡
町
の
区
域
に
は
合
併
特
例
区
を

設
置
し
た
。
こ
れ
ら
合
併
特
例
区
は
二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
一
月
に
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
と
な
っ
た
。
宮
崎
市
は
地
域
自
治
の

拡
充
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
二
〇
〇
九
（
平
成
二
一
）
年
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
税
を
導
入
し
て
い
る
。
同
年
に
大
宮
地
域
自
治
区
を
大

宮
地
域
自
治
区
と
東
大
宮
地
域
自
治
区
に
分
離
さ
せ
た
。
二
〇
一
〇
年
三
月
に
清
武
町
を
編
入
し
て
清
武
町
合
併
特
例
区
を
設
置
し
、

二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
に
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
に
移
行
さ
せ
た
。
ま
た
二
〇
一
〇
年
六
月
に
は
大
塚
台
・
生
目
台
地
域
自
治
区

が
分
離
し
、
大
塚
台
地
域
自
治
区
と
生
目
台
地
域
自
治
区
に
な
っ
た
。
二
〇
一
六
（
平
成
二
八
）
年
四
月
に
赤
江
地
域
自
治
区
が
赤
江
地

域
自
治
区
と
本
郷
地
域
自
治
区
に
分
離
し
、
宮
崎
市
の
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
は
二
二
区
と
な
っ
た
。

各
地
域
の
小
中
学
校
区
と
の
関
係
を
見
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
中
央
東
地
域
自
治
区
の
江
平
小
学
校
・
宮
崎
小
学
校
と
、
檍
地
域

自
治
区
の
潮
見
小
学
校
・
宮
崎
港
小
学
校
・
檍
小
学
校
・
檍
北
小
学
校
の
児
童
は
、
宮
崎
東
中
学
校
・
宮
崎
中
学
校
・
檍
中
学
校
に
進
学

す
る
。
中
央
西
地
域
自
治
区
の
西
池
小
学
校
と
小
戸
地
域
自
治
区
の
小
戸
小
学
校
の
児
童
は
宮
崎
西
中
学
校
に
、
大
宮
地
域
自
治
区
の
大

宮
小
学
校
と
池
内
小
学
校
の
児
童
は
大
宮
中
学
校
に
進
学
す
る
。
東
大
宮
地
域
自
治
区
の
東
大
宮
小
学
校
・
宮
崎
東
小
学
校
と
、
住
吉
地

域
自
治
区
の
住
吉
南
小
学
校
・
住
吉
小
学
校
の
児
童
は
東
大
宮
中
学
校
と
住
吉
中
学
校
に
進
学
す
る
。
大
淀
地
域
自
治
区
の
大
淀
小
学

校
・
古
城
小
学
校
と
、
赤
江
地
域
自
治
区
の
恒
久
小
学
校
・
宮
崎
南
小
学
校
・
赤
江
小
学
校
の
児
童
は
大
淀
中
学
校
・
赤
江
中
学
校
・
赤

江
東
中
学
校
に
進
学
す
る
。
大
塚
地
域
自
治
区
の
大
塚
小
学
校
と
江
南
小
学
校
の
児
童
は
大
塚
中
学
校
に
、
生
目
台
地
域
自
治
区
の
生
目

台
東
小
学
校
と
生
目
台
西
小
学
校
の
児
童
は
生
目
台
中
学
校
に
、
本
郷
地
域
自
治
区
の
国
富
小
学
校
と
本
郷
小
学
校
の
児
童
は
本
郷
中
学

（
一
三
〇
一
）



平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
行
政
の
展
開
（
山
田
）

三
一

宮
崎
県
宮
崎
市
は
、
二
〇
〇
六
年
一
月
一
日
に
佐
土
原
町
と
田
野
町
と
高
岡
町
を
、
二
〇
一
〇
年
三
月
二
三
日
に
清
武
町
を
編
入
し
、

区
域
を
拡
大
さ
せ
た
市
で
あ
る
。
合
併
を
機
に
旧
宮
崎
市
内
に
地
域
協
議
会
と
地
域
自
治
区
の
事
務
所
を
有
す
る
一
五
の
地
域
自
治
区
を

置
き
、
地
域
セ
ン
タ
ー
に
地
域
事
務
所
を
配
置
し
た
。
合
併
町
域
の
旧
佐
土
原
町
、
旧
田
野
町
、
旧
高
岡
町
の
区
域
に
は
合
併
特
例
区
を

設
置
し
た
。
こ
れ
ら
合
併
特
例
区
は
二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
一
月
に
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
と
な
っ
た
。
宮
崎
市
は
地
域
自
治
の

拡
充
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
二
〇
〇
九
（
平
成
二
一
）
年
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
税
を
導
入
し
て
い
る
。
同
年
に
大
宮
地
域
自
治
区
を
大

宮
地
域
自
治
区
と
東
大
宮
地
域
自
治
区
に
分
離
さ
せ
た
。
二
〇
一
〇
年
三
月
に
清
武
町
を
編
入
し
て
清
武
町
合
併
特
例
区
を
設
置
し
、

二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
に
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
に
移
行
さ
せ
た
。
ま
た
二
〇
一
〇
年
六
月
に
は
大
塚
台
・
生
目
台
地
域
自
治
区

が
分
離
し
、
大
塚
台
地
域
自
治
区
と
生
目
台
地
域
自
治
区
に
な
っ
た
。
二
〇
一
六
（
平
成
二
八
）
年
四
月
に
赤
江
地
域
自
治
区
が
赤
江
地

域
自
治
区
と
本
郷
地
域
自
治
区
に
分
離
し
、
宮
崎
市
の
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
は
二
二
区
と
な
っ
た
。

各
地
域
の
小
中
学
校
区
と
の
関
係
を
見
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
中
央
東
地
域
自
治
区
の
江
平
小
学
校
・
宮
崎
小
学
校
と
、
檍
地
域

自
治
区
の
潮
見
小
学
校
・
宮
崎
港
小
学
校
・
檍
小
学
校
・
檍
北
小
学
校
の
児
童
は
、
宮
崎
東
中
学
校
・
宮
崎
中
学
校
・
檍
中
学
校
に
進
学

す
る
。
中
央
西
地
域
自
治
区
の
西
池
小
学
校
と
小
戸
地
域
自
治
区
の
小
戸
小
学
校
の
児
童
は
宮
崎
西
中
学
校
に
、
大
宮
地
域
自
治
区
の
大

宮
小
学
校
と
池
内
小
学
校
の
児
童
は
大
宮
中
学
校
に
進
学
す
る
。
東
大
宮
地
域
自
治
区
の
東
大
宮
小
学
校
・
宮
崎
東
小
学
校
と
、
住
吉
地

域
自
治
区
の
住
吉
南
小
学
校
・
住
吉
小
学
校
の
児
童
は
東
大
宮
中
学
校
と
住
吉
中
学
校
に
進
学
す
る
。
大
淀
地
域
自
治
区
の
大
淀
小
学

校
・
古
城
小
学
校
と
、
赤
江
地
域
自
治
区
の
恒
久
小
学
校
・
宮
崎
南
小
学
校
・
赤
江
小
学
校
の
児
童
は
大
淀
中
学
校
・
赤
江
中
学
校
・
赤

江
東
中
学
校
に
進
学
す
る
。
大
塚
地
域
自
治
区
の
大
塚
小
学
校
と
江
南
小
学
校
の
児
童
は
大
塚
中
学
校
に
、
生
目
台
地
域
自
治
区
の
生
目

台
東
小
学
校
と
生
目
台
西
小
学
校
の
児
童
は
生
目
台
中
学
校
に
、
本
郷
地
域
自
治
区
の
国
富
小
学
校
と
本
郷
小
学
校
の
児
童
は
本
郷
中
学

（
一
三
〇
一
）
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三
二

校
に
進
学
す
る
。
木
花
地
域
自
治
区
の
木
花
小
学
校
・
鏡
洲
小
学
校
・
学
園
木
花
台
小
学
校
の
児
童
は
木
花
中
学
校
へ
、
青
島
地
域
自
治

区
の
青
島
小
学
校
と
内
海
小
学
校
の
児
童
は
青
島
中
学
校
に
進
学
す
る
。
大
塚
台
地
域
自
治
区
の
宮
崎
西
小
学
校
、
生
目
地
域
自
治
区
の

生
目
小
学
校
、
小
松
台
地
域
自
治
区
の
小
松
台
小
学
校
の
児
童
は
生
目
南
中
学
校
と
生
目
中
学
校
に
進
学
す
る
。
北
地
域
自
治
区
の
瓜
生

野
小
学
校
と
岡
倉
小
学
校
の
児
童
は
宮
崎
北
中
学
校
に
進
学
す
る
。

編
入
さ
れ
た
地
域
に
設
置
さ
れ
た
佐
土
原
地
域
自
治
区
に
は
、
佐
土
原
小
学
校
・
那
珂
小
学
校
・
広
瀬
小
学
校
・
広
瀬
北
小
学
校
・
広

瀬
西
小
学
校
と
佐
土
原
中
学
校
・
広
瀬
中
学
校
・
久
峰
中
学
校
が
置
か
れ
て
い
る
。
田
野
地
域
自
治
区
に
は
田
野
小
学
校
・
七
野
小
学
校

と
田
野
中
学
校
が
置
か
れ
て
い
る
。
高
岡
地
域
自
治
区
に
は
高
岡
小
学
校
・
穆
佐
小
学
校
と
高
岡
中
学
校
が
、
清
武
地
域
自
治
区
に
は
清

武
小
学
校
・
大
久
保
小
学
校
・
加
納
小
学
校
と
清
武
中
学
校
・
加
納
中
学
校
が
置
か
れ
て
い
る
。
宮
崎
市
の
地
域
自
治
区
は
四
〇
万
人
を

超
え
る
人
口
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
学
校
数
も
多
く
地
域
自
治
区
と
小
学
校
区
が
重
な
っ
て
い
る
も
の
は
五
地
域
自
治
区
、
地
域
自

治
区
と
中
学
校
区
が
重
な
っ
て
い
る
も
の
は
九
地
域
自
治
区
で
あ
り
、
他
の
八
地
域
は
複
数
の
学
校
区
を
抱
え
て
い
る
（
28
）

。

五
　
小
さ
な
拠
点
を
中
心
に
見
た
今
後
の
日
本
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
の
あ
る
べ
き
姿

平
成
の
大
合
併
を
足
掛
か
り
に
日
本
で
は
、
第
二
七
次
地
方
制
度
調
査
会
の
答
申
を
受
け
て
効
率
性
を
求
め
る
広
域
行
政
化
の
推
進

（
団
体
自
治
）
と
合
わ
せ
て
、
身
近
な
行
政
い
わ
ゆ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
の
推
進
（
住
民
自
治
）
を
前
提
と
し
た
地
域
自
治
組
織
の
改
革

に
向
け
た
地
方
自
治
法
の
改
正
が
行
わ
れ
、
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
が
誕
生
し
た
。
現
存
の
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
は
ま
だ
八
の

道
と
県
（
都
道
府
県
の
一
七
％
）
の
一
三
市
町
（
一
七
四
一
市
区
町
村
の
七
％
強
）
に
一
二
八
自
治
区
し
か
存
在
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
を
小

学
校
区
と
中
学
校
区
を
対
象
に
分
類
す
る
と
、
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
に
一
つ
ず
つ
の
小
学
校
と
中
学
校
が
存
在
し
て
い
る
も
の
が

（
一
三
〇
二
）

平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
行
政
の
展
開
（
山
田
）

三
三

二
九
（
二
二
・
六
％
）、
小
学
校
区
と
同
じ
区
域
の
も
の
が
三
六
（
二
八
・
一
％
）、
中
学
校
と
同
じ
区
域
の
も
の
が
三
〇
（
二
三
・
四
％
）、
そ
の

他
が
三
三
（
二
五
・
八
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
中
の
豊
田
市
の
六
の
自
治
区
に
は
、
自
治
区
内
に
あ
る
中
学
校
区
を
対
象
に
二
二
の
地
域
会
議
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
他
の

地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
が
小
学
校
区
か
中
学
校
区
を
対
象
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
豊
田
区
の
各
地
域
会
議
（
中
学
校

区
）
は
、
他
の
都
道
府
県
の
市
町
村
の
一
つ
の
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
に
類
似
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
う
し

た
場
合
に
は
現
存
の
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
は
全
体
で
一
五
五
の
区
域
と
な
り
、
中
学
校
区
と
同
じ
圏
域
の
も
の
が
五
二
と
な
り
、

全
体
の
ほ
ぼ
三
分
の
一
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
29
）

。

こ
の
よ
う
に
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
は
、
小
学
校
区
が
単
位
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
累
計
で
六
五
区
、
中
学
校
区
が
単
位
と
な
っ

て
い
る
も
の
が
八
八
区
、
い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い
も
の
が
二
七
区
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
特
に
少
子
化
の
進
む
日
本
に
あ
っ
て
は
、
今
後
、

一
つ
の
小
学
校
区
と
一
つ
の
中
学
校
区
し
か
存
在
し
な
い
地
区
の
増
加
、
あ
る
い
は
複
数
の
小
学
校
の
児
童
が
一
つ
の
中
学
校
に
進
学
す

る
ケ
ー
ス
が
増
加
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
住
民
の
日
常
生
活
圏
や
日
常
社
会
生
活
圏
を
住
民
自
治
の
基
本
的
な
単
位
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

ま
さ
に
小
学
校
区
か
中
学
校
区
を
単
位
に
区
域
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

他
方
、
地
域
格
差
が
強
調
さ
れ
て
き
て
い
る
現
代
社
会
に
あ
っ
て
は
、「
小
さ
な
拠
点
」
や
「
地
域
運
営
組
織
」
を
通
じ
て
、
中
山
間

地
を
中
心
と
す
る
消
滅
可
能
性
都
市
や
限
界
集
落
等
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
地
域
運
営
組
織
の
組
織
形
態
に
つ
い
て
総
務
省
は
、

「
地
域
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
地
域
で
暮
ら
す
人
々
が
中
心
と
な
っ
て
形
成
さ
れ
、
地
域
内
の
様
々
な
関
係
主
体
が
參
加
す
る
協
議
組

織
が
定
め
た
地
域
経
営
の
指
針
に
基
づ
き
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
を
持
続
的
に
実
践
す
る
組
織
」
で
あ
り
、
地
域
運
営
組
織

の
組
織
形
態
と
し
て
は
、
協
議
機
能
と
実
行
機
能
を
同
一
の
組
織
が
併
せ
持
つ
も
の
（
一
体
型
）
や
、
協
議
機
能
を
持
つ
組
織
か
ら
実
行

（
一
三
〇
三
）



平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
行
政
の
展
開
（
山
田
）

三
三

二
九
（
二
二
・
六
％
）、
小
学
校
区
と
同
じ
区
域
の
も
の
が
三
六
（
二
八
・
一
％
）、
中
学
校
と
同
じ
区
域
の
も
の
が
三
〇
（
二
三
・
四
％
）、
そ
の

他
が
三
三
（
二
五
・
八
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
中
の
豊
田
市
の
六
の
自
治
区
に
は
、
自
治
区
内
に
あ
る
中
学
校
区
を
対
象
に
二
二
の
地
域
会
議
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
他
の

地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
が
小
学
校
区
か
中
学
校
区
を
対
象
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
豊
田
区
の
各
地
域
会
議
（
中
学
校

区
）
は
、
他
の
都
道
府
県
の
市
町
村
の
一
つ
の
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
に
類
似
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
う
し

た
場
合
に
は
現
存
の
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
は
全
体
で
一
五
五
の
区
域
と
な
り
、
中
学
校
区
と
同
じ
圏
域
の
も
の
が
五
二
と
な
り
、

全
体
の
ほ
ぼ
三
分
の
一
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
29
）

。

こ
の
よ
う
に
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
は
、
小
学
校
区
が
単
位
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
累
計
で
六
五
区
、
中
学
校
区
が
単
位
と
な
っ

て
い
る
も
の
が
八
八
区
、
い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い
も
の
が
二
七
区
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
特
に
少
子
化
の
進
む
日
本
に
あ
っ
て
は
、
今
後
、

一
つ
の
小
学
校
区
と
一
つ
の
中
学
校
区
し
か
存
在
し
な
い
地
区
の
増
加
、
あ
る
い
は
複
数
の
小
学
校
の
児
童
が
一
つ
の
中
学
校
に
進
学
す

る
ケ
ー
ス
が
増
加
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
住
民
の
日
常
生
活
圏
や
日
常
社
会
生
活
圏
を
住
民
自
治
の
基
本
的
な
単
位
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

ま
さ
に
小
学
校
区
か
中
学
校
区
を
単
位
に
区
域
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

他
方
、
地
域
格
差
が
強
調
さ
れ
て
き
て
い
る
現
代
社
会
に
あ
っ
て
は
、「
小
さ
な
拠
点
」
や
「
地
域
運
営
組
織
」
を
通
じ
て
、
中
山
間

地
を
中
心
と
す
る
消
滅
可
能
性
都
市
や
限
界
集
落
等
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
地
域
運
営
組
織
の
組
織
形
態
に
つ
い
て
総
務
省
は
、

「
地
域
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
地
域
で
暮
ら
す
人
々
が
中
心
と
な
っ
て
形
成
さ
れ
、
地
域
内
の
様
々
な
関
係
主
体
が
參
加
す
る
協
議
組

織
が
定
め
た
地
域
経
営
の
指
針
に
基
づ
き
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
を
持
続
的
に
実
践
す
る
組
織
」
で
あ
り
、
地
域
運
営
組
織

の
組
織
形
態
と
し
て
は
、
協
議
機
能
と
実
行
機
能
を
同
一
の
組
織
が
併
せ
持
つ
も
の
（
一
体
型
）
や
、
協
議
機
能
を
持
つ
組
織
か
ら
実
行

（
一
三
〇
三
）
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四

機
能
を
切
り
離
し
て
別
組
織
を
形
成
し
つ
つ
、
相
互
に
連
携
し
て
い
る
も
の
（
分
離
型
）
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
様
々
な
も
の
が

あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
（
30
）

。

ま
た
小
さ
な
拠
点
は
、「
中
山
間
地
域
等
の
集
落
生
活
圏
（
複
数
の
集
落
を
含
む
生
活
圏
）
に
お
い
て
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
上
で

必
要
な
生
活
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
続
け
ら
れ
る
環
境
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
地
域
住
民
が
、
自
治
体
や
事
業
者
、
各
種
団
体
と
協
力
・

役
割
分
担
を
し
な
が
ら
、
各
種
生
活
支
援
機
能
を
集
約
・
確
保
し
た
り
、
地
域
の
資
源
を
活
用
し
、
し
ご
と
・
収
入
を
確
保
す
る
取
組
」

の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
小
さ
な
拠
点
は
、「
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
著
し
い
中
山
間
地
域
等
に
お
い
て
は
、
一
体
的
な
日
常
生
活
圏

を
構
成
し
て
い
る
『
集
落
生
活
圏
』
を
維
持
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
住
民
が
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
①
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
集
落
生
活
圏
の
将
来
像
の
合
意
形
成
、
②
持
続
的
な
取
組
体
制
の
確
立
（
地
域
運
営
組
織
の
形
成
）、

③
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
確
保
、
④
地
域
の
収
入
の
確
保
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
施
な
ど
の
取
組
を
進
め
る
と
と
も

に
、
地
域
に
合
っ
た
生
活
サ
ー
ビ
ス
機
能
や
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
保
等
に
よ
り
」
推
進
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
（
31
）

。

「
小
さ
な
拠
点
」
の
実
態
は
表
３
の
通
り
で
あ
り
、
各
都
道
府
県
に
合
計
一
五
一
二
箇
所
存
在
し
て
お
り
、
一
都
道
府
県
あ
た
り
平
均

は
三
二
・
一
七
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。
市
を
見
る
と
東
京
都
・
神
奈
川
県
・
和
歌
山
県
に
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
四
四
道
府
県
の
二
〇
九

市
（
七
九
〇
市
の
二
六
・
五
％
）
に
一
〇
二
六
箇
所
設
置
さ
れ
て
い
る
。
町
を
見
る
と
茨
城
県
・
富
山
県
・
大
阪
府
・
佐
賀
県
・
沖
縄
県
を

除
く
四
二
都
道
府
県
の
一
七
五
町
（
四
七
五
町
の
三
六
・
八
％
）
に
四
一
三
箇
所
設
置
さ
れ
て
い
る
。
村
を
見
る
と
、
村
の
存
在
し
な
い
栃

木
県
・
石
川
県
・
福
井
県
・
静
岡
県
・
三
重
県
・
滋
賀
県
・
兵
庫
県
・
広
島
県
・
山
口
県
・
香
川
県
・
愛
媛
県
・
佐
賀
県
・
長
崎
県
の

一
三
県
と
、
青
森
県
・
宮
城
県
・
千
葉
県
・
東
京
都
・
富
山
県
・
大
阪
府
・
和
歌
山
県
・
鳥
取
県
・
島
根
県
・
福
岡
県
・
大
分
県
を
除
い

た
二
三
府
県
の
四
九
村
（
一
八
三
村
の
三
九
・
九
％
）
に
七
三
拠
点
設
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
予
定
数
を
加
え
る
と
、
二
七
道
県
の
三
六

（
一
三
〇
四
）

平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
行
政
の
展
開
（
山
田
）

三
五

表
3　
小
さ
な
拠
点
の
実
態

既
存
の
小
さ
な
拠
点

設
置
予
定
の
小
さ
な
拠
点

都
道
府
県

小
さ
な
拠
点
実
数

市
の
小
さ
な
拠
点
数

町
の
小
さ
な
拠
点
数

村
の
小
さ
な
拠
点
数

備
　
　
考

小
さ
な
拠
点
予
定
数

市
の
予
定
数

町
の
予
定
数

村
の
予
定
数

備
　
　
考

小
さ
な
拠
点
総
数

北
海
道

83
9
市
：
31

35
町
：
48

3
村
：
4

小
学
校
区
：
36

中
学
校
区
：
37

4
1
市
：
未
定

3
町
：
3

小
学
校
区
：
2

中
学
校
区
：
2

87

青
森
県

16
8
市
：
13

3
町
：
3

小
学
校
区
：
2

中
学
校
区
：
10

16

岩
手
県

40
7
市
：
29

3
町
：
9

2
村
：
2

小
学
校
区
：
31

中
学
校
区
：
7

4
1
町
：
4

（
雫
石
町
）

44

宮
城
県

56
4
市
：
35

6
町
：
21

小
学
校
区
：
3

中
学
校
区
：
15

12
2
市
：
11

1
町
：
1

（
加
美
・
小
）

小
学
校
区
：
9

中
学
校
区
：
3

68

秋
田
県

14
5
市
：
11

2
町
：
2

1
村
：
1

（
大
潟
・
中
）

小
学
校
区
：
8

中
学
校
区
：
6

14

山
形
県

35
3
市
：
7

8
町
：
25

1
村
：
3

小
学
校
区
：
29

中
学
校
区
：
3

6
2
町
：
6

小
学
校
区
：
1

中
学
校
区
：
4

41

福
島
県

38
4
市
：
6

6
町
：
25

3
村
：
7

小
学
校
区
：
26

中
学
校
区
：
10

4
1
市
：
1

（
伊
達
・
小
）

1
町
：
1

（
双
葉
町
）

2
村
：
2

小
学
校
区
：
2

中
学
校
区
：
1

42

茨
城
県

11
3
市
：
7

1
村
：
1

（
美
浦
・
中
）

小
学
校
区
：
7

中
学
校
区
：
4

11

栃
木
県

21
3
市
：
18

2
町
：
3

小
学
校
区
：
13

中
学
校
区
：
7

11
3
市
：
10

1
町
：
1

（
市
貝
・
小
）

小
学
校
区
：
9

32

群
馬
県

26
3
市
：
14

3
町
：
11

1
村
：
1

（
高
山
・
中
）

小
学
校
区
：
24

中
学
校
区
：
2

2
2
村
：
2

小
学
校
区
：
1

28

埼
玉
県

10
2
市
：
5

4
町
：
4

1
村
：
1

（
東
秩
父
村
）

小
学
校
区
：
5

中
学
校
区
：
5

4
1
市
：
1

（
熊
谷
・
小
）

3
町
：
3

小
学
校
区
：
2

中
学
校
区
：
1

14

千
葉
県

29
5
市
：
21

4
町
：
8

小
学
校
区
：
19

中
学
校
区
：
8

1
1
村
：
1

（
長
生
村
）

小
学
校
区
：
1

30

東
京
都

1
1
町
1

（
八
丈
町
）

小
学
校
区
：
1

1

神
奈
川
県

2
1
町
：
1

（
山
北
・
小
）

1
村
：
1

（
清
川
・
中
）

小
学
校
区
：
1

中
学
校
区
：
1

1
1
市
：
1

（
相
模
原
市
）

中
学
校
区
：
1

3

新
潟
県

33
7
市
：
30

1
町
：
1

（
出
雲
崎
町
）

2
村
：
2

小
学
校
区
：
15

中
学
校
区
：
17

1
1
市
：
1

（
小
千
谷
市
）

中
学
校
区
：
1

34

富
山
県

2
2
市
：
2

小
学
校
区
：
2

21
1
市
：
21

（
氷
見
市
）

23

石
川
県

18
3
市
：
15

1
町
：
3

（
中
能
登
町
）

小
学
校
区
：
14

中
学
校
区
：
4

1
1
市
：
1

（
羽
昨
市
）

19

福
井
県

9
4
市
：
6

1
町
：
3

（
越
前
町
）

小
学
校
区
：
5

中
学
校
区
：
4

4
1
市
：
1

（
坂
井
市
）

2
町
：
3

小
学
校
区
：
1

中
学
校
区
：
3

13

山
梨
県

26
6
市
：
20

2
町
：
5

1
村
：
1

（
丹
波
山
村
）

小
学
校
区
：
21

中
学
校
区
：
5

2
2
市
：
2

小
学
校
区
：
1

中
学
校
区
：
1

28

（
一
三
〇
五
）
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三
五

表
3　
小
さ
な
拠
点
の
実
態

既
存
の
小
さ
な
拠
点

設
置
予
定
の
小
さ
な
拠
点

都
道
府
県

小
さ
な
拠
点
実
数

市
の
小
さ
な
拠
点
数

町
の
小
さ
な
拠
点
数

村
の
小
さ
な
拠
点
数

備
　
　
考

小
さ
な
拠
点
予
定
数

市
の
予
定
数

町
の
予
定
数

村
の
予
定
数

備
　
　
考

小
さ
な
拠
点
総
数

北
海
道

83
9
市
：
31

35
町
：
48

3
村
：
4

小
学
校
区
：
36

中
学
校
区
：
37

4
1
市
：
未
定

3
町
：
3

小
学
校
区
：
2

中
学
校
区
：
2

87

青
森
県

16
8
市
：
13

3
町
：
3

小
学
校
区
：
2

中
学
校
区
：
10

16

岩
手
県

40
7
市
：
29

3
町
：
9

2
村
：
2

小
学
校
区
：
31

中
学
校
区
：
7

4
1
町
：
4

（
雫
石
町
）

44

宮
城
県

56
4
市
：
35

6
町
：
21

小
学
校
区
：
3

中
学
校
区
：
15

12
2
市
：
11

1
町
：
1

（
加
美
・
小
）

小
学
校
区
：
9

中
学
校
区
：
3

68

秋
田
県

14
5
市
：
11

2
町
：
2

1
村
：
1

（
大
潟
・
中
）

小
学
校
区
：
8

中
学
校
区
：
6

14

山
形
県

35
3
市
：
7

8
町
：
25

1
村
：
3

小
学
校
区
：
29

中
学
校
区
：
3

6
2
町
：
6

小
学
校
区
：
1

中
学
校
区
：
4

41

福
島
県

38
4
市
：
6

6
町
：
25

3
村
：
7

小
学
校
区
：
26

中
学
校
区
：
10

4
1
市
：
1

（
伊
達
・
小
）

1
町
：
1

（
双
葉
町
）

2
村
：
2

小
学
校
区
：
2

中
学
校
区
：
1

42

茨
城
県

11
3
市
：
7

1
村
：
1

（
美
浦
・
中
）

小
学
校
区
：
7

中
学
校
区
：
4

11

栃
木
県

21
3
市
：
18

2
町
：
3

小
学
校
区
：
13

中
学
校
区
：
7

11
3
市
：
10

1
町
：
1

（
市
貝
・
小
）

小
学
校
区
：
9

32

群
馬
県

26
3
市
：
14

3
町
：
11

1
村
：
1

（
高
山
・
中
）

小
学
校
区
：
24

中
学
校
区
：
2

2
2
村
：
2

小
学
校
区
：
1

28

埼
玉
県

10
2
市
：
5

4
町
：
4

1
村
：
1

（
東
秩
父
村
）

小
学
校
区
：
5

中
学
校
区
：
5

4
1
市
：
1

（
熊
谷
・
小
）

3
町
：
3

小
学
校
区
：
2

中
学
校
区
：
1

14

千
葉
県

29
5
市
：
21

4
町
：
8

小
学
校
区
：
19

中
学
校
区
：
8

1
1
村
：
1

（
長
生
村
）

小
学
校
区
：
1

30

東
京
都

1
1
町
1

（
八
丈
町
）

小
学
校
区
：
1

1

神
奈
川
県

2
1
町
：
1

（
山
北
・
小
）

1
村
：
1

（
清
川
・
中
）

小
学
校
区
：
1

中
学
校
区
：
1

1
1
市
：
1

（
相
模
原
市
）

中
学
校
区
：
1

3

新
潟
県

33
7
市
：
30

1
町
：
1

（
出
雲
崎
町
）

2
村
：
2

小
学
校
区
：
15

中
学
校
区
：
17

1
1
市
：
1

（
小
千
谷
市
）

中
学
校
区
：
1

34

富
山
県

2
2
市
：
2

小
学
校
区
：
2

21
1
市
：
21

（
氷
見
市
）

23

石
川
県

18
3
市
：
15

1
町
：
3

（
中
能
登
町
）

小
学
校
区
：
14

中
学
校
区
：
4

1
1
市
：
1

（
羽
昨
市
）

19

福
井
県

9
4
市
：
6

1
町
：
3

（
越
前
町
）

小
学
校
区
：
5

中
学
校
区
：
4

4
1
市
：
1

（
坂
井
市
）

2
町
：
3

小
学
校
区
：
1

中
学
校
区
：
3

13

山
梨
県

26
6
市
：
20

2
町
：
5

1
村
：
1

（
丹
波
山
村
）

小
学
校
区
：
21

中
学
校
区
：
5

2
2
市
：
2

小
学
校
区
：
1

中
学
校
区
：
1

28

（
一
三
〇
五
）



政
経
研
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　第
五
十
六
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

三
六

長
野
県

24
2
市
：
3

5
町
：
8

11
村
：
13

小
学
校
区
：
16

中
学
校
区
：
7

10
3
市
：
7

1
町
：
1

（
池
田
・
小
）

2
村
：
2

小
学
校
区
：
5

中
学
校
区
：
1

34

岐
阜
県

53
9
市
：
47

1
町
：
5

（
揖
斐
川
町
）

1
村
：
1

（
白
川
・
小
）

小
学
校
区
：
26

中
学
校
区
：
20

2
1
町
：
2

（
白
川
町
）

中
学
校
区
：
2

55

静
岡
県

25
8
市
：
15

3
町
：
10

小
学
校
区
：
17

中
学
校
区
：
8

3
1
市
：
3

（
伊
豆
市
）

小
学
校
区
：
1

中
学
校
区
：
2

28

愛
知
県

10
2
市
：
7

1
町
：
1

（
設
楽
町
）

2
村
：
2

小
学
校
区
：
1

中
学
校
区
：
9

10

三
重
県

20
2
市
：
16

2
町
：
4

小
学
校
区
：
16

中
学
校
区
：
4

1
1
町
：
1

（
南
伊
勢
町
）

小
学
校
区
：
1

21

滋
賀
県

8
1
市
：
4

（
東
近
江
市
）

1
町
：
4

（
甲
良
町
）

中
学
校
区
：
4

13
2
市
：
9

1
町
：
4

（
甲
良
町
）

小
学
校
区
：
9

21

京
都
府

13
4
市
：
11

1
町
：
1

（
笠
置
町
）

1
村
：
1

（
南
山
城
村
）

小
学
校
区
：
10

中
学
校
区
：
3

13

大
阪
府

1
1
市
：
18

（
河
内
長
野
）

1

兵
庫
県

97
7
市
：
94

3
町
：
3

小
学
校
区
：
86

中
学
校
区
：
9

4
1
市
：
3

（
宍
栗
市
）

1
町
：
1

（
稲
見
町
）

小
学
校
区
：
1

中
学
校
区
：
3

101

奈
良
県

17
2
市
：
4

2
町
：
5

6
村
：
8

小
学
校
区
：
16

中
学
校
区
：
1

1
1
村
：
1

（
上
北
山
村
）

小
学
校
区
：
1

18

和
歌
山
県

17
1
市
：
2

（
有
田
市
）

6
町
：
15

小
学
校
区
：
15

中
学
校
区
：
1

17

鳥
取
県

32
6
町
：
32

小
学
校
区
：
18

中
学
校
区
：
1

2
1
町
：
2

（
大
山
町
）

小
学
校
区
：
2

34

島
根
県

88
7
市
：
77

5
町
：
11

小
学
校
区
：
70

中
学
校
区
：
17

6
2
町
：
6

小
学
校
区
：
6

94

岡
山
県

32
7
市
：
20

6
町
：
10

2
村
：
2

小
学
校
区
：
18

中
学
校
区
：
11

1
1
町
：
1

（
吉
備
中
央
町
）

小
学
校
区
：
1

33

広
島
県

47
7
市
：
36

3
町
：
11

小
学
校
区
：
28

中
学
校
区
：
18

1
1
町
：
1

（
安
芸
太
田
町
）

小
学
校
区
：
1

48

山
口
県

28
6
市
：
25

2
市
：
3

小
学
校
区
：
11

中
学
校
区
：
9

2
2
市
：
2

小
学
校
区
：
1

中
学
校
区
：
1

30

徳
島
県

14
1
市
：
6

（
美
馬
市
）

2
町
：
7

1
村
：
1

（
佐
那
河
内
村
）

小
学
校
区
：
11

中
学
校
区
：
2

1
1
市
：
1

（
美
馬
市
）

小
学
校
区
：
1

15

香
川
県

9
3
市
：
6

2
町
：
3

小
学
校
区
：
8

中
学
校
区
：
1

1
1
市
：
1

（
丸
亀
市
）

中
学
校
区
：
1

10

愛
媛
県

41
4
市
：
32

3
町
：
9

小
学
校
区
：
40

41

高
知
県

53
9
市
：
12

15
町
：
38

3
村
：
3

小
学
校
区
：
43

中
学
校
区
：
6

6
1
市
：
3

（
土
佐
清
水
市
）

3
町
：
3

小
学
校
区
：
2

中
学
校
区
：
4

59

福
岡
県

19
3
市
：
14

3
町
：
5

小
学
校
区
：
8

中
学
校
区
：
10

6
2
市
：
3

2
町
：
2

1
村
：
1

（
東
峰
村
）

小
学
校
区
：
5

25

（
一
三
〇
六
）
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の
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（
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三
七

市
に
一
〇
六
箇
所
と
未
定
一
市
二
一
道
県
の
三
三
町
に
五
一
箇
所
、
八
県
の
一
三
村
に
一
八
箇
所
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
小
さ
な
拠
点
は

一
六
八
八
箇
所
と
な
る
。
予
定
を
含
め
た
小
さ
な
拠
点
一
六
八
八
の
内
、
概
ね
小
学
校
区
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
一
一
四
八
箇
所

（
六
八
・
一
％
）、
中
学
校
区
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
三
七
七
箇
所
（
二
二
・
三
％
）、
そ
の
他
が
一
六
三
箇
所
（
九
・
七
％
）
と
な
っ
て

い
る
（
32
）

。
小
さ
な
拠
点
を
こ
れ
ま
で
調
査
し
た
地
域
で
み
る
と
、
群
馬
県
で
は
二
三
の
拠
点
の
う
ち
二
二
箇
所
は
小
学
校
区
か
旧
小
学
校
区
で
あ

り
、
中
学
校
区
は
わ
ず
か
一
箇
所
に
過
ぎ
な
い
（
33
）

。
徳
島
県
で
は
九
拠
点
の
う
ち
小
学
校
区
や
旧
小
学
校
区
が
三
か
所
、
中
学
校
区
が
二
か

所
、
そ
の
他
が
四
か
所
、
香
川
県
で
は
五
拠
点
の
う
ち
小
学
校
区
や
旧
小
学
校
区
が
四
か
所
、
中
学
校
区
が
一
か
所
、
愛
媛
県
で
は
四
〇

佐
賀
県

7
3
市
：
7

小
学
校
区
：
1

中
学
校
区
：
5

9
1
市
：
9

（
伊
万
里
市
）

小
学
校
区
：
9

16

長
崎
県

41
7
市
：
40

1
町
：
1

（
東
彼
杵
町
）

小
学
校
区
：
9
＋
8

中
学
校
区
：
5

3
1
市
：
3

（
南
島
原
市
）

小
学
校
区
：
3

44

熊
本
県

97
3
市
：
54

6
町
：
40

1
村
：
3

（
水
上
村
）

小
学
校
区
：
85

中
学
校
区
：
5

9
1
町
：
2

（
美
里
町
）

3
村
：
7

小
学
校
区
：
8

106

大
分
県

59
8
市
：
52

2
町
：
7

小
学
校
区
：
51

中
学
校
区
：
8

8
3
市
：
8

小
学
校
区
：
5

中
学
校
区
：
3

67

宮
崎
県

35
6
市
：
19

3
町
：
12

1
村
：
4

小
学
校
区
：
15

中
学
校
区
：
19

4
1
市
：
2

（
小
林
市
）

1
村
：
2

（
椎
葉
村
）

小
学
校
区
：
3

中
学
校
区
：
1

39

鹿
児
島
県

146
13
市
：
128

7
町
：
7

2
村
：
11

小
学
校
区
：
138

中
学
校
区
：
8

5
2
市
：
2

3
町
：
3

小
学
校
区
：
1

中
学
校
区
：
4

151

沖
縄
県

9
3
市
：
7

1
村
：
2

（
国
頭
村
）

小
学
校
区
：
6

中
学
校
区
：
2

9

合
　
計

1512
1026：

209
市

（
44
道
府
県
）

413：
175
町

（
42
都
道
府
県
）

73：
49
村

（
23
道
府
県
）

小
学
校
区
：
1053

中
学
校
区
：
338

176（
37
道
県
）

未
定
1

106：
36
市

（
27
道
県
）

51：
33
町

（
21
道
県
）

18：
13
村

（
8
県
）

小
学
校
区
：
95

中
学
校
区
：
39

1688

平
　
均

32.17
4.75

4.17
2.13

小
学
校
区
：
22.4

中
学
校
区
：
7.19

4.76
1.33

1.57
1.63

小
：
3.28（

29
道
県
）

中
：
2.17（

18
道
県
）

35.91

註
1.　
内
閣
府
「
小
さ
な
拠
点
情
報
サ
イ
ト
：
令
和
元
年
度
小
さ
な
拠
点
の
形
成
に
関
す
る
実
態
調
査
」（
w
w
w
.cao.go.jp/regional_m

anagem
ent）

を
参
照
し
て
作
成
し
た
。

　
2.　
小
さ
な
拠
点
は
予
定
も
入
れ
て
1,688

ヶ
所
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
小
学
校
区
が
1,148

ヶ
所
(68.1％

)、
中
学
校
区
が
377
ヶ
所
(22.3％

)、
そ
の
他
が
163
ヶ
所
(9.7％

)で
あ
る
。

　
3.�　「

小
学
校
区
」
と
「
中
学
校
区
」
は
、「
小
学
校
区
」「
中
学
校
区
」
以
外
に
、「
旧
小
学
校
区
(平
成
の
大
合
併
以
後
の
統
廃
合
の
直
前
ま
で
小
学
校
区
が
あ
っ
た
エ
リ
ア
)」「
旧
中
学
校
区
(平
成
の
大
合
併
以
後
の
統
廃
合
の
直
前
ま
で
中
学
校
区
が
あ
っ
た
エ
リ
ア
)」
や
、

「
小
学
校
区
よ
り
狭
い
」「
中
学
校
区
よ
り
広
い
」
な
ど
記
載
項
目
の
中
に
「
小
学
校
」
や
「
中
学
校
」
が
入
っ
て
い
る
も
の
は
全
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
れ
た
。

（
一
三
〇
七
）



平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
行
政
の
展
開
（
山
田
）

三
七

市
に
一
〇
六
箇
所
と
未
定
一
市
二
一
道
県
の
三
三
町
に
五
一
箇
所
、
八
県
の
一
三
村
に
一
八
箇
所
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
小
さ
な
拠
点
は

一
六
八
八
箇
所
と
な
る
。
予
定
を
含
め
た
小
さ
な
拠
点
一
六
八
八
の
内
、
概
ね
小
学
校
区
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
一
一
四
八
箇
所

（
六
八
・
一
％
）、
中
学
校
区
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
三
七
七
箇
所
（
二
二
・
三
％
）、
そ
の
他
が
一
六
三
箇
所
（
九
・
七
％
）
と
な
っ
て

い
る
（
32
）

。
小
さ
な
拠
点
を
こ
れ
ま
で
調
査
し
た
地
域
で
み
る
と
、
群
馬
県
で
は
二
三
の
拠
点
の
う
ち
二
二
箇
所
は
小
学
校
区
か
旧
小
学
校
区
で
あ

り
、
中
学
校
区
は
わ
ず
か
一
箇
所
に
過
ぎ
な
い
（
33
）

。
徳
島
県
で
は
九
拠
点
の
う
ち
小
学
校
区
や
旧
小
学
校
区
が
三
か
所
、
中
学
校
区
が
二
か

所
、
そ
の
他
が
四
か
所
、
香
川
県
で
は
五
拠
点
の
う
ち
小
学
校
区
や
旧
小
学
校
区
が
四
か
所
、
中
学
校
区
が
一
か
所
、
愛
媛
県
で
は
四
〇

佐
賀
県

7
3
市
：
7

小
学
校
区
：
1

中
学
校
区
：
5

9
1
市
：
9

（
伊
万
里
市
）

小
学
校
区
：
9

16

長
崎
県

41
7
市
：
40

1
町
：
1

（
東
彼
杵
町
）

小
学
校
区
：
9
＋
8

中
学
校
区
：
5

3
1
市
：
3

（
南
島
原
市
）

小
学
校
区
：
3

44

熊
本
県

97
3
市
：
54

6
町
：
40

1
村
：
3

（
水
上
村
）

小
学
校
区
：
85

中
学
校
区
：
5

9
1
町
：
2

（
美
里
町
）

3
村
：
7

小
学
校
区
：
8

106

大
分
県

59
8
市
：
52

2
町
：
7

小
学
校
区
：
51

中
学
校
区
：
8

8
3
市
：
8

小
学
校
区
：
5

中
学
校
区
：
3

67

宮
崎
県

35
6
市
：
19

3
町
：
12

1
村
：
4

小
学
校
区
：
15

中
学
校
区
：
19

4
1
市
：
2

（
小
林
市
）

1
村
：
2

（
椎
葉
村
）

小
学
校
区
：
3

中
学
校
区
：
1

39

鹿
児
島
県

146
13
市
：
128

7
町
：
7

2
村
：
11

小
学
校
区
：
138

中
学
校
区
：
8

5
2
市
：
2

3
町
：
3

小
学
校
区
：
1

中
学
校
区
：
4

151

沖
縄
県

9
3
市
：
7

1
村
：
2

（
国
頭
村
）

小
学
校
区
：
6

中
学
校
区
：
2

9

合
　
計

1512
1026：

209
市

（
44
道
府
県
）

413：
175
町

（
42
都
道
府
県
）

73：
49
村

（
23
道
府
県
）

小
学
校
区
：
1053

中
学
校
区
：
338

176（
37
道
県
）

未
定
1

106：
36
市

（
27
道
県
）

51：
33
町

（
21
道
県
）

18：
13
村

（
8
県
）

小
学
校
区
：
95

中
学
校
区
：
39

1688

平
　
均

32.17
4.75

4.17
2.13

小
学
校
区
：
22.4

中
学
校
区
：
7.19

4.76
1.33

1.57
1.63

小
：
3.28（

29
道
県
）

中
：
2.17（

18
道
県
）

35.91

註
1.　
内
閣
府
「
小
さ
な
拠
点
情
報
サ
イ
ト
：
令
和
元
年
度
小
さ
な
拠
点
の
形
成
に
関
す
る
実
態
調
査
」（
w
w
w
.cao.go.jp/regional_m

anagem
ent）

を
参
照
し
て
作
成
し
た
。

　
2.　
小
さ
な
拠
点
は
予
定
も
入
れ
て
1,688

ヶ
所
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
小
学
校
区
が
1,148

ヶ
所
(68.1％

)、
中
学
校
区
が
377
ヶ
所
(22.3％

)、
そ
の
他
が
163
ヶ
所
(9.7％

)で
あ
る
。

　
3.�　「

小
学
校
区
」
と
「
中
学
校
区
」
は
、「
小
学
校
区
」「
中
学
校
区
」
以
外
に
、「
旧
小
学
校
区
(平
成
の
大
合
併
以
後
の
統
廃
合
の
直
前
ま
で
小
学
校
区
が
あ
っ
た
エ
リ
ア
)」「
旧
中
学
校
区
(平
成
の
大
合
併
以
後
の
統
廃
合
の
直
前
ま
で
中
学
校
区
が
あ
っ
た
エ
リ
ア
)」
や
、

「
小
学
校
区
よ
り
狭
い
」「
中
学
校
区
よ
り
広
い
」
な
ど
記
載
項
目
の
中
に
「
小
学
校
」
や
「
中
学
校
」
が
入
っ
て
い
る
も
の
は
全
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
れ
た
。

（
一
三
〇
七
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

三
八

拠
点
の
す
べ
て
が
小
学
校
区
や
旧
小
学
校
区
に
、
高
知
県
で
は
四
〇
七
拠
点
の
う
ち
小
学
校
区
や
旧
小
学
校
区
が
三
〇
箇
所
、
中
学
校
区

が
五
箇
所
、
そ
の
他
が
五
箇
所
と
な
っ
て
い
る
（
34
）

。
こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
や
小
さ
な
拠
点
は
、

基
本
的
に
は
小
学
校
区
や
中
学
校
区
を
標
準
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
単
位
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

そ
れ
ゆ
え
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
と
小
さ
な
拠
点
を
比
較
し
た
場
合
、
表
２
の
地
域
自
治
区
で
は
、
む
か
わ
町
で
は
穂
別
地
域
自

治
区
が
、
宮
古
市
で
は
田
老
地
域
自
治
区
・
新
里
地
域
自
治
区
・
川
井
地
域
自
治
区
が
小
さ
な
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
上
越
市
で
は
旧
上

越
市
内
で
は
一
五
区
の
う
ち
諏
訪
区
と
浜
谷
・
桑
取
区
の
み
が
小
さ
な
拠
点
で
あ
る
が
、
編
入
さ
れ
た
一
三
町
村
の
う
ち
大
潟
区
を
除
く

一
二
区
が
小
さ
な
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
伊
那
市
で
は
長
谷
地
域
自
治
区
が
小
さ
な
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
豊
田
市
で
は
編
入
さ
れ
た
六

町
村
の
地
域
自
治
区
が
小
さ
な
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
五
の
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
の
う
ち
一
五
の
地
域
自
治
区
内
に
は

一
つ
の
小
学
校
と
一
つ
の
中
学
校
が
存
在
し
て
い
る
。
九
の
地
域
自
治
区
に
は
複
数
の
小
学
校
と
一
つ
の
中
学
校
が
存
在
し
て
い
る
。
残

り
一
つ
は
一
つ
の
小
学
校
が
あ
り
中
学
校
は
複
数
の
小
学
校
か
ら
進
学
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
す
べ
て
が
小
学
校
区
か
中
学
校
区
を
単

位
に
地
域
自
治
区
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
日
本
の
身
近
な
行
政
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
）
の
単
位
は
、
地
域
自
治
区
（
一
般
制
度
）
か
小
さ
な

拠
点
、
あ
る
い
は
こ
の
二
つ
の
制
度
が
重
な
り
合
っ
て
い
る
も
の
と
な
っ
て
い
く
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。
そ
う
し
た
場
合
、
日
本
の

身
近
な
行
政
の
活
動
機
関
は
「
協
議
会
」
等
を
設
置
し
、
そ
の
下
部
組
織
に
各
種
「
部
会
」
等
を
配
置
し
、
地
域
の
各
種
団
体
の
代
表
者

等
を
委
員
に
任
命
し
て
運
営
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
し
か
し
民
主
的
な
地
域
行
政
の
推
進
の
た
め
に
は
、
当
該
地
域
住
民
の
選
挙
や
住

民
総
会
等
の
活
用
が
必
要
と
い
え
る
。
日
本
国
憲
法
第
九
三
条
が
求
め
る
「
法
律
の
定
め
る
そ
の
他
の
吏
員
」
を
関
連
法
の
制
定
を
通
じ

て
拡
大
し
、
可
能
な
限
り
住
民
の
直
接
参
加
が
可
能
と
な
る
自
治
制
度
の
拡
充
こ
そ
、
今
後
の
身
近
な
行
政
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
）
に

（
一
三
〇
八
）

平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
行
政
の
展
開
（
山
田
）

三
九

と
っ
て
必
要
な
も
の
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
選
挙
に
よ
る
カ
ウ
ン
シ
ル
の
設
置
か
住
民
総
会
制
度
を
活
用
し
て
い
る
、
イ
ギ
リ
ス

の
パ
リ
ッ
シ
ュ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
制
度
に
準
じ
た
日
本
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
制
度
の
導
入
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

註註
：
本
文
な
ら
び
に
註
の
数
字
は
縦
書
き
の
た
め
に
、
必
要
に
応
じ
て
筆
者
が
漢
数
字
に
変
換
し
た
。

（
1
）�

日
本
の
市
町
村
の
変
遷
は
、「
市
町
村
数
の
変
遷
と
明
治
・
昭
和
の
大
合
併
の
特
徴
」
総
務
省
『
市
町
村
合
併
資
料
集
』（http://w

w
w
.

soum
u.go.jp/gapei/gapei2.htm

l

）
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。
人
口
は
総
務
省
統
計
局
「
人
口
推
計
の
結
果
の
概
要
」（https://w

w
w
.stat.

go.jp/data/jinsui/2.htm
l#annual

）
を
参
照
し
た
。

（
2
）�

現
在
の
人
口
は
、
総
務
省
「
人
口
推
計
（
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
年
）
五
月
確
定
値
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
年
）
一
〇
月
概
算
値
）

（
二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
一
日
公
表
）」（https://w

w
w
.stat.go.jp/data/jinsui/new

.htm
l

）
を
参
照
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
令
和
元
年
一
〇
月
一

日
の
総
人
口
の
概
算
値
は
一
億
二
六
一
四
万
人
で
あ
る
。

（
3
）�

総
務
省
「
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
人
口
、
人
口
動
態
及
び
世
帯
数
（
平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
）」『
住
民
基
本
台
帳
等
─
住
民
基
本
台
帳
に

基
づ
く
人
口
、
人
口
動
態
（
総
務
省
ト
ッ
プ＞

政
策＞

地
方
行
財
政＞

住
民
基
本
台
帳
等
』（w

w
w
.soum

u.go.jp

）

（
4
）�

総
務
省
「
定
住
自
立
圏
構
想
」（http://w

w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_sosiki/kenkyu/teizyu/

）

（
5
）�

総
務
省
「
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
」（http://w

w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_sosiki/jichi_gyousei/renkeichusutoshiken/index.htm

l

）

（
6
）�

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
第
１
条
（
目
的
）
参
照

（
7
）�

官
邸
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
（
二
〇
一
八
改
訂
版
）
全
体
像
」（w

w
w
.kantei.go.jp/.../h30-12-21-sougousenryaku2018z

）

を
参
照
し
て
整
理
し
た
。
な
お
、
小
さ
な
拠
点
の
実
際
の
数
に
つ
い
て
、
内
閣
府
の
「
既
に
形
成
さ
れ
て
い
る
小
さ
な
拠
点
一
覧
」
で
は
、「
市
町

村
版
総
合
戦
略
に
位
置
付
け
の
あ
る
小
さ
な
拠
点
の
形
成
数
は
、
全
国
で
１
０
６
９
箇
所
」
と
断
っ
た
う
え
で
、
本
調
査
に
お
い
て
市
町
村
よ
り

「
公
表
可
」
と
回
答
が
あ
っ
た
箇
所
を
掲
載
し
た
と
す
る
数
字
は
、
総
合
戦
略
あ
り
八
六
九
箇
所
、
総
合
戦
略
な
し
五
〇
五
箇
所
の
合
計
一
五
七
四

（
一
三
〇
九
）



平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
行
政
の
展
開
（
山
田
）

三
九

と
っ
て
必
要
な
も
の
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
選
挙
に
よ
る
カ
ウ
ン
シ
ル
の
設
置
か
住
民
総
会
制
度
を
活
用
し
て
い
る
、
イ
ギ
リ
ス

の
パ
リ
ッ
シ
ュ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
制
度
に
準
じ
た
日
本
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
制
度
の
導
入
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

註註
：
本
文
な
ら
び
に
註
の
数
字
は
縦
書
き
の
た
め
に
、
必
要
に
応
じ
て
筆
者
が
漢
数
字
に
変
換
し
た
。

（
1
）�

日
本
の
市
町
村
の
変
遷
は
、「
市
町
村
数
の
変
遷
と
明
治
・
昭
和
の
大
合
併
の
特
徴
」
総
務
省
『
市
町
村
合
併
資
料
集
』（http://w

w
w
.

soum
u.go.jp/gapei/gapei2.htm

l

）
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。
人
口
は
総
務
省
統
計
局
「
人
口
推
計
の
結
果
の
概
要
」（https://w

w
w
.stat.

go.jp/data/jinsui/2.htm
l#annual

）
を
参
照
し
た
。

（
2
）�

現
在
の
人
口
は
、
総
務
省
「
人
口
推
計
（
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
年
）
五
月
確
定
値
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
年
）
一
〇
月
概
算
値
）

（
二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
一
日
公
表
）」（https://w

w
w
.stat.go.jp/data/jinsui/new

.htm
l

）
を
参
照
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
令
和
元
年
一
〇
月
一

日
の
総
人
口
の
概
算
値
は
一
億
二
六
一
四
万
人
で
あ
る
。

（
3
）�

総
務
省
「
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
人
口
、
人
口
動
態
及
び
世
帯
数
（
平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
）」『
住
民
基
本
台
帳
等
─
住
民
基
本
台
帳
に

基
づ
く
人
口
、
人
口
動
態
（
総
務
省
ト
ッ
プ＞

政
策＞
地
方
行
財
政＞

住
民
基
本
台
帳
等
』（w

w
w
.soum

u.go.jp

）

（
4
）�

総
務
省
「
定
住
自
立
圏
構
想
」（http://w

w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_sosiki/kenkyu/teizyu/

）

（
5
）�

総
務
省
「
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
」（http://w

w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_sosiki/jichi_gyousei/renkeichusutoshiken/index.htm

l

）

（
6
）�

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
第
１
条
（
目
的
）
参
照

（
7
）�

官
邸
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
（
二
〇
一
八
改
訂
版
）
全
体
像
」（w

w
w
.kantei.go.jp/.../h30-12-21-sougousenryaku2018z

）

を
参
照
し
て
整
理
し
た
。
な
お
、
小
さ
な
拠
点
の
実
際
の
数
に
つ
い
て
、
内
閣
府
の
「
既
に
形
成
さ
れ
て
い
る
小
さ
な
拠
点
一
覧
」
で
は
、「
市
町

村
版
総
合
戦
略
に
位
置
付
け
の
あ
る
小
さ
な
拠
点
の
形
成
数
は
、
全
国
で
１
０
６
９
箇
所
」
と
断
っ
た
う
え
で
、
本
調
査
に
お
い
て
市
町
村
よ
り

「
公
表
可
」
と
回
答
が
あ
っ
た
箇
所
を
掲
載
し
た
と
す
る
数
字
は
、
総
合
戦
略
あ
り
八
六
九
箇
所
、
総
合
戦
略
な
し
五
〇
五
箇
所
の
合
計
一
五
七
四

（
一
三
〇
九
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

四
〇

箇
所
で
あ
り
、
ま
た
今
後
形
成
が
予
定
さ
れ
て
い
る
小
さ
な
拠
点
は
、
総
合
戦
略
あ
り
一
九
八
箇
所
、
総
合
戦
略
な
し
一
一
箇
所
の
合
計
二
〇
九
箇

所
と
な
っ
て
い
る
（
内
閣
府
「
小
さ
な
拠
点
情
報
サ
イ
ト
」：w

w
w
.cao.go.jp/regional_m

anagem
ent

）。
ま
た
地
域
運
営
組
織
は
六
〇
九
市
町
村

に
三
〇
七
一
存
在
す
る
と
さ
れ
て
い
る
（
総
務
省
「
地
域
運
営
組
織
の
実
態
」w
w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_content/000475608.pdf

）。

（
8
）�
総
務
省
「
平
成
の
大
合
併
」『
広
域
行
政
・
市
町
村
合
併
─
市
町
村
合
併
資
料
集
』（w

w
w
.soum

u.go.jp

）
参
照

（
9
）�

滋
賀
県
愛
荘
町
「
合
併
特
例
法
」（w

w
w
.tow
n.aisho.shiga.jp/gappei/m

ainfram
e/.../04_m

ain.htm
l

）
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
10
）�

総
務
省
「
地
域
自
治
区
制
度
に
つ
い
て
」（w

w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_sosiki/.../N

o29_senm
on_12_si3.pdf

）

（
11
）�

松
本
英
明
著
『
新
版
　
逐
条
地
方
自
治
法
』（
第
七
次
改
訂
版
）
学
陽
書
房
、
平
成
二
五
年
、
第
四
節
地
域
自
治
区
、
六
八
九
頁

（
12
）�

愛
荘
町
・
合
併
特
例
法
参
照

（
13
）�

二
〇
〇
七
年
の
数
字
は
、
総
務
省
「
地
域
自
治
組
織
と
合
併
特
例
の
概
要
」（w

w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_content/000021700.pd

）、

二
〇
一
九
年
の
数
字
は
、
総
務
省
「
市
町
村
合
併
資
料
集
　
地
域
自
治
区
・
合
併
特
例
区
制
度
」（w

w
w
.soum

u.go.jp

）
参
照
。
地
域
自
治
組
織
の

創
設
初
期
に
つ
い
て
は
、
生
沼
裕
著
「
合
併
特
例
区
の
現
状
と
課
題
（
一
）
─
主
と
し
て
岡
山
市
・
宮
崎
市
の
事
例
を
参
考
に
─
」
高
崎
経
済
大
学

地
域
政
策
学
会
編
『
地
域
政
策
研
究
』
高
崎
経
済
大
学
第
一
〇
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
八
年
二
月
１
～
２
頁
参
照
。

（
14
）�

総
務
省
「
地
域
自
治
組
織
と
合
併
特
例
の
概
要
」
と
関
係
市
町
村
の
Ｈ
Ｐ
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。
各
市
町
村
の
地
域
自
治
組
織
等
の
特
徴
に

つ
い
て
は
、
大
仙
市
Ｈ
Ｐ
「
大
仙
市
地
域
自
治
区
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
」（w

w
w
.city.daisen.�akita.jp/content/.../r154R

G
00001179.htm

l

）、

農
林
水
産
省
Ｈ
Ｐ
「
第
８
章�

飯
田
市
に
お
け
る
広
域
地
域
組
織
化
の
取
組
」（w

w
w
.m
aff.go.jp/prim

aff/kanko/.../171113_28kozo1_08.pdf

）、

伊
那
市
Ｈ
Ｐ
「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」「
長
野
県
『
伊
那
市
・
高
遠
町
・
長
谷
村
合
併
協
議
会
』」（w

w
w
.inacity.jp/gappei/new

city

）、
愛
知
県

「
Ⅱ
．
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
歴
史
的
経
緯
」（w

w
w
.pref.aichi.jp/uploaded/attachm

ent/14304.pdf

）、
豊
田
市
「
地
域
自
治
区
・
地
域
会
議
に

つ
い
て
」「
地
域
自
治
シ
ス
テ
ム
『
都
市
内
分
権
の
推
進
』」（w

w
w
.city.toyota.aichi.jp/shisei/jichiku/1004968.htm

l

）、
愛
知
県
「
愛
知
県
に

お
け
る
平
成
の
合
併
の
効
果
と
課
題
（
平
成
二
三
年
三
月
）」『
愛
知
県
の
市
町
村
合
併
』（w

w
w
.pref.aichi.jp/.../0000005246shichoson-gappei.

htm

）
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
15
）�

地
域
自
治
区
の
現
状
は
、
総
務
省
「
市
町
村
合
併
資
料
」「
市
町
村
合
併
と
は
」「
地
域
自
治
組
織
（
地
域
自
治
区
・
合
併
特
例
区
）•

制
度
の

（
一
三
一
〇
）

平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
行
政
の
展
開
（
山
田
）

四
一

概
要•

全
国
の
設
置
状
況
（
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
）」（http://w

w
w
.�soum

u.go.jp/gapei/gapei.htm
l

）
を
参
照
し
て
整
理
し
た

（
16
）�

せ
た
な
町
Ｈ
Ｐ
（w

w
w
.tow
n.setana.lg.jp

）

（
17
）�

ホ
ー
ム
／
む
か
わ
町
「
北
海
道
む
か
わ
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」（w

w
w
.tow
n.m
ukaw

a.lg.jp

）

（
18
）�

岩
手
県
宮
古
市
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�M

iyako�C
ity

」（w
w
w
.city.m

iyako.iw
ate.jp

）

（
19
）�

花
巻
市
「
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」（w

w
w
.city.hanam

aki.iw
ate.jp

）

（
20
）�

大
仙
市
「
秋
田
県
大
仙
市
」（http://search.yahoo.co.jp

）

（
21
）�

南
相
馬
市
「
ホ
ー
ム
／
南
相
馬
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト�-M

inam
isom
a�C
ity-

」（http://search.yahoo.co.jp

）

（
22
）�

南
会
津
町
「
南
会
津
町
役
場
」（w

w
w
.m
inam

iaizu.org/yakuba

）

（
23
）�

上
越
市
「
上
越
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
」（w

w
w
.city.joetsu.niigata.jp

）

（
24
）�

飯
田
市
「
飯
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

ホ
ー
ム
」（w

w
w
.city.iida.lg.jp

）

（
25
）�

伊
那
市
「
伊
那
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」（w

w
w
.inacity.jp

）

（
26
）�

豊
田
市
「
豊
田
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」（w

w
w
.city.toyota.aichi.jp

）

（
27
）�

新
城
市
「
新
城
市
：
ホ
ー
ム
」（w

w
w
.city.shinshiro.lg.jp

）

（
28
）�

宮
崎
市
「
宮
崎
市
」（w

w
w
.city.m

iyazaki.m
iyazaki.jp

）

（
29
）�

総
務
省
「
地
域
自
治
組
織
と
合
併
特
例
の
概
要
」
お
よ
び
こ
の
論
文
の
表
２
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
30
）�

官
邸
「
小
さ
な
拠
点
・
地
域
運
営
組
織
の
形
成
に
つ
い
て
」（A

dobe�P
D
F

）w
w
w
.kantei.go.jp/.../chiisana_todofukensetum

ei0601_si

）

（
31
）�

官
邸
「
小
さ
な
拠
点
の
形
成
─
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」（w

w
w
.kantei.go.jp/jp/singi/sousei/about/�chiisanakyoten

）

（
32
）�

本
論
文
の
表
３
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
こ
こ
で
い
う
「
小
学
校
区
」
に
は
「
旧
小
学
校
区
（
平
成
の
大
合
併
以
後
の
統
廃
合
の
直
前
ま
で

小
学
校
区
が
あ
っ
た
エ
リ
ア
）」
や
「
小
学
校
区
よ
り
狭
い
」
や
「
小
学
校
区
よ
り
広
い
」
を
、「
中
学
校
区
」
に
は
「
旧
中
学
校
区
（
平
成
の
大
合

併
以
後
の
統
廃
合
の
直
前
ま
で
中
学
校
区
が
あ
っ
た
エ
リ
ア
）」
や
「
中
学
校
区
よ
り
狭
い
」
や
「
中
学
校
区
よ
り
広
い
」
な
ど
、「
小
学
校
区
」

「
中
学
校
区
」
以
外
に
、
記
載
項
目
の
中
に
「
小
学
校
」
や
「
中
学
校
」
が
入
っ
て
い
る
も
の
は
全
て
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
れ
た
の
で
、

（
一
三
一
一
）



平
成
の
大
合
併
後
の
身
近
な
行
政
の
展
開
（
山
田
）

四
一

概
要•

全
国
の
設
置
状
況
（
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
）」（http://w

w
w
.�soum

u.go.jp/gapei/gapei.htm
l

）
を
参
照
し
て
整
理
し
た

（
16
）�

せ
た
な
町
Ｈ
Ｐ
（w

w
w
.tow
n.setana.lg.jp

）

（
17
）�
ホ
ー
ム
／
む
か
わ
町
「
北
海
道
む
か
わ
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」（w

w
w
.tow
n.m
ukaw

a.lg.jp

）

（
18
）�
岩
手
県
宮
古
市
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�M

iyako�C
ity

」（w
w
w
.city.m

iyako.iw
ate.jp

）

（
19
）�

花
巻
市
「
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」（w

w
w
.city.hanam

aki.iw
ate.jp

）

（
20
）�

大
仙
市
「
秋
田
県
大
仙
市
」（http://search.yahoo.co.jp

）

（
21
）�

南
相
馬
市
「
ホ
ー
ム
／
南
相
馬
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト�-M

inam
isom
a�C
ity-

」（http://search.yahoo.co.jp

）

（
22
）�

南
会
津
町
「
南
会
津
町
役
場
」（w

w
w
.m
inam

iaizu.org/yakuba

）

（
23
）�

上
越
市
「
上
越
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
」（w

w
w
.city.joetsu.niigata.jp

）

（
24
）�

飯
田
市
「
飯
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

ホ
ー
ム
」（w

w
w
.city.iida.lg.jp

）

（
25
）�

伊
那
市
「
伊
那
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」（w

w
w
.inacity.jp

）

（
26
）�

豊
田
市
「
豊
田
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」（w

w
w
.city.toyota.aichi.jp

）

（
27
）�

新
城
市
「
新
城
市
：
ホ
ー
ム
」（w

w
w
.city.shinshiro.lg.jp

）

（
28
）�

宮
崎
市
「
宮
崎
市
」（w
w
w
.city.m

iyazaki.m
iyazaki.jp

）

（
29
）�

総
務
省
「
地
域
自
治
組
織
と
合
併
特
例
の
概
要
」
お
よ
び
こ
の
論
文
の
表
２
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
30
）�

官
邸
「
小
さ
な
拠
点
・
地
域
運
営
組
織
の
形
成
に
つ
い
て
」（A

dobe�P
D
F

）w
w
w
.kantei.go.jp/.../chiisana_todofukensetum

ei0601_si

）

（
31
）�

官
邸
「
小
さ
な
拠
点
の
形
成
─
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」（w

w
w
.kantei.go.jp/jp/singi/sousei/about/�chiisanakyoten

）

（
32
）�

本
論
文
の
表
３
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
こ
こ
で
い
う
「
小
学
校
区
」
に
は
「
旧
小
学
校
区
（
平
成
の
大
合
併
以
後
の
統
廃
合
の
直
前
ま
で

小
学
校
区
が
あ
っ
た
エ
リ
ア
）」
や
「
小
学
校
区
よ
り
狭
い
」
や
「
小
学
校
区
よ
り
広
い
」
を
、「
中
学
校
区
」
に
は
「
旧
中
学
校
区
（
平
成
の
大
合

併
以
後
の
統
廃
合
の
直
前
ま
で
中
学
校
区
が
あ
っ
た
エ
リ
ア
）」
や
「
中
学
校
区
よ
り
狭
い
」
や
「
中
学
校
区
よ
り
広
い
」
な
ど
、「
小
学
校
区
」

「
中
学
校
区
」
以
外
に
、
記
載
項
目
の
中
に
「
小
学
校
」
や
「
中
学
校
」
が
入
っ
て
い
る
も
の
は
全
て
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
れ
た
の
で
、

（
一
三
一
一
）



政
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究

　第
五
十
六
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

四
二

正
確
な
も
の
と
は
い
え
な
い
が
、
概
ね
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
小
学
校
区
や
中
学
校
区
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
。

（
33
）�

拙
論
文
「
群
馬
県
の
地
方
創
生
」『
櫻
文
論
叢
』
第
九
十
六
巻
・
一
〇
八
─
九
頁
・
平
成
三
十
年
二
月
二
十
八
日
発
行

（
34
）�
拙
論
文
「
四
国
四
県
の
地
方
創
生
」『
法
学
紀
要
』
第
五
十
九
巻
・
二
五
〇
頁
・
二
五
三
頁
・
二
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軍
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基
地
協
定
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刑
事
裁
判
権
（
信
夫
）

四
三

一
　
米
比
軍
事
基
地
協
定
の
問
題
点

な
ぜ
米
比
軍
事
基
地
協
定
を
問
題
と
す
る
の
か

一
九
四
七
年
の
米
比
軍
事
基
地
協
定
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
米
軍

の
駐
留
を
認
め
て
い
た
。
し
か
し
、
同
協
定
は
一
九
六
五
年
に
大

幅
に
改
正
さ
れ
、
一
九
九
一
年
に
失
効
し
た
。
な
ぜ
失
効
し
た
米

比
軍
事
基
地
協
定
を
論
じ
る
の
か
か
ら
本
稿
を
説
き
起
こ
し
た
い
。

同
協
定
は
有
効
期
間
が
九
九
年
と
い
う
き
わ
め
て
長
期
間
に
わ

た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
が
香
港
を
租
借
し
た
期
間
と
同

じ
で
あ
る
。
一
九
六
五
年
の
改
正
で
、
米
軍
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
基

地
を
使
用
で
き
る
期
間
が
二
五
年
に
短
縮
さ
れ
た
。
そ
の
基
地
使

用
の
期
限
が
到
来
す
る
の
が
一
九
九
一
年
で
あ
っ
た
。

一
九
九
一
年
に
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
基
地
使
用
を
一
〇
年
延
長

す
る
条
約
が
、
米
比
間
で
締
結
さ
れ
た
も
の
の
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
上

院
が
同
条
約
の
批
准
を
拒
否
し
た
。
背
景
に
、
一
九
八
六
年
一
〇

月
に
制
定
さ
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
憲
法
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
と
の
基

地
協
定
が
失
効
し
た
後
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
上
院
お
よ
び
国
民
投
票

に
よ
る
承
認
が
な
け
れ
ば
、
外
国
の
基
地
は
認
め
ら
れ
な
い
と
さ

れ
た
か
ら
だ
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
憲
法
第
一
八
条
第
二
五
節
）。
フ
ィ

リ
ピ
ン
上
院
は
、
憲
法
の
規
定
に
し
た
が
い
、
延
長
を
承
認
せ
ず
、

同
協
定
は
失
効
し
た
の
で
あ
る
（
１
）
。

米
比
軍
事
基
地
協
定
改
正
の
歴
史
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
お
お

米
比
軍
事
基
地
協
定
の
改
正
と
刑
事
裁
判
権
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）




